












[image: ]







星ほしを追おう子こども








新しん海かい 誠まこと・原作

あきさかあさひ・文

ちーこ・絵





[image: ]





[image: ]









〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　溝みぞノの淵ふちという町まちにあるその学がっ校こうの名なを、何なんのひねりもなく「溝みぞノの淵ふち小しょう学がっ校こう」という。

　もとより溝みぞノの淵ふちは、超ちょうがつくような田舎いなかの山やま間あいにある小ちいさな小ちいさな町まちだ。小しょう学がっ校こうなど二つも三つも必ひつ要ようないのだから、それで充じゅう分ぶんな名な前まえではあるのかもしれない。

　昭しょう和わ初しょ期きに建たてられたという木もく造ぞう校こう舎しゃは古ふるぼけすぎて風ふう格かくさえ漂ただよっているが、昼ひる間までさえ幽ゆう霊れいが出でそうなその校こう舎しゃを、渡わた瀬せ明ア日ス菜ナが好すきになれるはずもなかった。

　──だって怖こわいじゃない。

　窓まどに映うつる自じ分ぶんの顔かおですら、幽ゆう霊れいと見み間ま違ちがえそうになるほどなのだ。

　こんなに愛あいくるしい大おおきな瞳ひとみで、整ととのった鼻はなで、ちょこんと小ちいさな唇くちびるで、ショートカットが似に合あっているのに。

　自じ分ぶんでそんなことを思おもったのは、今いま、六年ねん生せいの教きょう室しつ内ないで開かい催さい中ちゅうの「公こう開かい処しょ刑けい」から気きをそらすためでもあったのかもしれない。

「公こう開かい処しょ刑けい」──またの名なを「答とう案あん返へん却きゃく」という。

　別べつ段だん珍めずらしい光こう景けいではない。

　テストの答とう案あんを、点てん数すうを発はっ表ぴょうしながら生せい徒とに返へん却きゃくする、というだけのものである。

　であるのだが──

　アスナはこの答とう案あん返へん却きゃく方ほう式しきが、好すきではなかった。

　人ひとによっては、アスナがそう思おもうことを意い外がいに思おもうかもしれない。

　だが、できない者ものにできない者ものなりの理り由ゆうがあるように、できる者ものにはできる者ものなりの理り由ゆうがあるのだ。仮かりにその試し験けんが、アスナにとっては簡かん単たんに百点てんが取とれてしまう程てい度どのものであっても、二十点てん三十点てんを取とってしまう生せい徒とはいる。彼かれら彼かの女じょらからすれば、毎まい回かい試し験けんで「一番ばん」を取とってしまうアスナは、やっかみの対たい象しょうになるのに充じゅう分ぶんであった。

「渡わた瀬せアスナさん」

　担たん任にんの池いけ田だ先せん生せいが名な前まえを読よみ上あげる。ぎしぎしときしむ床ゆかを、アスナは教きょう壇だんへ向むかって歩あるいていく。先せん生せいは続つづける。

「今こん回かいもアスナさんがクラスで一番ばんです。がんばりましたね」

「……ありがとうございます」
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　また、余よ計けいなことを言いう。

　そんなことを心こころの中なかで思おもいながらも、社しゃ交こう辞じ令れいの礼れいを小ちいさくつぶやく。

　案あんの定じょう、答とう案あんを受うけ取とって席せきへと帰かえる途と中ちゅう、ささやき声ごえが耳みみに入はいる。

「またアスナが一位いかよ」

「さっすが委い員いん長ちょう、ガリ勉べんしてる」

「ほんとほんと」

　──そんなの、してないのに。

　そう思おもう。

　しかし、思おもうだけで言いえないのが、アスナであった。

　いっそ次つぎの試し験けんではわざと悪わるい点てん数すうを取とってしまおうか──

（なんて、そんなわけにはいかないよなあ）

　口くちの中なかでだけため息いきをついて、アスナは自じ分ぶんの席せきに戻もどった。

　それから答とう案あん返へん却きゃくがしばらく続つづき、

「では、最さい後ごに注ちゅう意い連れん絡らくです」

　答とう案あんの返へん却きゃくを終おえた先せん生せいが、教きょう卓たくに手てをつきながら言いった。

「最さい近きん、何なん人にんかの生せい徒とから小お渕ぶちのあたりでクマを見みたという報ほう告こくがあがっています。念ねんのため、寄より道みちをしないように帰かえってください」

　ぼんやりと答とう案あん用よう紙しを眺ながめていたアスナは、その言こと葉ばにふと顔かおを上あげる。

（……クマ？）

　アスナのお気きに入いりの高たか台だいは、その小お渕ぶちの山やまの中ちゅう腹ふくにある。

　町まち全ぜん体たいを見み下おろすことのできるそこで、鉱こう石せきラジオを聴きいて過すごすのが、アスナの「いつもの放ほう課か後ご」であった。

　小しょう学がく六年ねん生せいの放ほう課か後ごとしては、いささか寂さびしいものであると思おもうかもしれない。

　いや、アスナだって、本ほん当とうは人ひと並なみに友とも達だちが欲ほしいのだ。

　友とも達だちと一いっ緒しょに遊あそぶ放ほう課か後ごに、ものすごく憧あこがれているのだ。

　だけれども──友とも達だちというものと、どう接せっしていいのかわからない。

　だからアスナにとって小お渕ぶちの高たか台だいは「人ひとに気きをつかわなくていい」という意い味みで、きわめて居い心ごこ地ちのいい場ば所しょなのであった。

　──いくつかの連れん絡らく事じ項こうがあったあとで、挨あい拶さつをして「帰かえりの学がっ活かつ」が終おわる。

　早はやく家いえに帰かえろう。

　そう思おもって、下げ足そく箱ばこまで行いったところで、背はい後ごから声こえをかけられた。

「アースナちゃん」

　振ふり返かえると、クラスメイトの矢や崎ざきユウが立たっていた。

　ユウはにこりと笑わらって、

「一いっ緒しょに帰かえらない？」

　すごく嬉うれしかった。

　嬉うれしかったのだが──アスナはそれにうまく答こたえられない。

「あ……えと」

　なんと言いえばいいのかわからない。

　だいたい一いっ緒しょに帰かえったとして、その帰かえりの道どう中ちゅうで何なにを話はなせばいいのか。それで気きまずくなって仲なかが悪わるくなるくらいだったら、今いまの距きょ離りを保たもっていたほうがマシだ。

　そう一いっ瞬しゅんで考かんがえて、アスナは答こたえていた。

「えっと、ごめん、ちょっと急いそいでるから、また今こん度どね」

「そうなんだ。それじゃ、またね」

　少すこし残ざん念ねんそうに手てを振ふるユウに手てを振ふり返かえして、アスナは思おもう。

　ああ、またやってしまった。

　こんなだから友とも達だちができないのだということは、よくわかっている。だけれども、わかっていてどうにかできるのならば、こんなに苦く労ろうはしていないのだ。

　後こう悔かいと共ともに、靴くつをはきかえて昇しょう降こう口ぐちから外そとへと出でる。

　広ひろがるのは田舎いなか町まちの風ふう景けい。

　三階かい建だて以い上じょうの建たて物ものなんて一つも無なくて、たくさんの田た畑はたが広ひろがっていて、舗ほ装そうされていない道どう路ろがあちこちに続つづいている。遠とおく見みえるのは木き々ぎにおおわれた山やまばかりで、そのところどころにそびえる鉄てっ塔とうが目め立だつ。

　住じゅう宅たく街がいの砂じゃ利り道みち、踏ふみ切きり、馴な染じみのお米こめ屋やさんの前まえを通とおって、自じ宅たくへと歩あるく。

　アスナの自じ宅たくは、溝みぞノの淵ふちでは標ひょう準じゅん的てきな、二階かい建だての和わ風ふう建けん築ちくの家いえである。陽よう光こうを反はん射しゃする瓦かわら屋や根ね、年ねん季きが入はいって黒くろずみかけた白しろ塗ぬりの壁かべ。門もんは無なく、広ひろい前まえ庭にわから直じかに木もく製せい扉とびらへと通つうじているのは、田舎いなかゆえのおおらかさといったところだろうか。

　その玄げん関かん脇わきの車しゃ庫こに白しろい車くるまが停とまっているのを発はっ見けんして、アスナは小ちいさく喜よろこんだ。

　──お母かあさんが家いえにいる！

　それはアスナにとって、少すくなからず嬉うれしいことであった。

「ただいま！」

　玄げん関かん扉とびらを開あけ、家いえの中なかに向むかって呼よびかける。

「おかえり、アスナ」

　母ははの声こえが返かえってきた。

　アスナは弾はずむように靴くつを脱ぬぎ、居い間まに向むかった。寝ね間ま着き姿すがたの母ははが寝しん室しつから出でてくるところだった。アスナは急せいてカバンからテストの答とう案あんを取とり出だしながら、

「ねえお母かあさん、私わたし、今日きょうね」

「アスナ、悪わるいけど、後あとにしてくれるかしら。今日きょうの夜や勤きんまでに、少すこしでも寝ねておきたいの」

　母ははの声こえには疲ひ労ろうの色いろが濃こく表あらわれていた。

　普ふ段だんはまずびしっとした姿すがたしか見みせないアスナの母ははは、診しん療りょう所じょの看かん護ご師しをしており、昨日きのうも夜や勤きんだった。その母ははが疲ひ労ろうの色いろを隠かくせないほどの寝ね不ぶ足そくであることを考かんがえると、試し験けんの結けっ果かの一いっ喜き一いち憂ゆうごときを報ほう告こくする気きにもなれなかった。

「そうなんだ……ゆっくり休やすんでね、お母かあさん」

「ごめんね、アスナ」

「ううん、大だい丈じょう夫ぶ」

　むしろ感かん謝しゃするべきだ、とアスナは思おもう。寝ねていたところを、アスナが帰かえってきたためにわざわざ起おきてきてくれたのだ。

　アスナはきびすを返かえし、再ふたたび玄げん関かんへと向むかった。

「ちょっと出でかけてくるね。お母かあさん、お仕し事ごとがんばって」

「ありがとう、いってらっしゃい」

　駆かけ出だす。

　石いし垣がきの坂さか道みちを下くだり、顔かお見み知しりのお婆ばあさんに挨あい拶さつをして通とおり過すぎ、誰だれにも見みられていないのを確かく認にんしていつもの踏ふみ切きりから線せん路ろへと侵しん入にゅうする。

　向むかうのは小お渕ぶちの山やま。

　アスナのお気きに入いりの高たか台だいだった。
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　高たか台だいへ行いくには、谷たに間まを渡わたる鉄てつ道どう橋きょうを通とおるしかない。

　単たん線せんの汽き車しゃが通とおるための橋はしはけして広ひろくなく、しかし下したの川かわ面もまでの高たかさは十メートル以い上じょうはあったけれど、それを怖こわいと思おもったことはなかった。汽き車しゃは数すう時じ間かんに一度どしか通とおらないし、それでも念ねんのため線せん路ろに耳みみを当あててみることは忘わすれなかったし、橋はしは立りっ派ぱな鉄てつ製せいのものだったから。

　いつものようにアスナが鉄てつ道どう橋きょうの上うえを走はしり抜ぬけようとした、そのとき。

　アスナは、異い変へんに気きが付ついて、足あしを止とめた。

　結けっ果か的てきに言いえば、アスナが気き付づくのは遅おそすぎたわけだけれども──

　鳥とりや虫むしが、一いっ切さい鳴ないていなかったのだ。

　季き節せつは夏なつ。

　さまざまな野や鳥ちょうやセミなどが、やかましいぐらいが普ふ通つうなのに。

　アスナはそう思おもって、そして、ようやく「それ」に気きが付ついた。

　どこの陰かげにひそんでいたものか、「それ」との距きょ離りは既すでに十メートルほどしかなかった。

　アスナは足あしがすくんで動うごけなくなった。

（何なによ、これ？）

　鉄てつ道どう橋きょうの上うえに、見みたこともない茶ちゃ色いろの生いき物ものがいた。

　とにかく大おおきくて、大おおきくて、大おおきかった。

　──逃にげないと。

　本ほん能のう的てきな恐きょう怖ふが逃にげろと告つげるのだけれど、身体からだが言いうことを聞きかなかった。

　そのくせ頭あたまの隅すみに妙みょうに冷れい静せいな部ぶ分ぶんが残のこっていて、まずはその生いき物ものをクマのようだと思おもった。だけどそれはテレビで見みたクマよりもずっと大おおきくて、背せ中なかに妙みょうな突とっ起きがいくつも生はえていて、立たち上あがったそのお腹なかには水みず色いろや緑みどり色いろで不ふ思し議ぎな模も様ようが描えがかれていた。

　バケモノだ、と思おもった。

　思おもっているうちに、バケモノはあっという間まにアスナの目めの前まえまで近ちか寄よってきた。顔かおと顔かおがくっつきそうなぐらいに接せっ近きんし、鼻はな息いきによってアスナの髪かみが揺ゆれて、右みぎ腕うでが振ふり上あげられ、無む造ぞう作さに振ふり下おろされた。

　そのとき自じ分ぶんが何なにを思おもっていたのか、アスナは自じ分ぶんでもわからない。

　もう駄だ目めだ、と思おもったのか。死しぬ、と思おもったのか。殺ころされる、と思おもったのか。

　いずれにしても大たい差さはなかったが──

　感かんじたのは、風かぜ。

　気きが付つくとアスナは、少しょう年ねんに抱だきかかえられていた。

　バケモノの攻こう撃げきの届とどかない、十メートルほど離はなれた距きょ離りだった。

　どうやら、助たすけられた──らしい。

　少しょう年ねんはゆっくりとアスナを地じ面めんに立たたせると、背せ中なかでアスナをかばうようにしながら顔かおだけ振ふり返かえって、これ以い上じょうないほどに優やさしい笑えみを見みせて言いった。
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「大だい丈じょう夫ぶ」

　髪かみの長ながい、ともすれば女おんなの子こだと間ま違ちがえそうになるくらい美び形けいの、男おとこの子こだった。年ねん齢れいはアスナと同おなじくらいか、少すこし上うえだろうか。

　胸むねが高たか鳴なるのを感かんじた。

　──かっこいい。

　こんなときだというのに、そんなことを思おもっている自じ分ぶんが妙みょうにおかしかった。

　少しょう年ねんはバケモノに対たい峙じすると、すぐにその端たん整せいな顔かおを真しん剣けんなものに変かえ、白しろいシャツの胸むな元もとから何なにかを取とり出だした。

　陽よう光こうを反はん射しゃして青あおく輝かがやくそれは、まるで水すい晶しょうのようなペンダントであった。

　少しょう年ねんはペンダントをゆらゆらと揺ゆらしながら、静しずかにバケモノに近ちか寄よっていく。バケモノがうめき声ごえをあげながら視し線せんでそれを追おい──その喉のど元もとから、肉にくのかたまりのようなものが、ぐちゃり、と音おとを立たてて地じ面めんに落おちた。

「寿じゅ命みょうなんだ」

　バケモノと向むかい合あう少しょう年ねんの声こえは、アスナに向むけられたものか、そうでなかったか。

「地ち上じょうに残のこった者ものの末まつ路ろが……これか」

　少しょう年ねんは何なにを言いっているのだろう。

　瞬しゅん間かん、バケモノが振ふるった右みぎの手てを、少しょう年ねんは大おおきく跳とんで避よけた。長ながい髪かみが風かぜにひるがえり、着ちゃく地ちと同どう時じに一いっ閃せん、繰くり出だした蹴けりがバケモノの足あしを切きり裂さいた。真まっ赤かな血ちが飛とび散ちり、バケモノが苦くるしげな悲ひ鳴めいをあげた。

　そのとき、少しょう年ねんが見みせた悲かなしそうな瞳ひとみの意い味みを、アスナはまだ知しらない。

　だが──とでもいおうか。だから、というべきだろうか。

　アスナは、叫さけんでしまっていた。

「やめて！　殺ころさないで！」

　動どう物ぶつ愛あい護ごの精せい神しん、などという綺き麗れいなものではなかったと思おもう。ただ、少しょう年ねん自じ身しんがバケモノを殺ころすことを望のぞんでいないのではないかと──アスナは、そう思おもったのだ。

　そして、少しょう年ねんがアスナの言こと葉ばに気きを取とられた一いっ瞬しゅんを、バケモノは見み逃のがさなかった。

　再ふたたびなぎ払はらわれたバケモノの右みぎ腕うでが少しょう年ねんを捕とらえ、軽かる々がると吹ふき飛とばした。少しょう年ねんの身体からだが橋はしの欄らん干かんに叩たたきつけられて、げほ、と苦くるしげな息いきが漏もれた。少しょう年ねんはすぐに立たち上あがろうとするが、立たち上あがれず、バケモノの爪つめが無む惨ざんに少しょう年ねんを切きり裂さく──

　と、思おもったのだ、アスナは。

　だが、次つぎの瞬しゅん間かん。

　少しょう年ねんのペンダントが強きょう烈れつな光ひかりを発はっし、バケモノはそれにひるんで動うごきを止とめた。

　少しょう年ねんはその光ひかりを閉とじこめようとするかのごとく、左ひだり手てで──右みぎ手ては先さきほどの一いち撃げきで負ふ傷しょうしてだらりと下さがっていた──ペンダントを押おさえ込こむが、光ひかりはあふれて、

「だめだっ！」

　少しょう年ねんが叫さけんだのとほぼ同どう時じに、音おともなく。

　バケモノの顎あごが光ひかりに削けずり取とられたかのように消きえ失うせて、

　その巨きょ体たいが、ゆっくりと、線せん路ろの上うえに倒たおれ伏ふした。

　何なにが何なんだかわからなかった。

　アスナはただぽかんと、そこに突つっ立たっていた。

「……」

　少しょう年ねんは下した唇くちびるを噛かみしめながら立たち上あがり、バケモノの死し体たいに小ちいさく頭あたまを下さげた。

　そこで、汽き笛てきが聞きこえた。

　走はしってきた汽き車しゃが、線せん路ろ上じょうの異い物ぶつに気きが付ついて、慌あわててブレーキをかけた。ゆっくりと停てい車しゃしていく汽き車しゃには目めもくれず、少しょう年ねんはアスナのもとに歩あゆみ寄よってくると、

「これで、最さい後ごだから」

　と言いって、再ふたたびアスナの身体からだを抱だき上あげた。アスナはこのわずか数すう分ふんの間あいだに起おこったたくさんの出で来き事ごとで頭あたまの中なかがごちゃごちゃで、少しょう年ねんに抱だき上あげられるのが照てれくさくて、ただ、

「あ、あの、ちょっと」

　とだけ、ようやく口くちにした。

　そんなアスナに、少しょう年ねんは再ふたたび優やさしい笑えみを浮うかべて、

「信しんじて」

　と言いうなり、鉄てっ橋きょうの上うえから飛とび降おりた。

　眼がん下かの森もりまで、十じゅう数すうメートルはあろうというのに。

　落らっ下かの恐きょう怖ふのあまりに──

　アスナの意い識しきは、そこで途と絶だえた。
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（ん……）

　あたりが暗くらかった。

　自じ分ぶんが横よこになっているのだと気き付づくのに、数すう秒びょうかかる。

　視し界かいには空そら。星ほしが瞬またたいている。

（あれ、私わたし──）

　記き憶おくの底そこを探さぐる。

　お気きに入いりの高たか台だいへ向むかう途と中ちゅう、鉄てっ橋きょうでバケモノに出で会あって、少しょう年ねんに助たすけられた。

　そんな荒こう唐とう無む稽けいな記き憶おくがある。

（夢ゆめ……だったのかな）

　そう思おもったときだった。

「気きが付ついたね」

　声こえをかけられて、アスナは慌あわてて身みを起おこす。

　そこは小お渕ぶちの山やまの高たか台だいの上うえだった。先さきほどの記き憶おくの中なかにいた髪かみの長ながい少しょう年ねんが、岩いわに腰こし掛かけ、こちらを振ふり返かえって優やさしい笑えみを見みせていた。

（夢ゆめじゃ……なかった？）

「もう危き険けんはないから、安あん心しんして家いえに帰かえって」

　アスナが目め覚ざめるのを待まっていたのか、少しょう年ねんは立たち上あがり、歩あるき始はじめながら言いう。

　聞きいているだけで心こころが安あん息そくに満みちていくような、優やさしい声こえだった。

「あ、あの」

　横よこを通とおり過すぎていく少しょう年ねんに、アスナはとにかく何なにか言いわなければと考かんがえて、

「助たすけてくれたんだよね？　ありがとう！」

　言いうと少しょう年ねんは立たち止どまり、再ふたたびアスナを振ふり返かえった。

「この山やまには近ちかづかないほうがいい」

　言いい残のこして、少しょう年ねんは森もりの中なかへと消きえていく。

　……何なに、それ？

　言いわれたことを吞のみ込こむまでの間あいだに、少しょう年ねんは森もりの中なかへと消きえていく──その少しょう年ねんの後うしろを、ちょこちょこと一匹ぴきの猫ねこがついていく。

「ミミ！」

　アスナが幼おさない頃ころから、ずっと一いっ緒しょに育そだってきた猫ねこだった。いつもなら、アスナが呼よべばすぐに駆かけ寄よってくるはずのミミが、アスナの言こと葉ばを無む視しして森もりの中なかへと消きえていく。

「……」

　アスナは少しょう年ねんとミミに声こえをかけようとしたが──言こと葉ばが見みつからず、ただそれを見み送おくるだけしかできなかった。
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　翌よく日じつ。

　件くだんの鉄てつ道どう橋きょうからやや川かわ下しもの岩いわ場ばに、数すう人にんのスーツの男おとこたちがやってきていた。

　男おとこたちはしばらくの間あいだうろうろと何なにかを捜さがしていたが──やがて、

「中ちゅう佐さ、ありました！」

　一人ひとりの男おとこが指ゆびさした先さきにあったもの。

　それは──

　あのクマのようなバケモノの、死し体たいであった。

「中ちゅう佐さ」と呼よばれた眼鏡めがねの男おとこが、バケモノの死し体たいに近ちか寄よっていく。

「これは……」

　その死し体たいを眺ながめて「中ちゅう佐さ」が驚おどろきの声こえをあげる。

　バケモノの死し体たいのあちこちから、植しょく物ぶつが芽め吹ぶいていた。

「若わか木ぎだ……それに」

　しゃがみこむ。

　バケモノの死し体たいの一いち部ぶが、透とう明めいな水すい晶しょうのようになっていた。

「結けっ晶しょう化かしている。……おそらく、何なに者ものかが地ち上じょうに来きている」

　つぶやいて、「中ちゅう佐さ」は振ふり返かえる。

「捜さがせ！」

　その言こと葉ばに従したがって、スーツの男おとこたちが散ちり散ぢりに動うごき出だす。
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　髪かみの長ながい少しょう年ねんが、小お渕ぶちの高たか台だいから空そらを見み上あげていた。

　その傍かたわらには、ミミがうずくまって眠ねむっている。

「先せん生せい……」

　少しょう年ねんがつぶやいたとき、ミミが不ふ意いに顔かおをあげた。

　何なにかに気き付づき、少しょう年ねんは少すこし困こまったような、しかし嬉うれしそうな笑えみを浮うかべる。

「やっぱり来きたのか……忠ちゅう告こくしたのに」

　それを聞きいて、ミミが、にゃあ、と鳴ないた。

　少しょう年ねんはミミの頭あたまを撫なでて、

「そうだね。本ほん当とうは僕ぼくも、そう望のぞんでいた」

　少しょう年ねんが見みつめる先さきから姿すがたを現あらわしたのは──

　アスナであった。

　少しょう年ねんは微笑ほほえみながら、

「来こないほうがいいと言いったのに」

「だって……」

　アスナは言いいかけて、言こと葉ばを吞のみ込こんだ。

　ああ、もう、なんでこううまく話はなせないのだろう。

　本ほん当とうに自じ分ぶんが嫌いやになる──

　と思おもったところで、アスナは少しょう年ねんの傍かたわらにミミがいることに気きが付ついた。

「ミミ」

　呼よぶと、ミミはアスナのもとに駆かけ寄よってきて、その足あしに顔かおをすり寄よせた。

「何なによ、今いままでは私わたしにしか懐なつかなかったくせに」

　ミミの頭あたまを撫なでていると、それで少すこしリラックスできたのか、少しょう年ねんに伝つたえるべき言こと葉ばが頭あたまに浮うかんだ気きがした。

「……ここは、もともと私わたしの場ば所しょだったの。誰だれかに『来きちゃダメ』なんて言いわれたくない」

　結けっ果かとして少しょう年ねんの昨日きのうの言こと葉ばを責せめていることに、アスナ自じ身しんは気き付づいてもいない。

　だが、少しょう年ねんはそんなアスナの言こと葉ばにも、気き分ぶんを害がいした様よう子すはなかった。

　ただ優やさしく微笑ほほえんで、応こたえる。

「……僕ぼくと同おなじだ」

「え？」

　──同おなじ？　私わたしと？

　きょとんとするアスナに対たいして、

「自じ分ぶんが来きたいから来きた」

　少しょう年ねんはそう言いって、ゆっくりと立たち上あがった。

　やっぱり何なにを言いわれているのかわからない。

　考かんがえる。

　私わたしが言いったのは「私わたしは、あなたに止とめられたけれども、自じ分ぶんが来きたいからという理り由ゆうでここに来きた」ということだ──この人ひとも誰だれかに止とめられて、それでも自じ分ぶんが来きたいからここに来きた、ということなのだろうか？

（──誰だれが、何なんのために止とめたの？）

　怪け訝げんそうな顔かおをしたアスナに、しかし少しょう年ねんは快かい活かつに、

「僕ぼくの名なはシュン。よろしく」

　と言いって、優やさしく笑わらった。

　この人ひとは、本ほん当とうによく微笑ほほえむ人ひとで──そして、それがよく似に合あっている、と思おもった。

　正しょう直じきに言いって、ちょっとかっこいい。

　そこまで思おもってから、自じ己こ紹しょう介かいされているのだ、ということに思おもい当あたった。

　自じ己こ紹しょう介かいなら、大だい丈じょう夫ぶ。自じ分ぶんもそれを返かえせばいいだけだから。

「私わたしは、アスナ」

　なのにぶっきらぼうな言いい方かたになってしまった。

　なんとかフォローできないか──ぐるぐると考かんがえながら、そこでアスナは、シュンのシャツの右みぎの上じょう腕わんあたりに血ちがにじんでいることに気きが付ついた。

「血ちが出でてるじゃない！」

　思おもわず言いったのは、看かん護ご師しの母ははの影えい響きょうだろうか。幼おさない頃ころからこういったことには敏びん感かんに対たい処しょしてきたアスナは、それを放ほうっておくことなんてできなかった。

「もしかして、昨日きのうの？」

　アスナは言いうのだが、シュンは相あい変かわらずの笑えみを浮うかべたまま、

「ああ、平へい気きだよ」

「平へい気きって、何なにも手て当あてしてないみたいじゃない。本ほん当とうは消しょう毒どくとかしたいんだけど、消しょう毒どく薬やくなんてここにはないし……ああ、もう、とりあえず、そこに座すわって！」

「……う、うん」

　アスナの勢いきおいに負まけて、シュンは岩いわに座すわり直なおした。アスナは少すこし考かんがえ──他ほかにめぼしいものが見みあたらなかったので、自じ分ぶんのスカーフをシュンの腕うでに巻まき付つけた。ぎゅっと強つよくしばれば、少すくなくとも止し血けつの役やく目めは果はたす。

「あとでちゃんと病びょう院いんで診みてもらったほうがいいよ」

「……」

　シュンはしばしそのスカーフを眺ながめていたが、不ふ意いに、

「君きみの場ば所しょなんだ？」

　と言いった。

　アスナは一いっ瞬しゅん考かんがえて、すぐに先さきほどの話はなしの続つづきだと気きが付ついた。この小お渕ぶちの高たか台だいが「私わたしの場ば所しょ」だと言いい張はったのは、他ほかならぬ自じ分ぶんだ。

　アスナはうなずいて、

「そう。ラジオが一いち番ばんよく入はいるの」

　と、誇ほこらしい気き持もちで言いう。シュンはきょとんとした顔かおをして、

「ラジオ？」

　まさかラジオを知しらないわけでもあるまいに。

　いずれにせよ、百ひゃく聞ぶんは一いっ見けんにしかず──という言いい方かたがこの場ば合あいは少すこし変へんだなあと考かんがえながらも、アスナは自じ分ぶんの宝たから物ものを自じ慢まんしたい気き持もちも少すこしあって、

「聴きいてみる？」

　と聞きくと、シュンはうなずいた。

　アスナはすぐに、岩いわの間あいだに手てを突つっ込こみ、隠かくしてあったクッキーの缶かんを取とり出だす。

　これはただのクッキーの缶かんではない。中なかにはアンテナがあって、同どう調ちょう回かい路ろがあって、検けん波ぱ回かい路ろがあって、レシーバーがあって。

　そう、この缶かんこそが、アスナの子こどもの頃ころからの宝たから物もの、鉱こう石せきラジオなのであった。

「この鉱こう石せきがダイオードの代かわりなの」

　そう言いって、アスナは胸むねポケットから取とり出だした青あおい石いしを缶かんの中なかにはめ込こむ。

　鉱こう石せきラジオ共とも々ども、お父とうさんの形かた見みとなった石いしだった。アスナが父ちち親おやからもらったものといえば、物ぶっ品ぴんという意い味みでいえば、この二つしかない。

「時じ間かんによっても天てん気きによっても、受じゅ信しん状じょう態たいが変かわるんだ」

「……！」

　シュンが一いっ瞬しゅんだけ表ひょう情じょうを変かえたことに、アスナは気き付づかなかった。

　シュンは石いしを指ゆびさして、

「ねえ、その石いし──」

「入はいった！」

　ラジオがうまく電でん波ぱを受じゅ信しんしたらしく、アスナが喜よろこびの声こえをあげたので、シュンの言こと葉ばはそこで途と切ぎれてしまった。

　アスナはイヤホンの片かた方ほうをシュンに渡わたした。イヤホンからは、流りゅう行こうの音おん楽がくが聞きこえてくる。

「音おん楽がく番ばん組ぐみだね」

　アスナは言いったが、シュンは応こたえなかった。

「……」

　シュンは考かんがえていた。

（クラヴィスだ……）

　間ま違ちがいなかった。

（……僕ぼくは、なんて運うんがいいんだ）

　シュンがそのとき思おもいを馳はせていたのは、自じ分ぶんの一いっ生しょうの全すべてについてだった。

　地ち上じょうに憧あこがれ、わがままを通とおして、先せん生せいの後あとを追おってきた。

　──地ち上じょうに来くることが、自じ分ぶんに早そう々そうの死しを呼よぶとわかっていても。

　そんなシュンの思おもいなど知しらず、アスナはカバンからサンドウィッチを取とり出だして差さし出だし、

「食たべる？」

「……ありがとう。お腹なかが空すいていたんだ」

　アスナは、自じ分ぶんもサンドウィッチを一ひと口くちかじってから、

「前まえにね」

　優やさしく自じ分ぶんを見みつめるシュンに、誰だれにも話はなしたことのない大たい切せつなことを話はなしていた。

　なぜ、そんな気き持もちになったのか。

　わからないけれど、シュンになら話はなしてもいい気きがしたのだ。

「一いち度どだけ不ふ思し議ぎな曲きょくが入はいったことがあるの。今いままでに一いち度ども聴きいたことのない、不ふ思し議ぎな唄うた。誰だれかの心こころがそのまま音おとになったみたいな──」

　どうしてなのかはわからない。

　だがシュンは、それが自じ分ぶんの「唄うた」だと直ちょっ感かん的てきに思おもった。

　クラヴィスを使つかったラジオだから──だったのかもしれない。

「それを聴きいたとき、しあわせとかなしみが一いっ緒しょにやってきて、私わたしは一人ひとりきりじゃないんだって思おもえたの」

　それは、なんという運うん命めいのいたずらなのだろうか。

「ずっと胸むねに残のこってる。……私わたしはもう一いち度ど、それを聴ききたいんだ」

「……」

　シュンが何なにも言いわなくなってしまったので、アスナは急きゅうに不ふ安あんになった。

　自じ分ぶんはまた何なにか余よ計けいなことを言いってしまったのだろうか。初しょ対たい面めんだというのに、なんでこんなにべらべらと喋しゃべってしまったのだろう。かっこいい相あい手てだからあがってしまったのかもしれない。なんとかフォローをしなければならないと思おもうが、フォローの言こと葉ばが見みつからない。

　恐おそる恐おそる、アスナは声こえをかける。

「……シュンくん？」

　シュンは、言こと葉ばが出でなかった。

（ああ──）

　ミミが夏なつの虫むしにじゃれついているのを見みながら、シュンの胸むねにあふれた思おもい。

（もう、思おもい残のこすことが、なくなってしまった）

　ゆっくりと、ゆっくりと、日ひが暮くれてくる。

　西にしの空そらにわずかに残のこる橙だいだい色いろを眺ながめながら、シュンは微笑ほほえんだ。

「──アスナは、僕ぼくに何なにも聞きかないんだね」

　唐とう突とつな言こと葉ばだった。アスナは反はん射しゃ的てきに、

「え？」

　シュンはそれにまた微笑ほほえんで、

「きっと、色いろ々いろ疑ぎ問もんがあるのに」

　色いろ々いろな疑ぎ問もん。

　そうだ、考かんがえてみれば、シュンに聞ききたいことは山やまほどあった。昨日きのう起おこったことの全すべてを説せつ明めいして欲ほしくて、とりあえずは確かく認にんの意い味みを込こめて、

「……あの、クマみたいな生いき物もののこととか？」

「そう」

「うん……でも、今いまは、いい。疑ぎ問もんだらけだもん。すごく長ながくなりそうだから」

　このときアスナの心こころの中なかに、こうすれば明日あしたも会あう口こう実じつができるかもしれない、という思おもいがあったことを否ひ定ていはできない。

「明日あした、またここに来くるね」

　そのときに聞ききたいことは聞きけばいい。

　アスナはそう思おもったのだが、シュンは何なにも言いわず、ゆっくりと背せ中なかを地じ面めんにあずけた。

　そして、つぶやくように言いう。

「アガルタっていう遠とおい場ば所しょから、僕ぼくは来きた」

　聞きいたことのない言こと葉ばだった。

　あがるた？

「……外がい国こく？」

　聞きいてしまってから、何なにを馬ば鹿かな質しつ問もんをしているのだろうと思おもう。どう考かんがえても日にっ本ぽんの地ち名めいだとは思おもえない。

　しかしアスナの問といには答こたえず、シュンは続つづける。

「どうしても見みたいものがあったのと、どうしても会あいたかった人ひとがいて」

　そして、シャツの胸むな元もとからペンダントを取とり出だす。

　青あおい水すい晶しょうのような宝ほう石せき──クラヴィス。

　それを夕ゆう焼やけにかざしながら、

「──でも、もう、思おもい残のこすことはない」

　シュンの言こと葉ばを、どこまでアスナは理り解かいしていただろうか。

　アスナはただ、素す直なおに言いう。

「……願ねがいがかなったんだね」

　シュンはアスナの言こと葉ばには応こたえなかった。

　代かわりに身みを起おこす。

「暗くらくなる前まえに帰かえったほうがいい」

　言いわれてしまった。しかしアスナはシュンと少すこしでも一いっ緒しょにいたいという気き持もちを抑おさえられず、

「うん。ヒグラシが鳴なき止やんだら帰かえるよ」

　と言いった。

　シュンは、これだけはしておかなければならないと思おもった。

「──アスナ」

　ただ、最さい後ごに──最さい期ごに。

「祝しゅく福ふくをあげる」

「え？」

「目めをつむって」

「……」

　アスナは素す直なおに、瞳ひとみを閉とじた。

　シュンはその額ひたいに、

　そっと、口くちづけた。
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　アスナは驚おどろきに目めを開ひらき、

「え、い、今いま──あの、」

　顔かおを真まっ赤かに染そめるアスナを、シュンは穏おだやかな気き持もちで見みつめる。

　一いっ方ぽうのアスナは、今いま自じ分ぶんがされたことを信しんじられず、夢ゆめなのではないかと疑うたがい、確かく認にんしなければと思おもって、

「き、き、き、キス……」

　うまく言いえなかった。今いま、私わたしにキスした？　なんて、言いえるはずがなかった。

「アスナ」

　シュンは言いう。

　これだけは、最さい期ごに。

「ただ、君きみに生いきていて欲ほしい」

「あ……あの、えっと」

　どれだけ重じゅう要ようなことを言いわれたのか、アスナはわかっていなかった──というよりも、アスナはキスの衝しょう撃げきから立たち直なおれていなかった。

　十一歳さい、多た感かんな年とし頃ごろの女おんなの子こにとって、額ひたいにとはいえど、かっこいいと思おもった相あい手てにキスをされるなどということは、すさまじい経けい験けんであったのだ。

　とにかく恥はずかしくて、この場ばにはいられなかった。

「ご、ごめん、また明日あした」

　アスナはシュンの言こと葉ばの意い味みを吞のみ込こめもせずに、ただそう告つげると、鉱こう石せきラジオをカバンに入いれて──

「また、明日あした」

　言いい残のこして、走はしってその場ばを後あとにした。

　キスされた、キスされた、キスされた、キスされた──と、

　そればかりが頭あたまの中なかを渦うず巻まいていた。
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　残のこされたシュンは、その後うしろ姿すがたを見み送おくってから、背はい後ごを見みやった。

　広ひろい広ひろい景け色しきが、地ち上じょうの景け色しきが、広ひろがっていた。

　それを眺ながめているうちに、いつしか時ときは流ながれて──

　空そらに星ほしが瞬またたく時じ間かんがやってきていた。

　ずっとずっと見みたかった、

　ずっとずっと憧あこがれていた、

　地ち上じょうの、星ほしのきらめく空そら。

　シュンは傍かたわらのミミに話はなしかける。

「いい名な前まえをもらったね」

　目めを閉とじ、見み開ひらいて、

「僕ぼくの代かわりに、どうかアスナを善よき場ば所しょに導みちびいて欲ほしい」

　それが、シュンが他た者しゃへと向むけた最さい期ごの言こと葉ばとなった。

　一歩ぽ前まえへ。

　あとは、独ひとり言ごとに過すぎない。

「──今いまになって、たまらなく怖こわいんだ」

　満まん天てんの星ほし。

　美うつくしい、美うつくしい、空そら。

「でも、同おなじくらいしあわせでもある」

　その海うみへ。

「手てが、届とどきそうだ」

　伸のばした手てが、星ほしをつかもうとする。

　視し界かいがぶれる。

　そして──
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　翌よく朝あさがやってきた。

　アスナの一日にちは、朝ちょう食しょくと弁べん当とうの準じゅん備びから始はじまる。

　卵たまご焼やき、ウインナー、ほうれん草そうに昨夜ゆうべの残のこりのお魚さかな──今日きょうもそのようにしてアスナが弁べん当とうを用よう意いしていると、外そとから車くるまの音おとが聞きこえた。

　夜や勤きん明あけの母ははが帰かえってきたのだ。

「おかえりなさい、お母かあさん！」

　嬉うれしくて、ただいまと言いわれるより先さきに声こえをかけると、母ははは台だい所どころへとやってきた。

「ただいま、アスナ。──あら、お弁べん当とう、二つ？」

　一いっ瞬しゅん、どきりとする。

　男おとこの子このために作つくっているなんて、言いえるはずがなかった。

「うん。友とも達だちのぶん」

　なるべく何なに気げない風ふうを装よそおいながら言いって、弁べん当とうのフタを閉とじる。いつもよりほんの少すこしだけ気き合あいを入いれて作つくったつもりなのは、母ははには秘ひ密みつだ。

「お母かあさん、朝あさご飯はん食たべるでしょ？　ちゃんと用よう意いしてあるよ」

「ありがとう、アスナ」

「私わたしも一いっ緒しょに食たべていこうかなあ……」

　母ははと一いっ緒しょの食しょく事じは、アスナにとって少すくなからず嬉うれしいものだった。一人ひとりの食しょく事じほど寂さびしいものはない。二人ふたりで食たべれば、倍ばいは美味おいしい気きがするのだ──これはアスナが母ぼ子し家か庭ていで育そだったがゆえなのかもしれないが。

　しかし母ははは呆あきれたような声こえで、

「もう食たべたんでしょう？」

　と言いってくる。

　たしかに朝ちょう食しょくは済すませた後あとだ。が、アスナはすぐには引ひき下さがらなかった。

「もう一杯ぱいくらい食たべられるよ。まだちょっとお腹なか空すいてるし」

　母ははと一いっ緒しょに食しょく卓たくを囲かこみたかった。

　それだけなのに。

　母ははは時と計けいを見みやって、

「だめよ。ちゃんと遅おくれないよう学がっ校こうに行いきなさい」

　そう言いい残のこして、ジャケットを脱ぬぎながら居い間まの方ほうへと行いってしまった。

「……」

　学がっ校こうに遅おくれちゃいけないのなんて当あたり前まえだけど、でも、ちゃんと間まに合あうように行いくのに。だから、せめて一いっ緒しょに食しょく事じくらいさせてくれてもいいのに。

　アスナが不ふ満まんげに頬ほおをふくらませたのが見みえていたわけでもなかろうが、母ははの声こえが居い間まから飛とんできた。

「アスナ」

「？」

　なんだろう。

　なんであれ、母ははから話はなしかけられるのは嬉うれしい。ちょっとした期き待たいと共ともに次つぎの言こと葉ばを待まっていると、続つづいたのは望ぼう外がいの言こと葉ばであった。

「今こん晩ばん、どこか夕ゆう食しょく食たべにいこうか。私わたし、一日にち休やすみだから」

「ほんと!?」

　母ははと一いっ緒しょに外がい食しょくなんていつ以い来らいだろう──思おもい返かえしてみたけれど、あまりにも前まえのことすぎて、思おもい出だすことができないほどだった。

「それじゃあ、六時じまでには帰かえってくるから！」

「？　六時じ？　遅おそくない？　どこに行いくの？」

　母ははの疑ぎ問もんももっともだった。が、男おとこの子こに会あいに行いくなどと言いえば心しん配ぱいされるかもしれないし、冷ひやかされるかもしれなかった。

「友とも達だちのとこ！」

　アスナは弾はずむようにリュックを手てに取とって、玄げん関かんへと向むかう。

「それじゃ、いってきます！」

　見み送おくりに来きた母ははがアスナを見みやって、すぐに気き付づいた。

「──アスナ、スカーフは？」

「ん、と」

　正しょう直じきに言いうことはできなかった。

「なくしちゃったの！　購こう買ばいで買かう！」

　アスナはそれだけを言いうと、靴くつに足あしを突つっ込こんだ。

「いってらっしゃい」

　母ははの声こえを背せに、元げん気きいっぱいに玄げん関かんから飛とび出だす。
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　その日ひ、空そらは黒くろい雲くもで覆おおわれていて、午ご後ごになる頃ころにはひどい雨あめになっていた。

　それでもアスナはシュンに会あうために高たか台だいに向むかった。

　シュンはいなかった。

　一いち抹まつの寂さびしさを感かんじながら、アスナは雨あま宿やどりのできる木こ陰かげに入はいり、シュンを待まった。

　いずれ来くるかもしれないから。

（だって、また明日あした、って言いったもん）

　そう考かんがえて、アスナはシュンが現あらわれるのを待まち続つづけた。

（雨あめだから……かな）

　もし自じ分ぶんが嫌きらわれたからだったらどうしよう。昨日きのう、自じ分ぶんでも気き付づかないうちに変へんなことを言いってシュンの気き分ぶんを害がいしたのだったらどうしよう。顔かおも見みたくないと思おもわれていたのだったらどうしよう──

　そんな暗くらい想そう念ねんを、かぶりを振ふって吹ふき飛とばした。

　結けっ局きょく、母ははとの約やく束そくに間まに合あうぎりぎりの時じ間かんまで、アスナはその場ばから動うごかなかったけれど、シュンが姿すがたを見みせることはなかった。
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　落らく胆たんの気き持もちは、びしょぬれになって重おもくなった服ふくにも似にていた。

　とぼとぼと家いえに帰かえり、玄げん関かんを開あけて、家いえの中なかに向むかって呼よびかけた。

「ただいま。お母かあさん、タオルある？」

　バスタオルを持もって現あらわれた母ははは、どこか張はりつめたような顔かおをしていた。

　？　何なにかあったのだろうか？

　そんなアスナの思おもいをよそに、母ははは尋たずねてくる。

「傘かさ、持もってなかったの？」

「うん」

　うなずくと、母はははアスナの頭あたまをタオルで拭ふき始はじめる。

「ちょ、自じ分ぶんで拭ふけるよ」

　小しょう学がく六年ねんにもなって、頭あたまを拭ふいてもらうなんて。

　そう思おもってアスナは言いうのだが、母はははアスナの頭あたまをタオルで拭ふき続つづけて──

　不ふ意いに、アスナを抱だきしめた。

「え？　ちょ、お母かあさん、どうしたの？」

「……アスナ、落おち着ついて聞きいて」

　その声こわ音ねにただごとでない何なにかを感かんじて、アスナは息いきを吞のむ。

「……うん」

　その声こえは重おもく、アスナに嫌いやな予よ感かんを抱いだかせるのに充じゅう分ぶんだった。

　母ははは、ゆっくりと、幼おさない子こにかみ砕くだいて聞きかせるように言いった。

「あなたのスカーフを腕うでに巻まいた男おとこの子この遺い体たいが、高たか台だいの下したの河原かわらで見みつかったの。アスナ……その子こ、亡なくなったのよ」

「──」

　アスナはその言こと葉ばを吞のみ込こみかねて、一いっ瞬しゅんの間まを置おき、

　とにかく否ひ定ていしなければならないと思おもった。

　そんなのあり得えない。現げん実じつじゃない。受うけ入いれるわけにはいかない。

「それは、人ひと違ちがいだよ」

「……アスナ」

「大だい丈じょう夫ぶ、違ちがうもん。心しん配ぱいしないで」

　一いっ気きに喋しゃべるしかなかった。不ふ安あんに押おしつぶされないために。

「あ、雨あめだから、外がい食しょくはまた今こん度どにしない？　私わたし、宿しゅく題だいやっちゃうね」

　そう言いってアスナは、自じ分ぶんの部へ屋やへと駆かけ出だす。

「アスナ」

「大だい丈じょう夫ぶだって」

　母ははの声こえに背せ中なかで応こたえながら、アスナは階かい段だんを上のぼり──

　窓まどから、外そとを眺ながめた。

　雨あめの降ふりしきる世せ界かい。

　小お渕ぶちの山やまの高たか台だいは、暗くらくてよく見みえない。

「……」

　シュンが死しんだなんて、信しんじられるはずがなかった。
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　翌よく日じつの学がっ校こう、六年ねん生せいの教きょう室しつは、どこかざわついていた。

　池いけ田だ先せん生せいの産さん休きゅうの間あいだの代だい任にんとして、森もり崎さき竜りゅう司じという先せん生せいがやってきたからだ。

　眼鏡めがねをかけた、精せい悍かんな顔かおつきの先せん生せいだった。

　男だん子しは女おんなの先せん生せいでなかったことを残ざん念ねんがって不ふ平へいを口くちにしていたし、女じょ子しの間あいだでは「ちょっとかっこいいかもしれない」というのがもっぱらの評ひょう価かとなっていた。

　アスナ自じ身しんは、正しょう直じきに言いってそれどころではなかった。シュンが死しんだのかもしれないということが頭あたまから離はなれず、昨日きのうからそればかりを考かんがえていた。

　今いまは国こく語ごの時じ間かん。モリサキは『古こ事じ記き』の一いっ節せつについて解かい説せつをしている。

「悲かなしみにくれたイザナギは、地ちの底そこにある黄泉よみの国くにへと旅たびだった。死しんでしまった妻つま、イザナミを生いき返かえらせるために」

　死しんでしまった妻つまを生いき返かえらせる。

　その言こと葉ばにアスナは敏びん感かんに反はん応のうした。

　死しんでしまった人にん間げんを生いき返かえらせることなんて、本ほん当とうにできるのだろうか？

　モリサキは続つづける。

「深ふかい地ちの底そこでイザナギはイザナミに再さい会かいするが、イザナミは言いう。

『私わたしは既すでに死し者しゃの国くにの住じゅう人にんとなってしまいました。でも、黄泉よみの神かみの許ゆるしがあれば、あなたのもとに帰かえることができます。ですが、そのためには一つだけ条じょう件けんがあります。私わたしが神かみと話はなしをしている間あいだ、けして私わたしの姿すがたを見みないでください』

　しかし、イザナギはその約やく束そくを破やぶってしまい、黄泉よみの扉とびらを開あけてしまった。妻つまはついに、イザナギのもとへは戻もどらなかった。『古こ事じ記き』に描えがかれた神しん話わの一いっ節せつです」

　ぱたりと教きょう科か書しょを閉とじて、モリサキは続つづける。

「恋こい人びとを生いき返かえらせるために地ち下かに潜もぐる伝でん説せつや神しん話わは、世せ界かい中じゅうに存そん在ざいします。黄泉よみの国くに、ハデス、シャンバラ、アガルタ」

「っ」

　アスナは弾はじかれるように教きょう科か書しょから顔かおをあげる。
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　アガルタ。

　シュンがやってきたという場ば所しょの名な前まえだった。

　モリサキは、アスナが表ひょう情じょうを変かえたことに気きが付つき、

　しかし何なに事ごともなかったかのように授じゅ業ぎょうを進しん行こうさせる。

「呼よび方かたは変かわりますが、全すべて地ち下か世せ界かいの存そん在ざいを示し唆さしています。かつて人ひとは、地ち下かにこそ人にん間げんの死しの秘ひ密みつがあると考かんがえていたのです」
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　アスナは放ほう課か後ご、図と書しょ室しつにやってきていた。

　もしかしたら、シュンを生いき返かえらせることができるかもしれない──

　そんな荒こう唐とう無む稽けいなことを真しん剣けんに考かんがえていたわけでもなかったが、モリサキの授じゅ業ぎょうの内ない容ようが気きになって、アガルタについて調しらべたかったのだ。

　だが、いくら歴れき史しがある小しょう学がっ校こうとはいえ、しょせんは小しょう学がっ校こうの図と書しょ室しつであった。地ち下か世せ界かいの伝でん説せつなどというものに触ふれている本ほんはほとんどなく、モリサキの言いっていたとおり、世せ界かいの各かく地ちにそういった伝でん承しょうがある、という程てい度どのことが書かかれた本ほんがあったきりで、他ほかには何なにも発はっ見けんできなかったのだ。

　いくらか気き落おちして図と書しょ室しつを後あとにし、どうしようか、いっそのこと森もり崎さき先せん生せいに聞きいてしまうのはどうだろうか──などと考かんがえていると、

「アスナちゃーん、帰かえるの？」

　ユウに声こえをかけられた。

「ユウちゃん」

　嬉うれしくて、声こえが弾はずむのを、必ひっ死しで抑おさえた。この程てい度どのことで浮うかれる変へんな奴やつだと思おもわれてしまったら困こまる。

「一いっ緒しょに帰かえらない？」

　死しぬほど嬉うれしかった。

　嬉うれしかったのだけれど、同どう時じに困こん惑わくする。どうしてユウちゃんは自じ分ぶんなんかを誘さそってくれるのだろう。それは私わたしの駄だ目めなところを知しらないからではないのだろうか？　もし会かい話わをして、もっと自じ分ぶんについて知しられたら、嫌きらわれてしまうのではないだろうか──？

「あ、え、と」

　断ことわらなくちゃ。

　なぜかそんな思おもいに駆かられて、

「わ、私わたし、ちょっと、森もり崎さき先せん生せいに聞ききたいことがあるの」

　噓うそではなかった。

　先さきほどまでは迷まよっていたが、言いってしまった以い上じょうは本ほん当とうにすればいいのだ。

　が、ユウは微笑ほほえんで、

「じゃあ私わたし、待まってるよ。そんなに時じ間かんかからないでしょう？」

「え、あ、」

　先せん生せいへの質しつ問もんなんて、たしかに、普ふ通つうはそんなに時じ間かんがかかるものではない。ここでヘタに断ことわったら、嫌きらわれる原げん因いんになるのではないだろうか。

「じゃ、じゃあ、うん、待まってて」

　どきどきした。

　今日きょう、ユウちゃんと、一いっ緒しょに下げ校こうする。

　通つう学がく路ろはどこまで一いっ緒しょだろう。その道どう中ちゅうでどんな話はなしをすればいいのだろう。

　アスナがそんなことを考かんがえていると、ユウは少すこし声こえをひそめて、

「でも私わたし、森もり崎さき先せん生せいって少すこし苦にが手てかも。今日きょうの授じゅ業ぎょうもなんか怖こわくって」

「怖こわい？」

　意い外がいだったけれど──たしかに、そうなのかもしれない。

　死し者しゃがなんたらとか、その復ふっ活かつがどうとか、普ふ通つうの子こは怖こわがるものなのかも。

　そう思おもって、うなずこうとしたところで、ユウは続つづけた。

「──さっき池いけ田だ先せん生せいが話はなしてるのを聞きいちゃったんだけど、森もり崎さき先せん生せいの奥おくさん、死しんじゃってるみたいなの」

　ユウが何なにを言いわんとしているのか、アスナは敏びん感かんに察さっ知ちした。

　今日きょうの授じゅ業ぎょう内ない容よう。

　亡なくなった先せん生せいの奥おくさん。

　それを並ならべれば、答こたえはすぐに出でる。

　──先せん生せいは、奥おくさんを生いき返かえらせたがっているのではないか。

　ユウはそう言いっているのだろう。

　そう、自じ分ぶんが、シュンを生いき返かえらせることができないか、と考かんがえているように。

「……どうしたの？　アスナちゃん」

　ユウが心しん配ぱいそうに声こえをかけてきた。どうやら考かんがえに沈しずんでしまっていたらしい。アスナは慌あわててかぶりを振ふって、

「な、なんでもない。それじゃあ、行いってくるね」

「うん」

　ユウを背はい後ごに、職しょく員いん室しつの前まえに立たつ。

　どうして悪わるいことをしたわけでもないのに、職しょく員いん室しつというのは緊きん張ちょうするのだろう。

　アスナはそんなことを思おもいながら、扉とびらをノックする。

「失しつ礼れいします、森もり崎さき先せん生せいはいらっしゃいますか？」

　そうしてアスナは職しょく員いん室しつへと入はいっていったが──

　結けっ果かは、空から振ぶりに終おわった。

「森もり崎さき先せん生せいなら、もう帰かえられたわよ」

　池いけ田だ先せん生せいにそう言いわれ、アスナは肩かたすかしを食くらった気き分ぶんになる。しかし──シュンを生いき返かえらせる方ほう法ほうがあるかもしれないのなら、一いっ刻こくも早はやくそれを知しりたかった。その思おもいが、アスナに次つぎの言こと葉ばを紡つむがせていた。

「あ、あの」

「なに？」

「森もり崎さき先せん生せいのお住すまい、教おしえていただけませんか？」

　突とつ然ぜんの申もうし出でにもかかわらず、池いけ田だ先せん生せいは森もり崎さき先せん生せいの自じ宅たくの場ば所しょを丁てい寧ねいに教おしえてくれた。よほど聞ききたいことがあるのだろう──と、そう察さっしてくれたからでもあっただろう。

　職しょく員いん室しつを出でて、アスナはユウに、

「ごめん、待またせちゃったよね」

　と言いったのだが、ユウは笑え顔がおで、

「ううん。もっとかかるかと思おもってた」

　などと嬉うれしいことを言いってくれる。

　もっと時じ間かんがかかると思おもっていて、それでも待まってくれるつもりでいたのだ。

　とにかくお礼れいを言いわなければと思おもうのだが、なんと言いっていいのかわからず、

「え、と、うん。森もり崎さき先せん生せい、もう帰かえっちゃったんだって」

　アスナはそれだけをようやく口くちにした。

　お礼れいを言いえなかったことを死しぬほど後こう悔かいした。

　だが、ユウはそれも気きにした様よう子すはなかった。

「それじゃあ、帰かえろっか？」

「う、うん」

　そして、アスナはユウと一いっ緒しょに下げ校こうした。

　ろくに会かい話わらしい会かい話わはできなかった。色いろ々いろと話はなしかけてくれるユウに対たいして、アスナがそれに答こたえる。それが全すべてだった。

　会かい話わを続つづけるためには相あい手てに質しつ問もんを促うながすような返へん答とうをするか、逆ぎゃくに質しつ問もんをするといい──などということを何なにかの本ほんで勉べん強きょうしていたアスナであったが、それはちっとも役やくに立たたなかった。

「えっと、それじゃあ、私わたし、こっちだから」

　そうこうしているうちに、ユウとの別わかれ道みちについてしまった。

　アスナは今日きょうもろくな会かい話わができなかったことを悔くやみ、沈ちん鬱うつな気き分ぶんで、

「うん、また明日あした」

　と、なんとか最さい後ごだけは笑え顔がおを作つくることができた。と思おもう。

　そして。

　ユウと別わかれた後あと、アスナは少すこしだけ時じ間かんをおいてから、来きた道みちを引ひき返かえした。

　どうしても、アガルタについて知しりたかった。

　それも、少すこしでも早はやく。
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　モリサキの自じ宅たくは古ふるびたアパートの一いっ室しつで、その頃ころモリサキは独ひとり、タイプライターで報ほう告こく書しょを書かいていた。

　タイプライターである。

　アルファベットしか打うてないのである。

　であるからして、その文ぶん面めんは外がい国こく語ごであり、いうまでもなくその報ほう告こく書しょは「森もり崎さき先せん生せい」から学がっ校こうへ向むけてのものではなく──

　彼かれが「モリサキ中ちゅう佐さ」と呼よばれている組そ織しきへ向むけてのものであった。

　不ふ意いに、その手てが止とまる。

　机つくえの上うえに置おかれていた手て回まわし式しきのオルゴールに視し線せんが向むけられたところで、

　インターホンが鳴なった。

「……」

　モリサキが玄げん関かんの扉とびらを開あけると、そこに立たっていたのはアスナであった。

　アスナは「先せん生せい」の自じ宅たくを訪たずねるのなんて初はじめてのことで、死しぬほどどきどきしていたのだが、それでもモリサキが出でてきてしまった以い上じょう、言こと葉ばを紡つむがないわけにはいかなかった。

「あの、すみません、私わたし、先せん生せいにお聞ききしたいことがあって」

「ああ──ええと、渡わた瀬せアスナくん、だったかな？」

「は、はい」

「まだ生せい徒との名な前まえを完かん全ぜんに憶おぼえているわけではなくてね。間ま違ちがっていたらどうしようかと思おもっていたよ」

　モリサキは快こころよくアスナを迎むかえ入いれ、居い間まのテーブルに案あん内ないしてくれた。

　居い間ま──というよりも、リビングといったほうがいいのかもしれない、とアスナは思おもい直なおした。椅い子すのあるテーブル。クローゼットにティーセット。どれもアスナにとってはあまり見み慣なれないものばかりであった。

　部へ屋やのあちこちにうずたかく本ほんが積つまれているのは、先せん生せいの家いえというのはどこもこういうものなのだろうか、と思おもう。

「コーヒー、飲のむかい？」

「え、あ、はい。ミルクを入いれていただければ」

　モリサキはインスタントのコーヒーを作つくると、その片かた方ほうにはミルクを多おおめに入いれて、テーブルの上うえに置おいた。

「ありがとうございます」

　アスナはコーヒーの礼れいを言いってから、何なにか続つづけなければ、と思おもい、

「──突とつ然ぜんお邪じゃ魔ましちゃってすみません。池いけ田だ先せん生せいからお住すまいを聞きいて」

「見みての通とおりの一人ひとり暮ぐらしだ。遠えん慮りょはいらない。越こしてきて間まもないから、本ほんぐらいしかないのだが──」

　モリサキは優やさしく言いってから、中なか指ゆびで眼鏡めがねを押おし上あげて、

「それで、聞ききたいことというのは？」

「──」

　アガルタとか、死し者しゃの蘇そ生せいとか、そんなことを口くちに出だすべきではない。

　アスナは一いっ瞬しゅんでそう判はん断だんして、

「あ、あの、今日きょうの授じゅ業ぎょうのことなんですけれど」

　言いうと、モリサキは笑えみを浮うかべた。

「君きみはずいぶん熱ねっ心しんに聞きいていたね」

　どことなく、禍まが々まがしい笑えみを。

「生いき返かえらせたい人ひとでも、いるのかい？」

「──っ」

　何なにも言いうことはできなかった。

　シュンを生いき返かえらせたい気き持もちは、ないと言いえば噓うそになる。

　だけれどもそれを口くちにしてしまうのは、なんとなく──そう、危き険けんだと感かんじたのだ。

　しかしアスナの沈ちん黙もくを、モリサキは肯こう定ていと判はん断だんしたようだった。

「アガルタから来きたという少しょう年ねんに会あったのは、君きみか」

「え……」

　どうしてそれを。

　困こん惑わくするアスナの前まえに、モリサキは一冊さつのノートを差さし出だした。

「これを見みなさい」

　表ひょう紙しに書かかれた文も字じは「Mizonofuchiミゾノフチ Reportレポート」

　そこまではいいのだが──

　その下したには、赤あかいインクで、［CONFIDENTIALコンフィデンシャル］と印いんが押おされていた。

　機き密みつ文ぶん書しょ。

　これを読よんだら引ひき返かえせなくなる──ということに、アスナは気きが付つかなかった。

　アスナはページを開ひらく。幾いく枚まいかの写しゃ真しんの貼はられたページを、よく意い味みもわからずに繰くっていって──一枚まいの写しゃ真しんを見みて、小ちいさく声こえをあげてしまった。

　そこには、あのクマのようなバケモノの死し体たいが写うつっていたのだ。

　アスナがその写しゃ真しんに目めを留とめたことに気き付づいて、

「我われ々われはそれをケツァルトルと呼よんでいる。アガルタへの入いり口ぐちを守まもる門もん番ばんだ」

　モリサキは言いい、続つづけて別べつの一冊さつをアスナの前まえに開ひらいた。

「もう一つ。これをどう思おもう？」

　社しゃ会かい科かの資し料りょう集しゅうのようなその本ほんには、異い形ぎょうの像ぞうの写しゃ真しんがいくつも載のっている。一ひと言ことでは言いいあらわせないが、アスナの知しっている地ち球きゅう上じょうの生せい物ぶつとは何なにかが異ことなっている。

「さっきのと、少すこし似にています」

　アスナの言こと葉ばに、モリサキはうなずいた。

「三千年ねん前まえの、シュメリアの古ふるい神かみの像ぞうだ。かつて世せ界かいにはあらゆる場ば所しょにこのような神かみがいて、まだ幼おさなかった人じん類るいを導みちびいていた。それがケツァルトルだ」

「ケツァルトル……」

　アスナが小ちいさく繰くり返かえし、モリサキは再ふたたびうなずく。

「やがて人じん類るいは成せい長ちょうし、神かみ々がみの存そん在ざいは不ふ要ようになった。役やく割わりを終おえたことを悟さとったケツァルトルたちは、門もん番ばんを残のこして地ち下かに潜もぐった。いくつかの氏し族ぞくを従したがえてね」

「氏し族ぞく？」

　馴な染じみのない言こと葉ばに、アスナが疑ぎ問もんの声こえをあげる。

　モリサキはそれについては解かい説せつを加くわえず、

「少しょう数すうの人にん間げんが、ケツァルトルと共ともに地ち下かに下おりたという。それが地ち下か世せ界かいアガルタだ。アガルタには失うしなわれた神かみ々がみの叡えい智ちがいまだ残のこされ、あらゆる願ねがいが叶かなう場ば所しょがあるという」

　そのときモリサキが浮うかべた笑えみは、どこか不ふ敵てきな──とでもいえばいいのか、アスナがそこに恐きょう怖ふさえも覚おぼえるようなものだった。

　モリサキは、そして、言いった。




「──そう、死し者しゃの復ふっ活かつさえも」




　死し者しゃの復ふっ活かつ。

　アスナは、ごくりと唾つばを飲のんだ。

「あの、アガルタって、本ほん当とうに」

　あるんですか？　聞きこうとしたアスナの言こと葉ばは、尻しりつぼみに小ちいさくなって消きえた。

「さあ、ただの伝でん説せつかもしれない。さまざまな説せつがあるが、私わたしはただ──そう、研けん究きゅうしているだけだからね」

「でも」

　──先せん生せいは、奥おくさんを生いき返かえらせたいんじゃ。

　今こん度どもアスナの言こと葉ばは、最さい後ごまで紡つむがれることはなかった。モリサキが立たち上あがったため、遮さえぎられるかたちになってしまったのだ。

「さあ、もう帰かえりなさい。暗くらくなってしまう」

「……先せん生せい」

　アスナは──シュンの言こと葉ばを信しんじたからか、シュンを生いき返かえらせる可か能のう性せいを信しんじたかったからか、どちらなのかは自じ分ぶんでもわからなかったが──

　口くちにしていた。

「私わたしは、アガルタって、きっとあると思おもいます」

　モリサキはそれをどう捉とらえたのだろうか。

　ただ、先さきほどまでのどこか熱ねつのこもった口く調ちょうはもう消きえ失うせて、

「──すぐ夜よるになる。寄より道みちせずに、まっすぐ家いえに帰かえりなさい」

　それはもう、完かん全ぜんに生せい徒とを思おもう教きょう師しの声こえに戻もどっていた。




[image: ]




　帰かえり道みち。

　いつもの踏ふみ切きりで、アスナはミミを見みかけた。

「ミミ！」

　アスナの声こえを聞きいた途と端たん、ミミは線せん路ろに沿そって走はしり出だした。

　なぜだかそうしなければならない気きがして、アスナはミミの後あとを追おって走はしり始はじめる。ミミはどんどんと先さきへ走はしっていく。

「待まってよ！」

　いつもなら。

　いつもなら、ミミは自じ分ぶんのいうことを聞きくのに。

　──ミミが自じ分ぶんのいうことを聞きいてくれなくなったのは、いつからだろう。

　考かんがえて、すぐに思おもい当あたる。

　シュンが現あらわれた、あのときからだった。

「ミミ！」

　全ぜん速そく力りょくで走はしる猫ねこに追おいつけるはずもなく、アスナはやがてミミの姿すがたを見み失うしなった。

　見み失うしなったとき──

　アスナは、鉄てつ道どう橋きょうまでやってきていた。

　そして、気きが付つく。

　見み上あげた山やまの中ちゅう腹ふく、アスナのお気きに入いりのあの高たか台だいに、青あおい光ひかりがきらめいたことに。

「……！」

　アスナは歩あるき出だす。

　何なにかの予よ感かんのようなものに急せかされて。

　その歩あゆみはだんだんと速はやくなり、ついには駆かけ出だして、高たか台だいへと向むかう。

　あの青あおい光ひかり。あれは、シュンが持もっていた宝ほう石せきのものに違ちがいない。

　だとすれば──

　アスナが息いきを切きらせながら高たか台だいへとたどり着つくと、そこには、見み慣なれない革かわのマントを羽は織おり、民みん族ぞく服ふくのようなものを着きた、

　シュンが立たっていた。

　アスナの気け配はいに気き付づいたシュンが振ふり返かえる。

　その胸むねに、あの青あおい宝ほう石せきが光ひかっていた。
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「……っ！」

　アスナは泣なき出だしそうになりながら、シュンに駆かけ寄よる。

「シュンくんっ！」

　その手てをとって、ただ喜よろこびに任まかせて。

「シュンくん、シュンくん、やっぱり！」

　生いきていたんだ。

　高たか台だいから落おちたりなんか、しなかったんだ。

　アスナは喜よろこびに胸むねを弾はずませながら、そう叫さけんだのだが──

　しかし。

　シュンの反はん応のうは、アスナが期き待たいしていたいかなるものでもなかった。

　シュンは、アスナの手てを、乱らん暴ぼうに振ふり払はらった。

　そして、言いう。

「誰だれだ、お前まえ」

　シュンは警けい戒かい心しんを露あらわに言いってから、わずかに間まを置おいて、独ひとりごちる。

「……あいつ、地ち上じょう人びとと接せっ触しょくしたのか」

「シュンくん……？」

　アスナの呼よびかけに、シュンはかぶりを振ふった。

「あいつはもういない。起おきたことは全すべて忘わすれろ」

　アスナには、何なにが何なんだかわからなかった。

　混こん乱らんする頭あたまで、アスナがシュンに向むけて次つぎの言こと葉ばを紡つむごうとしたとき、

　いきなり、高たか台だいの目めの前まえに、ヘリコプターが現あらわれた。

　巻まき起おこる風かぜと、無ぶ遠えん慮りょにこちらへ向むけられるライト。それらから咄とっ嗟さに顔かおを守まもるアスナの前まえで、シュンが言いった。

「アルカンジェリ……！」

　シュンはマントをひるがえし、アスナにむけて告つげた。

「俺おれはもう行いく！」

　そして、しかし──

　シュンが立たち去さろうとした先さきには、マスクとゴーグルをつけ、軍ぐん服ぷくのようなものを着きた男おとこが三人にん、それぞれ銃じゅうを構かまえて立たっていた。小ちいさく舌した打うちをしてシュンは足あしを止とめる。

　中ちゅう央おうの男おとこが、一歩ぽ、こちらに歩あゆみ出でた。

「アガルタの少しょう年ねんか」

　そう言いって、右みぎ手てを前まえに差さし出だす。

「クラヴィスを渡わたしてもらおう」

　アスナには状じょう況きょうがさっぱり吞のみ込こめない。

　銃じゅう？

　本ほん物もの、なのだろうか？

　あまりの急きゅうな展てん開かいについていけず、アスナが小ちいさく、

「何なに……この人ひとたち」

　つぶやいたとき、ヘリがゆっくりと動うごき出だした。それが軍ぐん用ようヘリであることにアスナが気き付づいているはずもなかったが──機き関かん銃じゅうが確たしかに二人ふたりを狙ねらっていた。

「くそっ！」

　シュンはアスナの手てをつかんで、男おとこたちとは逆ぎゃく方ほう向こうへ駆かけ出だした。

　咄とっ嗟さに銃じゅうを撃うとうとした二人ふたりを、中ちゅう央おうの男おとこが制せい止しする。

　シュンは高たか台だいから大おおきく跳ちょう躍やく、空くう中ちゅうでアスナを抱だきかかえ、そのまま森もりめがけて落らっ下かする──常じょう人じんであれば、間ま違ちがいなく死しを覚かく悟ごする高たかさだ。が。シュンは森もりの木き々ぎの枝えだをクッションにして落らっ下かの勢いきおいを殺ころし、土つちの上うえに着ちゃく地ち、そのまま走はしり始はじめる。

　それを確かく認にんしてから、ヘリの機き関かん銃じゅうが地じ面めんを掃そう射しゃして砂すな埃ぼこりをあげる。

　シュンがその全すべてを回かい避ひした──わけではない。

「当あてるなよ」

　先さきほどの男おとこが、そう指し令れいを出だしていたのだ。

「このまま『門もん』まで案あん内ないさせる」

　走はしっていく二人ふたりは、無む論ろん、その意い図となど知しるはずもない。
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　岩いわ戸と、だった。

　シュンがいなければ、単たんなる洞どう窟くつの行いき止どまりにしか見みえなかったに違ちがいない。

　全ぜん身しんの力ちからを込こめて、シュンが岩いわ戸とを横よこへと押おし開ひらく──隠かくされていた通つう路ろがそこに現あらわれる。シュンの胸むねの宝ほう石せきが、青あおい光ひかりを放はなっていた。

「……その宝ほう石せき」

「クラヴィスだ。俺おれはこれを取とり戻もどすために地ち上じょうに来きたんだ」

　シュンは素そっ気けなく言いって、洞どう窟くつの奥おくへ向むかって歩あるき出だす。

　アスナはまだ困こん惑わくのまっただ中なかにいたのだが、先さきほどの兵へい隊たいのような男おとこたちを相あい手てに穏おん便びんに済すむとも思おもえず、仕し方かたなしにその後あとに続つづく。

「これで奴やつらは入はいってこられない。朝あさを待まって家いえに帰かえれ」

「地ち上じょうって」

　シュンの後あとを追おいかけながら、アスナは尋たずねる。

「やっぱりアガルタって、地ち下かにあるの？」

「……そんなことまで聞きいているのか」

　どこか呆あきれているような、驚おどろいているような、そんな口く調ちょうだった。

「シュンくん……もしかして、記き憶おく喪そう失しつ？」

「俺おれは──」

　言いいかけたシュンが、地じ面めんを蹴けり、アスナを抱かかえて跳とんだ。一いっ瞬しゅん遅おくれて天てん井じょうが崩くずれ、再ふたたびヘリからの機き関かん銃じゅうが二人ふたりを襲おそう。

　──いや、違ちがう。

　シュンは瞬しゅん時じに判はん断だんする。

　機き関かん銃じゅうはあくまでも、洞どう窟くつへの入いり口ぐちをこじあけるためだ。

「くそ──奴やつら、入はいってくるぞ！」

　どんどん歩ほを進すすめていくシュンの後あとを追おって、アスナも洞どう窟くつの奥おくへと進すすんでいく。

　一いっ体たいどれほどの広ひろさがあるのか──洞どう窟くつはときに縦たて穴あなとなり、ときには小ちいさな池いけのようになりながら、遥はるか奥おくへと続つづいていく。

　──もう、自じ分ぶん一人ひとりでは戻もどれないだろう。

　そう思おもったアスナは、

「ねえ、一いっ体たいどこまで──」

　言いいかけて、言こと葉ばを吞のんだ。

　そのとき岩がん壁ぺきから姿すがたを覗のぞかせていたのは、何なにかの化か石せきだった。「何なにか」と表ひょう現げんしたのは、アスナが無む知ちだったからではない。地ち上じょうの生せい物ぶつとは決けっ定てい的てきに何なにかが異ことなる、今いままでに目めにしたことのある化か石せきとは全まったく別べつの、異い形ぎょうのものだと思おもわれたからだった。

「どうした、早はやく来こい！　追おいつかれるぞ」

「シュンくん、この洞どう窟くつって」

「俺おれはシュンじゃない」

　どんどんと洞どう窟くつの奥おくへ進すすみながら、シュン──ではない少しょう年ねんは語かたる。

「本ほん当とうはお前まえを助たすける義ぎ理りだってないんだ」

「……どうしちゃったの？」

　まるで人ひとが変かわってしまったようだ、とアスナは思おもう。

　あのときのシュンは、あんなに優やさしかったというのに。

　まさか、本ほん当とうに──

「ねえ、シュンくんじゃなければ、誰だれなのよ！」

　少しょう年ねんが右みぎ手てでアスナを制せいした。

「静しずかに。お前まえはここにいろ」

「……何なに？」

　少しょう年ねんは胸むねの宝ほう石せき──クラヴィスを手てにしながら、

「門もん番ばんだ」

　洞どう窟くつが、一ひと際きわ広ひろくなっていた。

　学がっ校こうの体たい育いく館かんだって楽らくに入はいってしまいそうなその穴あなの中なかに、奇き妙みょうな生せい物ぶつがいた。

　ワニのような、トカゲのような。それでいてカバのようでもある巨きょ大だいな生せい物ぶつ。その体たい躯くは、高たかさ数すうメートル、全ぜん長ちょう十メートル以い上じょうはあるだろうか。

　門もん番ばん。

　最さい近きん、その言こと葉ばを聞きいた気きがする──

　──やがて人じん類るいは成せい長ちょうし、神かみ々がみの存そん在ざいは不ふ要ようになった。役やく割わりを終おえたことを悟さとったケツァルトルたちは、門もん番ばんを残のこして地ち下かに潜もぐった。

　モリサキの言こと葉ばだった。

　では、これがケツァルトル？　本ほん物ものの？

　少しょう年ねんは言いう。

「門もん番ばんは、昔むかし、人にん間げんの導みちびき手てだったんだ」

　モリサキと同おなじことを。

「でも、地ち上じょうのけがれた空くう気きのせいで、今いまではほとんど心こころを失うしなっている」

　そう言いって、少しょう年ねんはケツァルトルの目めの前まえでクラヴィスを揺ゆらした。

「思おもい出だしてくれればいいが──」

　瞬しゅん間かん、

　ケツァルトルが牙きばを剝むき、少しょう年ねんに噛かみつこうとした。少しょう年ねんは身みを翻ひるがえし、腰こしから引ひき抜ぬいた短たん刀とうでケツァルトルの顎あごを弾はじく。金きん属ぞく同どう士しがぶつかりあったような澄すんだ音おとが響ひびき、ケツァルトルには傷きず一つつかない。

「くっ……」

　ケツァルトルはそのまま力ちから任まかせに少しょう年ねんに襲おそいかかり、両りょう者しゃの姿すがたが土つち煙けむりの中なかに消きえる。

「シュンくん！」

　アスナは思おもわず叫さけんだが、少しょう年ねんは無ぶ事じだったようだ。すぐに、

「そこにいろ！」

　返へん事じがあった。駆かけ寄よりかけたアスナの足あしが止とまる。

　そこから、少しょう年ねんの胸むねのクラヴィスが激はげしい光ひかりを放はなつのが見みえた。

　ケツァルトルが瞬しゅん間かん的てきに脱だつ力りょくしたのを見み逃のがさず、少しょう年ねんはケツァルトルの顎あごを蹴けり上あげ、そのまま背はい後ごへと宙ちゅう返がえりして間ま合あいを取とる。

「大だい丈じょう夫ぶ!?」

「まだ終おわりじゃない」

　駆かけ寄よったアスナの首くびに、少しょう年ねんは手てにしていたクラヴィスをかけた。

「クラヴィスを持もっていてくれ。殺ころしたくないんだ」

　それだけを告つげて、再ふたたびケツァルトルめがけて駆かけ出だす。

「なんとか眠ねむらせる……！」

　ケツァルトルが咆ほう哮こうをあげ、少しょう年ねんめがけて突とっ進しんしてくる。少しょう年ねんはその体たい当あたりをぎりぎりでかわすと、身体からだを半はん回かい転てんさせた勢いきおいを乗のせてケツァルトルのこめかみに肘ひじを叩たたき込こんだ。ケツァルトルの頭とう部ぶが大おおきく横よこに揺ゆれ、少しょう年ねんは跳ちょう躍やく、その頭あたまに飛とび乗のると、両りょうの手てをハンマーのように叩たたきつける。頭とう部ぶに連れん続ぞくして打だ撃げきを受うけたためだろうか──ケツァルトルの巨きょ体たいが、ずうんと大だい地ちに沈しずむ。

「どうにかなった……か」

　少しょう年ねんは肩かたで息いきをしながら、満まん足ぞくげに息いきをついた。

「クラヴィスを──」

　そう言いって少しょう年ねんが振ふり返かえった、ときだった。

　ケツァルトルは、まだ気きを失うしなってはいなかった。横よこ薙なぎに振ふり払はらった尾おが少しょう年ねんの身体からだを吹ふき飛とばして、岩がん壁ぺきへと叩たたきつける。

「シュンくん！」

　慌あわててアスナが駆かけ寄よる──

　そこへ、ケツァルトルもまた、突とっ進しんしてきていた。

　巨きょ大だいな口くちが開ひらかれて、アスナが死しを覚かく悟ごした瞬しゅん間かん、

　聞きき慣なれない破は裂れつ音おんが連れん続ぞくして三回かい、鳴なった。

　ケツァルトルの側そく頭とう部ぶから血ちが噴ふき出だす──

（え……？）

　状じょう況きょうがわからないままにアスナが見みやった先さきに、先さきほどの、軍ぐん服ぷくのような服ふくを着きた男おとこたちがいた。その手てにした拳けん銃じゅうから硝しょう煙えんがあがっていた。

「ケツァルトルがいるとは……」

　男おとこの一人ひとりが言いった。

「やはり、ここが入いり口ぐちか」

　本ほん物もののピストル？　噓うそでしょ？

　──とにかく逃にげないと。

　アスナはそう考かんがえて、少しょう年ねんに肩かたを貸かして立たたせた。その身体からだを支ささえながら、さらに洞どう窟くつの奥おくへと逃にげようとするのだが、その歩あゆみは遅ち々ちとして進すすまなかった。
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　三人にんの中ちゅう央おうの男おとこが、ケツァルトルを眺ながめながら冷れい静せいに言いうのが耳みみに入はいった。

「こいつは──」

「……何なんです？」

　男おとこの一人ひとりが尋たずねる。

「五千万まん年ねん前まえの太たい古この鯨くじらだ。殺ころせ」

「しかし、シルシは全すべて回かい収しゅうしろと」

「クラヴィスが手てに入はいれば文もん句くは出でまい。やれ」

　男おとこが言いって、横よこの一人ひとりが機き関かん銃じゅうを構かまえた。

「──やめろ！」

　それを見みた少しょう年ねんが叫さけぶが──

　無む数すうの銃じゅう弾だんが容よう赦しゃなくケツァルトルを襲おそった。

　それを背はい後ごに、中ちゅう央おうの男おとこが少しょう年ねんとアスナに歩あゆみ寄よってくる。少しょう年ねんはアスナの肩かたから離はなれると、力ちからなくアスナを守まもるように立たちながら、短たん刀とうを構かまえる。

　背はい後ごは岩がん壁ぺき。逃にげ場ばはなかった。

　男おとこは銃じゅうを構かまえ、アスナに向むけて言いう。

「クラヴィスを持もったまま、こちらへ来こい。さもなくば少しょう年ねんを殺ころす」

「行いくな」

　少しょう年ねんが小こ声ごえでささやいた──瞬しゅん間かん、男おとこが発はっ砲ぽうした。

　少しょう年ねんのすぐ横よこで、岩いわが弾はじけた。

「ここで二人ふたりとも殺ころすこともできる」

「……シュンくん」

　少しょう年ねんは、しばし無む言ごんだったが──

　男おとこには聞きこえないように、再ふたたびささやいた。

「隙すきを見みて助たすける」

　相あい変かわらず、何なにが何なんだかわからなかった。このクラヴィスとかいう石いしが、そんなに貴き重ちょうなものなのだろうか？

　ともあれ、今いまは少しょう年ねんの言いうことを聞きくしかなさそうだった。アスナは小ちいさくうなずいて、男おとこに向むかって歩ほを進すすめる。彼ひ我がの距きょ離り、およそ十メートル──

　と、

　クラヴィスが、突とつ然ぜんに光ひかりを放はなった。

　同どう時じに、アスナのすぐ傍そばの壁かべが、同おなじく発はっ光こうを始はじめる。

（え……何なに？　何なに!?）

　アスナが驚おどろきに足あしを止とめるが、男おとこは冷れい酷こくに告つげる。

「止とまらずに来こい」

　その背はい後ごで、男おとこたちが横よこたわるケツァルトルを踏ふみにじりながら、とどめとばかりに銃じゅう弾だんを撃うち込こんでいた。中ちゅう央おうの男おとこはそれに向むかって、

「ここで少しょう年ねんを見み張はれ」

　とだけ言いった。男おとこの一人ひとりが、

「あれが扉とびらですか？」

「おそらくな。南なん極きょくの例れいでは、爆ばく薬やくも削さく岩がん機きも効きかなかったそうだ」

　だが──とつぶやきながら、男おとこはアスナの背せを押おして、「扉とびら」と呼よばれた岩がん壁ぺきに近ちかづいていく。

　岩いわの一いち部ぶが、強きょう烈れつな光ひかりを放はなっていた。

「クラヴィスで、その光ひかりに触ふれてみろ」

　アスナは息いきを吞のみ、震ふるえる手てでクラヴィスを手てにする。

　どうしよう。なんだか恐おそろしいことが起おきそうな気きがする。この男おとこの言いうことを聞きいてもいいものなのだろうか。いや、よくはないはずだ、きっと。

「どうした。やりなさい」

　しかし、今いまはそうするしかなかった。

　アスナは、恐おそる恐おそる、クラヴィスの先せん端たんを光ひかりと接せっ触しょくさせた。

　同どう時じに、魔ま法ほうのように。

「扉とびら」と呼よばれた岩がん壁ぺきが姿すがたを消けして、その奥おくに石いし造づくりの通つう路ろが広ひろがった。通つう路ろは整せい然ぜんとしており、しかし時ときがそうさせたのか、あちらこちらから植しょく物ぶつが生はえ、石いし自じ体たいも摩ま耗もうしていたが、遺い跡せきと呼よぶのにはあまりにも綺き麗れいすぎるような気きがした。

　男おとこが感かん嘆たんの息いきを吐はく。

「狭はざ間まの海うみだ……ついに、手てが届とどく」

　言いうと、男おとこは唐とう突とつに、少しょう年ねんに銃じゅうを向むけていた二人ふたりの男おとこに銃じゅう口こうを向むけた。

「同どう行こうご苦く労ろう」

　男おとこたちが驚おどろきの声こえをあげる。

「中ちゅう佐さ、何なにを──」

「ここからは、私わたし一人ひとりで行いく」

　男おとこはアスナの背せを押おして、注ちゅう意い深ぶかく「扉とびら」の向むこう側がわへと足あしを踏ふみ出だす。

「エウロパの老ろう人じんたちによろしく伝つたえてくれたまえ」

　そして、再ふたたび岩がん壁ぺきが姿すがたを現あらわ──

　その瞬しゅん間かん、生うまれた隙すきを、少しょう年ねんは見み逃のがさなかった。

　身みを低ひくくして一いっ気きに駆かけ出だし、二人ふたりの男おとこが慌あわてて発はっ砲ぽうするが、それは少しょう年ねんを捉とらえることなく、

　結けっ果かとして「扉とびら」がもとの岩がん壁ぺきに戻もどったとき、

　その内うち側がわには、男おとこと、アスナと、少しょう年ねんの三人にんがいた。

「シュンくん！」

「アルカンジェリ！」

　短たん刀とうを構かまえる少しょう年ねんに、男おとこはあっさりと銃じゅうを投なげ渡わたした。

　そのあっけなさにぽかんとしていると、男おとこはアスナの背せを押おして、解かい放ほうの意いを示しめす。

　アスナは慌あわてて少しょう年ねんのもとへと駆かけ寄よる。

　少しょう年ねんはアスナを再ふたたび背はい後ごに、警けい戒かいを解とかずに短たん刀とうを構かまえたまま、

「どういうつもりだ？」

　と尋たずねた。

　それには答こたえず、男おとこは無む造ぞう作さにマスクを脱ぬぐ。

　中なかから現あらわれたのは──

「森もり崎さき先せん生せい!?」

　そう。それは赴ふ任にんしてきたばかりの教きょう師し、森もり崎さき竜りゅう司じであった。

「ここまで来きた以い上じょう、君きみと敵てき対たいする理り由ゆうはない」

　モリサキは、打うって変かわって穏おだやかに言いう。

「私わたしは、アガルタに行いきたいだけだ」

　アガルタ。その単たん語ごに、アスナが息いきを吞のむ。

　少しょう年ねんはなおも警けい戒かいを解とかないまま、モリサキに向むけて言いい放はなつ。

「アガルタは滅ほろび行いく場ば所しょだ。お前まえたちアルカンジェリが期き待たいするようなものは何なにもない」

　しかしモリサキは、その瞳ひとみに強きょう固こな力ちからを宿やどらせて、

「私わたしが欲ほしいのは不ふ死しの秘ひ密みつでも古こ代だいの叡えい智ちでもない」

　口くちにする。

　その瞳ひとみと言こと葉ばから、強きょう靱じんな意い志しが感かんじられた。

「……ただ、妻つまを生いき返かえらせたいだけだ」

　──やっぱり、森もり崎さき先せん生せいは、奥おくさんを生いき返かえらせたかったんだ。

　アスナは思おもう。

　だとすれば、この先さきに「アガルタ」があるということなのだろうか？

「……」

　少しょう年ねんはモリサキとしばし対たい峙じしていたが──やがて、その短たん刀とうを腰こしの鞘さやに戻もどした。

「どうしようが勝かっ手てにしろ。俺おれの役やく目めはクラヴィスの回かい収しゅうだけだ」

　そして、アスナの首くびからクラヴィスを外はずし、自じ分ぶんが身みにつけながら、

「お前まえ、名な前まえは？」

　聞きいてくる。常つねに優やさしい口く調ちょうだったシュンとは違ちがう、ぶっきらぼうな声こえだった。

「……アスナ」

「俺おれはシン。シュンの弟おとうとだ」

「シン……じゃあ、シュンくんは」

「兄あには死しんだ。地ち上じょうでは長ながく生いきられないことは覚かく悟ごで、掟おきてを破やぶって外そとに出でた」

　シュンは、死しんだ。

　その言こと葉ばを、呪まじないのように頭あたまの中なかで繰くり返かえす。

　少しょう年ねん──シンはそれを気きにした様よう子すもなく、

「俺おれはもう行いく。出で口ぐちはクラヴィスなしでも開ひらく。朝あさになるのを待まって帰かえれ」

　そこまで言いってから、アスナを振ふり返かえり、

「巻まき込こんで悪わるかったな、アスナ」

　そしてシンは、初はじめて、笑えみを見みせた。

　シュンそっくりの笑え顔がおだった。

　胸むねが痛いたかった。

　せっかく。せっかくシュンが生いきていると思おもったのに。

　シンはもう振ふり返かえることはなく、そのまま地ち底てい湖この中なかへと歩あるいて消きえていく。

　その奇き妙みょうな様よう子すを疑ぎ問もんに思おもう間まもなく、

「君きみには怖こわい思おもいをさせたな」

　モリサキが銃じゅうを拾ひろい上あげながら言いった。

「森もり崎さき先せん生せい、どうして」

「アルカンジェリという名な前まえを知しっているか？」

　その問といに、アスナはかぶりを振ふる。

「──いえ」

「アガルタの存そん在ざいを把は握あくしている唯ゆい一いつの組そ織しきだ。地ち下か世せ界かいの叡えい智ちを得えて、人じん類るいを善よき方ほう向こうへと導みちびこうとしている」

　モリサキは眼鏡めがねを押おし上あげながら、

「私わたしはそこの一いち員いんで、十年ねん間かんアガルタへの入いり口ぐちを探さがしていた」

「──でも、一いっ緒しょにいた人ひとたちは」

「アルカンジェリの実じっ際さいは、空くう疎そなグノーシス主しゅ義ぎ者しゃの集あつまりだ。神かみや世せ界かいの真しん理りに私わたしは興きょう味みはない」

　アスナにはモリサキの言いっていることは半はん分ぶんも理り解かいできなかったが──

　モリサキがきっぱりと言いった、これだけはわかった。

「目もく的てきは妻つまを蘇よみがえらせることだけだ」

　死しんだ人ひとを生いき返かえらせる？

　そんなことが、本ほん当とうにできるのだろうか。

「私わたしはこのままアガルタに行いき、その方ほう法ほうを探さがす。危き険けんな目めに遭あわせてすまなかった」

　そして、モリサキもまた、シンと同どう様ように地ち底てい湖こへと足あしを踏ふみ入いれる。

　身体からだの中なかほどまで湖みずうみに浸つかったところで、その水みずをすくいとって口くちへと運はこび、

「やはりヴィータクアか」

　アスナには、やはりわからないことだらけだった。

　シュンのこと、シンのこと、モリサキのこと、アガルタのこと、死し者しゃの復ふっ活かつのこと。

　だけれども──

「……先せん生せい！」

　アスナは叫さけんで、モリサキのもとへと駆かけ出だした。

「先せん生せい、私わたしも行いきます」

「なぜだ。死しんだ少しょう年ねんを生いき返かえらせたいのか？」

「それは……わかりませんけど」

　自じ分ぶんがどうしたいのか、自じ分ぶんでもわからない。

「でも！」

　その言こと葉ばの先さきは、出でてこなかった。

　自じ分ぶんの気き持もちに整せい理りがついていない。それは確たしかだった。しかし、今いまモリサキについていかなければ、アガルタに行いくことはできなくなってしまう。

　そう、きっと、永えい遠えんに。

「危き険けんな旅たびになるかもしれないし、いつ戻もどれるかもわからない。それでもいいのか？」

　モリサキに問とわれ──

　アスナは、うなずいた。

「はい」

　その返へん事じを聞きいて、モリサキはアスナに手てを差さし出だした。

「来きなさい」

　アスナは恐おそる恐おそる、その手てを握にぎり、地ち底てい湖こへと足あしを踏ふみ入いれる。

「これはヴィータクアという太たい古この液えき体たいだ。浮ふ力りょくはほとんどなく、肺はいを満みたせば呼こ吸きゅうもできる。アガルタは、この底そこにある」

　モリサキはどんどん進すすんでいく。

　すぐに、湖みずうみがアスナの胸むねほどまで深ふかくなる。

　アスナはわずかに抵てい抗こうするが、モリサキの歩あゆみは止とまらなかった。

「え、先せん生せい、ちょっと待まって、」

「大だい丈じょう夫ぶだ！　水みずを飲のめば息いきができる！」

　そう言いわれても、怖こわいものは怖こわい。常じょう識しきに照てらし合あわせれば、水みずの中なかで息いきなどできない。

　だがモリサキは、水みず──ヴィータクアをかきわけながら、早はや足あしで進すすんでいく。

「大たい切せつなものを、取とり戻もどすためだ！」

　おそらく──

　後あとになって、アスナはこのときのことを思おもう。

　モリサキにとって、この瞬しゅん間かんは、永ながく、永ながく、待まち望のぞんでいたものだったのだろう。

　十年ねん間かんという歳さい月げつをかけてアガルタへの道みちを探さがし続つづけ、それがようやく見みつかったというときだったのだから。

「覚かく悟ごを決きめろ！　アスナ！」

　そして、アスナは強ごう引いんにヴィータクアの中なかへと潜もぐらされて──

　気き付づく。

　息いきができている。

　モリサキは一いっ転てんして優やさしい笑えみでアスナを見みつめたのち、再ふたたび歩あるき始はじめる。

　湖みずうみの中なかには、ずっとずっと長ながい階かい段だんが続つづいていて、左さ右ゆうには遺い跡せきめいた石いし造づくりの建けん造ぞう物ぶつの数かず々かずが立たち並ならんでいた。

　それらを横よこ目めに階かい段だんを進すすんでいくと、やがて階かい段だんは唐とう突とつに途と切ぎれ、その先さきは、どこまでも底そこの見みえない穴あなになっていた。

　根こん源げん的てきな恐きょう怖ふを感かんじる。

　アスナは一いっ瞬しゅんだけためらったが、

　モリサキはアスナの手てを取とって、一いっ気きにそこを飛とび降おりた。

　深ふかく、深ふかく、暗くら闇やみの底そこへと。
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　アスナは、そのとき、夢ゆめを見みた気きがした。

　見み覚おぼえのある縁えん側がわに座すわる二人ふたりの男だん女じょ。

　妊にん娠しんしているらしい、お腹なかの大おおきな女じょ性せいが、言いった。

「この子この人じん生せいが、しあわせであることを祈いのるわ」

　男だん性せいが、微笑ほほえむ。

「大だい丈じょう夫ぶ」

　そのお腹なかを優やさしく撫なでて、

「生うまれ落おちるだけで、命いのちはもう充じゅう分ぶんにしあわせだよ」
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　目め覚ざめて最さい初しょに視し界かいに入はいったのは、古ふるびた石いし造づくりの天てん井じょうだった。

　それから自じ分ぶんの胸むねの上うえにミミが乗のっているのに気き付づき、その背せを撫なでながら身みを起おこす。

　改あらためて周しゅう囲いを見み渡わたす──

　緑みどりの木き々ぎに侵しん食しょくされつつある太たい古この建けん造ぞう物ぶつ。そんな感かんじのする、広ひろ場ばだった。

　そうだ──私わたし、あのなんとかいう水みずの中なかに、深ふかく深ふかく潜もぐっていって──

「目めが覚さめたか」

　かけられた声こえに振ふり返かえると、そこにはモリサキが立たっていた。

　モリサキはミミを顎あごで示しめし、

「そいつは君きみのリュックから出でてきたんだ。君きみが連つれてきたのか？」

「……いえ。あんた、いつの間まに」

　アスナの非ひ難なんめいた声こえに、まるで媚こびを売うるように、ミミは顔かおをすり寄よせてくる。
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「最さい後ごまで連つれていく余よ裕ゆうはないかもしれないぞ」

　無む造ぞう作さに放はなたれたモリサキの言こと葉ばに、

「最さい後ごまで、連つれて──」

　アスナはオウム返がえしにつぶやいて、

「っ！　先せん生せい、ここって！」

　アガルタなんですか？

　問といかけたその言こと葉ばに、モリサキは答こたえなかった。かわりに、

「向むこうの階かい段だんが通とおれそうだ。行いくぞ」

　さっさと歩あるき出だしたモリサキの後あとを追おって西せい洋ようの古こ城じょうのような階かい段だんを上のぼっていくと、やがて通つう路ろは緑みどりに覆おおわれた屋おく内ない庭てい園えんのような場ば所しょにたどり着ついた。

「──先せん生せい、」

「ああ」

　言いいかけたところで返へん事じをされてしまった。ドーム状じょうになっている屋おく内ない庭てい園えんには出で入いり口ぐちが二つしかなく、先さきへ進すすむためには奥おくにある通つう路ろに向むかう他ほかはない。──のだが。

　その通つう路ろの前まえに、鹿しかのような生いき物ものが座すわっていた。

　ような、と思おもったのには理り由ゆうがある。その角つのはアスナの知しっているどの鹿しかよりも曲まがりくねって高たか々だかと天てんを示しめしていたし、その背せには、あのクマのようなバケモノ──ケツァルトルにもあったような、不ふ思し議ぎな模も様ようが描えがかれていたからである。

「おそらく門もん番ばんだ。ケツァルトルだな」

　あれもケツァルトルなんだ──とアスナは思おもう。

　しかし、不ふ思し議ぎとクマのときのような恐きょう怖ふは感かんじなかった。単たんに肉にく食しょく獣じゅうの姿すがたをしているか草そう食しょく獣じゅうの姿すがたをしているかの違ちがいなのか、そうではないのか、アスナには判はん別べつが付つかなかったけれど。

「こっちを見みてる……」

　つぶやくと、モリサキはすぐに、

「正しょう面めんから行いくしかないな」

　そう言いって、銃じゅうを構かまえようとした。

　──殺ころすの？

　アスナがそれを制せい止ししようかどうか迷まよった瞬しゅん間かん、不ふ意いにミミがアスナの肩かたから飛とび降おりて、そのケツァルトルのもとへ駆かけ寄よった。

「ミミ！」

　追おいかけようとしたアスナを、モリサキが手てで制せいする。

　ミミは、ケツァルトルに襲おそわれるようなことはなかった。鹿しかのようなケツァルトルは、頭こうべを垂たれ、ミミと鼻はな先さきで向むかい合あう。

　そして──

　ミミが無む造ぞう作さにケツァルトルの頭あたまの上うえに飛とび乗のったけれど、ケツァルトルが暴あばれ出だすようなことはなかった。それどころか、まるで「通とおれ」とでも言いわんばかりに、通つう路ろの入いり口ぐちからどいてくれる。

　アスナとモリサキは、慎しん重ちょうに通つう路ろへと向むかいながら、

「ミミ、おいで」

「──アスナ」

　モリサキは警けい戒かいしていたが、アスナはそのケツァルトルを怖こわいとは思おもわなかった。ただの牛うしや馬うまでも近ちか寄よれば怖こわく感かんじるときがあるのに、不ふ思し議ぎなものだと思おもう。

　アスナはケツァルトルのすぐ横よこまで歩あゆみ寄より、ミミに向むかって手てを差さし出だす。

「ミミ」

　にゃおん、と返へん事じをして、ミミがアスナの肩かたに飛とび乗のった。

　ケツァルトルは、どこか優やさしい視し線せんでアスナを見みつめたまま、じっと動うごかない。

「アスナ、いくぞ」

　見みると、既すでにモリサキが通つう路ろの内ない部ぶに入はいっていた。

　アスナが小こ走ばしりについていくと、モリサキは笑えみを浮うかべる。

「案あん外がい、そいつも役やくに立たつかもしれんな」

　そして、遺い跡せきのような通つう路ろを抜ぬけると──




　そこには広こう大だいな景け色しきが広ひろがっていた。




　遥はるか地ち平へい線せんまでどこまでも続つづく草そう原げん、ところどころに森もりがあり、川かわが流ながれ、空そらは青あおく──ここが「地ち下か」なのだとは到とう底てい思おもえない光こう景けいがそこにはあった。

「うわあ」

　と思おもわず感かん嘆たんの声こえが漏もれた。

　綺き麗れいだ、と思おもった。これほどまでに雄ゆう大だいな景け色しきを、アスナは今いままでに見みたことがなかった。ただただその美うつくしさに目めを奪うばわれて、遥はるか彼方かなたから視し線せんを上あげていったアスナは、

「先せん生せい、あれ！」

　青あお空ぞらに浮うかぶ雲くもの隙すき間まにそれを発はっ見けんして、声こえをあげた。

　一ひと言ことでいえば──船ふね。

　古こ代だいの手てこぎ船ぶねのような、装そう飾しょくの施ほどこされた巨きょ大だいな船ふねが、ゆっくりと空そらを飛とんでいた。

「シャクナ・ヴィマーナ！」

　モリサキが聞きき慣なれない単たん語ごを口くちにした。

「？　何なんですか、それ？」

　アスナが尋たずねると、モリサキは興こう奮ふんを隠かくしきれない様よう子すで、

「神かみが乗のると言いわれている船ふねだ。文ぶん献けんの通とおりだ……やはりここは、アガルタ……！」

「アガルタ……」

　と。

　つぶやいたアスナのポケットの中なかで、父ちちの形かた見みの、あの石いしが青あおい光ひかりを放はなっていた。

　──え？　え？　何なに？

　アスナは慌あわてて石いしを取とり出だす。眩まぶしくて直ちょく視しできないほどの光ひかりが、熱ねつもなく、ただ煌こう々こうと放はなたれていた。

　それを見みて、モリサキが驚おどろきの声こえをあげる。

「……それは、クラヴィス！」

　クラヴィス？　これが？

　クラヴィスといえば、シュンが持もっていて、シンが地ち上じょうに取とり返かえしに来きた、あの宝ほう石せきの名な前まえだったはずだ。

　それが──？

「欠片かけらか、なぜ君きみが」

　そんなの私わたしのほうが聞ききたいくらいだ。

　アスナは戸と惑まどいながら、

「ラジオの鉱こう石せき代がわりに使つかっていたんです。お父とうさんの形かた見みだって」

「……形かた見み？」

　言いって、モリサキは何なにを考かんがえているのか、思し案あんげな表ひょう情じょうを見みせた。

　それから、背はい後ごを見み上あげる。

　シャクナ・ヴィマーナが雲くも間まへと消きえていくところだった。

「クラヴィスというのは、ラテン語ごで『鍵かぎ』という意い味みだ。今こん後ご、我われ々われの助たすけになるかもしれない。大たい切せつに持もっておきなさい」

「……はい」

　言いわれなくても、お父とうさんの形かた見みだし。とは思おもうものの、どうやら「父ちちの形かた見み」以い上じょうの価か値ちがこの石いしにはあるらしい──とアスナは考かんがえる。

「あの船ふねの向むかう方ほう向こうへ行いこう。何なにかがあるはずだ──」

　モリサキが、雲くもの隙すき間まを見みつめながら言いう。

「私わたしたちの求もとめる、何なにかが」

「……」

　アスナは、こくりとうなずく。
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　そうして、二人ふたりの旅たびは始はじまった。




　まず、モリサキの歩あるく速そく度どは速はやく、アスナはついていくのが精せい一いっ杯ぱいだった。

　少すこし待まってくれてもいいのに、とも思おもうけれど、無む理りを言いってついてきた立たち場ばである以い上じょう、そんなワガママは言いえなかった。だからアスナは少すこしモリサキとの距きょ離りが離はなれると小こ走ばしりに後あとをついていく、というのを繰くり返かえしていたのだが、気き付づかないうちにそれはなくなっていた。

　モリサキが歩あるく速そく度どを合あわせてくれているのだ、とすぐに気きが付ついた。

　……意い外がいと優やさしい人ひとなのかもしれない。

　アスナはそう思おもい、

「すみません、歩あるくの、」

　と言いいかけたのだが、モリサキはアスナを振ふり返かえりもせず、

「いや、私わたしがもっと早はやく気きをつかうべきだった」

　と言いったきり、それについては触ふれなかった。

　アルカンジェリがどうとか言いっていたけれど、やっぱり先せん生せいは先せん生せいなんだとアスナは思おもう。

　実じっ際さい、モリサキはよく気きの付つく男おとこであった。

　岩いわ場ばを抜ぬけるときには頻ひん繁ぱんにアスナに手てを貸かしてくれたし、

　湖みずうみを渡わたるときには足あし下もとに危き険けんなところがあればすぐに伝つたえてくれたし、

　草そう原げんでは食たべられる野や草そうを集あつめながら、アスナにも見み分わけ方かたを教おしえてくれた。

　これは、不ふ思し議ぎなことではある。

　不ふ思し議ぎなことではあるのだけれど──

　ろくな準じゅん備びもせず、母ははにそれを伝つたえることもなく出でてきてしまった旅たびだというのに、アスナはそれを楽たのしいと感かんじていた。今いままでにない充じゅう足そく感かん、どこかへ行いきたいと思おもい続つづけてきた自じ分ぶんの行いきたかった「どこか」がこのアガルタなのではないかと思おもえた。

　夜よるになると、焚たき火びをして、文ぶん献けんを読よみふけるモリサキの横よこで静しずかに過すごした。モリサキはタバコとライターを持もち歩あるいていたので、火ひをつけるのに困こまることはなかったし、アガルタは自し然ぜんの豊ゆたかな土と地ちであったので、燃もやすものに困こまることもなかった。

　アスナはその時じ間かんも、不ふ思し議ぎと好すきだった。

　もとより、アスナは誰だれかと一いっ緒しょに過すごすのは嫌きらいではない。

　嫌きらいではないのだが、苦にが手てではあったのだ。

　何なにを喋しゃべっていいのかわからないから。

　だけれども、モリサキは常つねに本ほんに夢む中ちゅうで会かい話わなど必ひつ要ようとしていない風ふうであったし、こちらに無む理りに話はなしかけてくるというようなこともなかったから、気きを遣つかう必ひつ要ようがなかった。

　アガルタでの旅たびは、わくわくとどきどきに満みちたものだった。

　不ふ安あんなのは食しょく料りょうだった。

　モリサキの持もってきていた味あじ気けない携けい帯たい食しょく料りょうは数すう日じつ分ぶんしかなかったし、アスナのリュックにはお菓か子しくらいしか入はいっていなかった。

　アスナはそれを本ほん当とうに申もうし訳わけなく思おもい、それでもモリサキから食しょく料りょうを分わけてもらわなければどうにもならないと考かんがえて、私わたしにも分わけてくれませんか？　と言いうタイミングを見み計はからっていたのだが、結けっ果かから言いえばそれは必ひつ要ようがなかった。

　モリサキは自じ分ぶんが携けい帯たい食しょく料りょうを口くちにするとき、

「ほら、食たべなさい」

　と言いって、アスナに分わけてくれたのだ。

　アスナはせめてものお礼れいにと、自じ分ぶんの持もってきていたお菓か子しをモリサキにあげようとした。が、モリサキはそれも、ごく自し然ぜんに二人ふたりで分わけ合あってくれた。

　明あきらかに栄えい養よう価かに劣おとっているアスナのお菓か子しを、モリサキはバカにするようなことはしなかった。自みずからの携けい帯たい食しょく料りょうとアスナのお菓か子しを、毎まい食しょく分わけ合あって食たべた。

　その食しょく事じの時じ間かんも、少すくなからずアスナにとっては楽たのしいものであった。

　一人ひとりの食しょく事じほど味あじ気けないものはないと思おもう。

　そう考かんがえていたアスナにとって、毎まい食しょくをモリサキと共ともにするというのは、どこか心こころ安やすらぐ一ひと時ときを過すごしているような、そんな感かん覚かくを与あたえてくれた。

　さらに言いえば、モリサキは長なが旅たびに備そなえて寝しん具ぐ──と言いっても簡かん単たんな敷しき物ものではあったが──を持もってきていたが、それを自じ分ぶんで使つかうことはせず、アスナに使つかわせた。

　モリサキ自じ身しんは、食しょく事じに関かんしても寝しん具ぐに関かんしても、

「体たい力りょくのない君きみが足あし手でまといになると困こまる」

　と言いっていたが、それを言いうたびに少すこし照てれくさそうな顔かおをするのが、アスナにはおかしくてたまらなかった。

「それにしても」

　何なん日にち目めだっただろうか、アスナが言いうと、モリサキは顎あごを軽かるく動うごかした。

　モリサキのこうした小ちいさな仕し草ぐさが何なにを意い味みしているのか、アスナにもだんだんわかってきていた。これは先さきを促うながしているのだ。

　アスナは空そらを見み上あげて、

「なんで地ち下かなのに、昼ひると夜よるがあるんでしょう？」

「……ふむ、確たしかにそう言いわれてみればそうだが」

　モリサキはそう言いって、空そらを仰あおぎ見みた。

「それを言いえば、そもそも空そらがあるのが不ふ思し議ぎだというところから話はなしをしなければならないだろうな。しかし、太たい陽ようがあるわけではない。夜よるになっても星ほしが見みえることもない」

「……そういえば、そうですね」

　それじゃあそもそも、何なんで昼ひると夜よるなんていうものがあるのだろう。

　アスナが真しん剣けんに悩なやんで、難むずかしい顔かおをしていると、

「まあ、何なにしろ神かみの乗のる船ふねが本ほん当とうに飛とんでいるようなところだからな」

　モリサキにしては珍めずらしく、冗じょう談だんがかった口く調ちょうでの答こたえが返かえってきた。

　もちろん納なっ得とくはいかなかったけれど、気きにしても仕し方かたがないことだ、と結けつ論ろんづけることにした。おそらく、モリサキにしてもそれは同どう様ようだったのだろう。

　そのようにして、一週しゅう間かんほどがあっという間まに過すぎていった。
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「先せん生せい！」

　その日ひ、それを発はっ見けんしたアスナは、喜よろこびを隠かくしきれない声こえで言いった。

「やっぱり村むらの跡あとがあります！」

　今いままで、人ひとのいた形けい跡せきらしいものなど、廃はい墟きょとすら呼よべない、遺い跡せきのようなものしか見みあたらなかった。あとはただひたすらに自し然ぜんが広ひろがる世せ界かいを延えん々えんと歩あるいてきたところに来きて、ようやく「廃はい村そん」と呼よべるようなものが見みつかったのだ。

　石いし造づくりの建たて物ものがまだ半なかば以い上じょうしっかりと残のこっていて、人ひとが住すんでいてもおかしくはない、しかし人ひとの住すんでいない村むらであった。

「……あまり期き待たいしすぎないほうがいいぞ」

　あくまでも落おち着ついた様よう子すのモリサキに、弾はずむ声こえでアスナは言いう。

「畑はたけが残のこっているかもしれませんよ！　私わたし、見みてきます！　おいで、ミミ！」

　実じつのところ、モリサキもそれを期き待たいしていないわけではなかった。

　だが、食しょく料りょうのほうはアスナに任まかせておけばいいだろうと、モリサキはそう判はん断だんした。村むらの家いえ々いえに入はいり込こみ、書しょ庫このようなものがないかと探さがして歩あるいて、ようやく数すう冊さつの書しょ物もつを見みつけることができた。

　アガルタの言げん語ごで書かかれた本ほんを完かん全ぜんに読よみ解とくことは、モリサキにもできなかった。

　しかし、それでも。

「フィニス・テラ……それに、生せい死しの門もん、か」

　アガルタ人びとにとって何なにか重じゅう要ような場ば所しょであるらしい、その二つの場ば所しょに関かんする情じょう報ほうを得えられたのは幸さいわいだったと言いえるだろう。

　モリサキがそんな風ふうにして書しょ物もつを読よみあさっていると、

「先せん生せい！」

　嬉うれしそうなアスナの声こえが聞きこえてきた。

　振ふり返かえって見みると、

「見みて！　今こん夜やはごちそうかも！」

　アスナが両りょうの手てに、芋いも──だと思おもわれる物ぶっ体たいをいっぱいに抱かかえていた。

「……たしかに食たべられそうではあるな。だが、芋いも類るいの場ば合あいは毒どくがあるかもしれない。念ねんのために──」

　言いいかけたが、心しん配ぱいは無む用ようであった。

「水みずで毒どく抜ぬきします！」

　アスナが日ひ頃ごろ、両りょう親しんの不ふ在ざいによって料りょう理りに慣なれていたことは、大おおきな助たすけとなった。

　モリサキは畑はたけの泥どろにまみれたアスナを見みやり、

「それから、その服ふくだが」

「先せん生せいのもだいぶ汚よごれてますよ。あとで洗あらうので、着き替がえておいてください！」

　芋いもを持もって駆かけ出だしていったアスナを見み送おくって、タバコの煙けむりを吐はき出だしながら、モリサキは考かんがえていた。

　十年ねん前まえに逝いってしまったリサのこと。

　──もしも彼かの女じょとの間あいだに子こどもができていたら、

「……」

　モリサキは乱らん暴ぼうにタバコの火ひを消けした。

　馬ば鹿かな考かんがえだ。
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　その日ひの夕ゆう食しょくは、草くさの葉はで包つつみ、蒸むした芋いもだった。

　モリサキは文ぶん献けんを読よみふけりながら一ひと口くち食たべて、すぐにその書しょ物もつを傍かたわらへと置おいた。

　どうやら、読よみながら食たべるのには失しつ礼れいな味あじだと判はん断だんしてもらえたらしく、アスナはそれが嬉うれしくてたまらなかった。

　そう思おもっていると、モリサキは少すこし照てれたように、

「……旨うまいな」

　と言いってくれた。

　すごくすごく嬉うれしかった。

　声こえが弾はずむのを、我が慢まんできなかった。

「よかった。台だい所どころにお塩しおも少すこし残のこっていたんです！」

　それは携けい帯たい食しょく料りょうしか食たべられなかった数すう日じつを思おもえば、たしかにごちそうだった。

　理り屈くつでいえば、塩えん分ぶんを取とれたことが幸さいわいだったということになる。

　だが、それは、それだけではなかった。

　もちろんモリサキと二人ふたりで食たべる夕ゆう食しょくは楽たのしかったけれども、自じ分ぶんが作つくる料りょう理りを誰だれかに食たべてもらえるというのは、それ以い上じょうに嬉うれしいことであった。
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　と、喜よろこびが顔かおに出でてしまっていたのだろうか、モリサキはじっとアスナを見みつめて、

「意い外がいだったな」

「え？」

「君きみは、この旅たびが楽たのしいようだ」

　モリサキが意い外がいだと思おもっていることが、アスナには意い外がいだった。

　モリサキはこの旅たびが楽たのしくないのだろうか？

　──ならば、そもそも、どうして自じ分ぶんはこの旅たびが楽たのしいのか。

　それを説せつ明めいする必ひつ要ようがある気きがした。

　と言いっても、先せん生せいと一いっ緒しょだから楽たのしいんです、などと誤ご解かいを招まねくようなことも言いえず、ほんの一いっ瞬しゅんだけアスナは悩なやんだけれど、そうすると言こと葉ばは自し然ぜんと口くちをついて出でた。

　それが偽いつわらざる自じ分ぶんの本ほん音ねなのだ、と気き付づいたのは、自じ分ぶんがそう言いってからだった。

「私わたし、一人ひとりでラジオを聴ききながら、どこか遠とおい、違ちがう場ば所しょに行いかなきゃってずっと思おもってたんです。私わたしがいたい場ば所しょはここじゃない、見みたことのないどこかなんだって」

　そんなのは思し春しゅん期きの少しょう年ねん少しょう女じょなら誰だれもが思おもうことだ──と、思おもわれるかもしれない。アスナは思おもう。だけれども、そうじゃないのだ。

　そう、あの「唄うた」を聴きいたときに頭あたまの中なかに浮うかんだ、見みたことのない景け色しき。

　そこへ、自じ分ぶんは行いきたかった。

「そしたら、不ふ思し議ぎな男おとこの子こと出で会あって、その人ひとを追おってここまで来きて──」

　シュンくん。

　今いまはもういなくなってしまった、男おとこの子こ。

「アガルタに来きてから私わたし、なんだか、ずっとドキドキしてるんです。だからこの先さきに何なにか、きっと──」

「……」

　きっと。

　何なにがあるのかは、明めい確かくには言いえなかった。

　だからアスナの言こと葉ばはそこで途と切ぎれ、モリサキは特とくに何なにも言いわず、静しずかに食しょく事じを続つづけた。
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　この先さきに何なにか、きっと。




　自じ分ぶんの求もとめているものがある、とでも言いいたいのだろうか。

　──求もとめているもの、か。

　モリサキは考かんがえる。

　この十年ねん、ずっと、リサのことだけを思おもい続つづけてきた。

　もうすぐだ。

　もうすぐ、リサに、会あえる。

　モリサキはポケットの中なかのオルゴールに、そっと指ゆびで触ふれた。

「……」

　それを、アスナに気け取どられたと感かんじたからかもしれない。

　モリサキは空そらを見み上あげて、

「星ほしの見みえない夜よるというのは、不ふ安あんになるものだな」

　アガルタの空そらには、星ほしがない。

　地ち下か世せ界かいだから、当あたり前まえなのかもしれないが──

　太たい陽ようのない昼ひるが終おわり、今いまは空そらにオーロラのようなものが見みえている。

　それは、神しん秘ぴ的てきな光こう景けいではあった。

「人にん間げんがどれほど孤こ独どくな存そん在ざいか、思おもい知しらされてしまう」

　リサ──

　モリサキは、もう一いち度ど、今こん度どは口くちの中なかでつぶやいた。

　もうすぐ、君きみに会あえる。
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「シン・クァーナン・プラエセス」

　同おなじ頃ころ。

　カナンの村むら、族ぞく長ちょうの間まに、シンはいた。

　かがり火びのたかれたおごそかな雰ふん囲い気きの部へ屋や、最さい奥おうにかけられた二枚まいの垂たれ幕まくの間あいだの椅い子すに、老ろう婆ばが座すわっていた。貫かん頭とう衣いを深ふか々ぶかと身みにまとっており、その顔かおには深ふかい深ふかい年ねん輪りんがしわとなって刻きざまれている。彼かの女じょこそがカナンの村むらの最さい高こう権けん力りょく者しゃである「族ぞく長ちょう」で、その左さ右ゆうには控ひかえの兵へい士しを従したがえていた。

「クラヴィスの回かい収しゅう、まずは大たい儀ぎであった」

　その族ぞく長ちょうから数すう歩ほ離はなれた場ば所しょに片かた膝ひざをつき、真しん摯しにその言こと葉ばを受うけ止とめるシンに、族ぞく長ちょうは続つづけて告つげる。

「だが、そなたは過あやまちを犯おかした」

　突とつ然ぜんの言こと葉ばに、シンは息いきを吞のむ。

　一いっ体たい何なにが、

「地ち上じょうから来きた男おとこと少しょう女じょが、クラヴィスを手てに生せい死しの門もんを目め指ざしておる」

　意い味みがわからなかった。

　クラヴィスの回かい収しゅうという任にん務むは、確たしかに果はたしたのだ。

「しかし！　クラヴィスはここに！」

　シュンの遺い体たいは地ち上じょう人びとによって回かい収しゅうされて安あん置ちされていたが、アルカンジェリに荒あらされる前まえに奪だっ取しゅして、自じ分ぶんが焼やいた。

　身みを焦こがすような思おもいと共ともに。

　そして、そのシュンの遺い体たいから、確たしかにクラヴィスを回かい収しゅうした。

　そのクラヴィスは、ここにある。

　だとしたら──

「彼かれらは別べつの欠片かけらを持もっていた」

「──!?」

　シンは言こと葉ばを失うしなう。

　そんな馬ば鹿かな。

　クラヴィスの欠片かけら、だって？

　そんなものが、ある──のか？

　選えらばれた者ものにしか渡わたされることのない、貴き重ちょうという一ひと言ことでは表あらわせないほどに貴き重ちょうなクラヴィスの、その欠片かけらを地ち上じょう人びとが持もっているなどということが。

　族ぞく長ちょうは続つづける。しわがれた声こえで。

「そなたは地ち上じょう人びとをみすみすアガルタに招まねいてしまった。大おおきな過あやまちじゃ」

「──で、でも、俺おれの頂いただいたお役やく目めは！」

　あくまでもクラヴィスの回かい収しゅうであって、それは確たしかに果はたしたのだ。

　だが──シンの言こと葉ばを遮さえぎったのは、族ぞく長ちょうですらない、その側そっ近きんだった。

「疎そ明めいはいらぬ！　みなまで言いわねばわからぬか！」

「……っ」

　族ぞく長ちょうはさらに続つづける。唄うたうように。

「かつての繁はん栄えいはもはや遠とおく、我われ々われは今いまや長ながい黄昏たそがれを生いきている。このまま生せい命めいの終しゅう点てんたるアストラムに溶とけゆくのが我われらの望のぞみ。しかし、ひとたび門もんが開ひらかれれば、地ち上じょう人びとは再ふたたびアガルタに押おし迫せまり、平へい穏おんは混こん濁だくの中なかに吞のみ込こまれるだろう」

　それは、アガルタにとっての、苦にがい苦にがい歴れき史しであった。

　武ぶ力りょくを持もたず、ただ叡えい智ちのみを持もっていたアガルタに攻せめ入いってきた地ち上じょう人びとたち。

　人ひと々びとは銃じゅう火かに焼やかれ、殺ころされ、武ぶ力りょくとは違ちがう「力ちから」が奪うばわれていった。

「かつて我われ々われが受うけた苦くるしみは、容よう易いに忘わすれることはできん」

　族ぞく長ちょうは、おごそかに告つげる。

「嘆なげかわしいことじゃ。成せい人じんの儀ぎを前まえにして、そなたの眼まなこはいまだ開ひらかれておらぬ。ケツァルトルの視し界かいを覗のぞくこともできず、クラヴィスの息いき差ざしを感かんじることも叶かなわず。そなたの兄あにには天てん分ぶんがあったのだが、宿しゅく業ごうの病やまいが地ち上じょうへの憧あこがれを強つよめてしまった」

　──兄あには。

　シンは思おもう。

　兄あには、自じ慢まんの兄あにだった。

　わずか六歳さいにしてケツァルトルの視し界かいを視みることができるようになり、

　史し上じょう最さい年ねん少しょうで「お役やく目め」を貰もらうようになった。

　だけど──

　幼おさない頃ころから病やまいに冒おかされ、死しというものが身み近ぢかにあったからなのかもしれない。

　兄あには、やがてもう一つの病やまいに冒おかされることになった。

　幼おさない頃ころに、兄あにが「先せん生せい」から受うけ継ついだ病やまい。

　結けっ果かとして兄あにを死しに至いたらしめたそれは──




「地ち上じょうへの憧あこがれ」だった。
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　──シン、地ち上じょうではねえ、夜よるになると空そらに「星ほし」が見みえるんだって。

「星ほし」？

　うん。死しんだ人ひとが「星ほし」になって、僕ぼくらを見み守まもっているんだって。

　死しんだ人ひとって……父とうさんや、母かあさんも？

　もちろん。空そらに、きらきらと輝かがやいて見みえるんだ。

　へえ……

「星ほし」が見みえる空そらっていうのは、どんなに綺き麗れいなんだろうねえ。

　……

　一いち度どでいい、死しぬ前まえに、一いち度どでいいから、







　星ほし空ぞらを、見みてみたいなあ──
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　族ぞく長ちょうの部へ屋やを後あとにして石いし畳だたみの道みちを歩あるいていくシンの後あとを、一人ひとりの少しょう女じょが追おった。

「シン！」

　長ながい髪かみをひっつめて、儀ぎ式しき用ようの衣い装しょうを身みにまとった少しょう女じょだ。シンはそちらを見みやりもせずに、鋭するどい口く調ちょうで言いう。

「お役やく目め中ちゅうだろう、セリ」

「ちょっとぐらい、大だい丈じょう夫ぶ」

　セリと呼よばれた少しょう女じょは、そう言いってシンの先さきを歩あるき始はじめる。

　シンは少すこしだけ迷まよったけれど、幼おさな馴な染じみであるセリには伝つたえておくべきだと思おもった。

「──セリ、シュンのことは」

「知しってる」

　シンの言こと葉ばを最さい後ごまでは聞きかず、セリは言いった。

　──あるいは、「シュンの死し」をシンに言いわせたくなかったのかもしれない。

　シンは静しずかにつぶやく。

「……残ざん念ねんだった」

　セリは、しかし小ちいさくかぶりを振ふった。

「ううん。病やまいを早はやめたとしても、シュンは多た分ぶん見みたいものを見みられたんだもの」

「……」

　シンは応こたえない。

　それについて、自じ分ぶんは複ふく雑ざつな感かん情じょうを抱いだきすぎている。そう考かんがえたからだ。

　セリはそんなシンを心しん配ぱいそうに見みつめて、

「シン、また、お役やく目めをもらったんでしょ？」

「ああ。地ち上じょう人びとを捜さがしてクラヴィスを奪だっ取しゅする」

　シンの言こと葉ばに、セリはさらに表ひょう情じょうを曇くもらせた。

「──でも、それって」

「殺ころせと言いわれたわけじゃないさ」

　シンは、そんなセリを安あん心しんさせるために、笑わらってみせた。

　が、すぐに真しん剣けんな口く調ちょうで続つづける。

「でも、必ひつ要ようとなれば」

　噓うそのつけない性せい格かくは、昔むかしから変かわらなかった。

「そんな危き険けんなお役やく目めに、シン一人ひとりきりなんて！」

「親おやが死しんでから、村むらは俺おれたち兄きょう弟だいを育そだててくれた。その恩おんを返かえさなくちゃ」

　それだけを告つげて、シンはセリに背せを向むける。

「これ以い上じょうお役やく目めから離はなれていられないだろう。早はやく戻もどれ」

「……シン」

　そして、セリの呼よびかけにも、振ふり返かえりはしない。

　自じ分ぶんの部へ屋やへと戻もどると、シンは短たん刀とうを取とり出だした。

　鞘さやに納おさめられたままのその短たん刀とうを、じっと見みつめる。

　──シン、プレゼントがあるんだ。

　シュンが「最さい後ごのお役やく目め」を終おえて、帰かえってきた日ひ。

　いつものように優やさしく笑わらって、シュンがくれたものだった。

　──いつかシンがお役やく目めを貰もらったら、必ひつ要ようになると思おもって。

　まっさらの、だけど使つかいやすくて手てに馴な染じむ感かん覚かく。

　きっと高こう価かなものだろうと思おもった。

　だけど本ほん心しんから、値ね段だんなんか関かん係けいなかった。

　シュンがくれたものを、シンが宝たから物ものにしないはずはなかった。

　ましてや、それが、最さい期ごの──

　シンはかぶりを振ふった。

　今いまは感かん傷しょうに浸ひたるときではない。

　シュンならば。

　シュンならば、こんなお役やく目め、簡かん単たんに果はたしてみせるに違ちがいないのだ。

　シンは長ながい髪かみを頭あたまの後うしろで無む造ぞう作さにつかむと、その短たん刀とうでざっくりと切きり落おとした。

　馬うま小ご屋やへと向むかい、愛あい馬ばにまたがって、走はしり出だす。
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　或あるいはもう永えい遠えんに追おいつくことのできない、兄あにの背せ中なかを追おって。
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「ほら、食たべなさい」

　モリサキが作つくってくれた夕ゆう食しょくは、やはり、ふかした芋いもだった。

　とは言いっても、もちろん文もん句くなどはない。飽ほう食しょくの時じ代だいに突とつ入にゅうしたと言いわれる昨さっ今こんであるがゆえに忘わすれかけていたことだけれども、この旅たびのおかげで、まともな食しょく物もつが食たべられるというのはやはりしあわせなことなのだと実じっ感かんさせられる。

「ありがとうございます。いただきます」

　アスナが芋いもを受うけ取とって食たべ始はじめると、モリサキも一ひと口くち食たべてから、

「ほら、お前まえも食たべるか？」

　と言いって、自じ分ぶんの膝ひざの上うえに乗のったミミに芋いもの欠片かけらを与あたえた。

　実じつに意い外がいだった。

　モリサキは、なんというか──もっとドライというか、動どう物ぶつをかわいがったりする性せい格かくではないと思おもっていたのだ。それは多た分ぶんにモリサキがこの旅たびの初はじめに言いった「最さい後ごまで連つれていく余よ裕ゆうはないかもしれない」という言こと葉ばに起き因いんしているのだと思おもわれたけれど。

　アスナが自じ分ぶんを見みているのに気き付づいたモリサキが、

「？　どうした？」

　不ふ思し議ぎそうに聞きいてくる。アスナは芋いもをかじっているミミを示しめして、

「あ、いえ、いつの間まにか仲なか良よくなってるんですね」

　と言いうと、モリサキはあっさりと応こたえた。

「ああ、いざとなったら猫ねこは食しょく料りょうになるからな」

「ええっ!?」

　アスナが驚おどろきの声こえをあげると、モリサキは本ほん気きとも冗じょう談だんともつかぬ声こえで、

「冗じょう談だんだ」

　……本ほん当とうに、冗じょう談だんなのだろうか。軍ぐん隊たいのような、よくわからない組そ織しき──アルカンジェリに属ぞくしていたモリサキだ。いざとなれば、本ほん当とうに猫ねこを食たべるようなこともするのではないだろうか。

　──少すこし考かんがえたけれど、モリサキがそんなことをするとは思おもえなかった。この旅たびを始はじめたばかりであれば、そんな結けつ論ろんにはならなかったかもしれないけれど。

「……」

　アスナはしばらくの間あいだ、もそもそと芋いもを食たべていたが、不ふ意いに、

「先せん生せい」

　言いった。我が慢まんができなかった。けれど、勇ゆう気きが必ひつ要ようだった。

　少すこし様よう子すがおかしいことに気き付づいたのか、モリサキが怪け訝げんな顔かおをする。

「何なんだ？」

　アスナは何なにから話はなせばいいのか迷まよい、

　話はなし始はじめたからにはとにかく話はなさなければならないと思おもい、

「私わたし、お父とうさんを早はやくに亡なくしてるんですけれど」

　と切きり出だした。

　モリサキは芋いもの欠片かけらを口くちに運はこび、

「そして母はは親おやは診しん療りょう所じょで働はたらいている。典てん型けい的てきな鍵かぎっ子こだが、それがこの旅たびの助たすけになっているのは確たしかだ。礼れいを言いわなければならないな」

「──そんな、礼れいなんて」

「いや」

　と、モリサキはかぶりを振ふって、

「まあ、私わたしも独ひとりになってから長ながいからな。生せい活かつ能のう力りょくはあるつもりだ。もとよりアルカンジェリで活かつ動どうしていたから、野や営えいなどの経けい験けんは豊ほう富ふなつもりだしな。だが」

　芋いもの欠片かけらを、再ふたたびミミに分わけ与あたえる。

「なんといえばいいのか──そうだな」

　モリサキは言こと葉ばに迷まよったようだったが、しばし考かんがえて、

「それが必ひつ要ようなのかどうかは、この際さいは置おこう。だが」

　そこまで言いって、モリサキは一いち度ど言こと葉ばを切きった。

「君きみがいなければ、この旅たびはもっと荒あれたものになっていただろう」

　──この旅たびに「潤うるおい」を持もち込こんだのは君きみだ。

　その言こと葉ばは、思おもいついたうえで、あえて避さけた。

　なぜかと問とわれれば──リサのための旅たびに、潤うるおいなどというものはけしてあってはいけないと思おもったから、なのかもしれない。

「──すまない。私わたしの話はなしになってしまったな。アスナ、君きみの父ちち親おやの話はなしをしようとしていたところだったな？」

「あ、えっと、はい」

　アスナは手ての中なかの芋いもを見みつめる。湯ゆ気げを立たてて、塩しおの粒つぶが表ひょう面めんに浮うかんだ、荒あら々あらしい料りょう理りだ──アスナが作つくったところで、それはたいして変かわらなかっただろうけれど。

「だから私わたし、『お父とうさん』っていうのを、よく知しらないんです。記き憶おくの中なかにあるのは、お父とうさんが唄うたってくれた子こ守もり唄うたぐらいで──それ以い外がいはほとんど憶おぼえてないので」

「ふむ？」

　モリサキが視し線せんで先さきを促うながし、

　アスナは、こちらも一ひと呼こ吸きゅうの間まを置おいてから、

「先せん生せいって」

　言いった。それから先さきは、一いっ気きに言いうしかなかった。

「お」

　声こえがうわずった。言いい直なおす。

「──お父とうさんがいたら、こんな感かんじなのかなって、思おもうんです」

　声こえは徐じょ々じょに小ちいさくなって、最さい後ごはしぼんでいく風ふう船せんのように消きえた。

「……」

　モリサキが、ひどく意い外がいそうな顔かおをした。

　そして、

「──馬ば鹿かなことを言いうな」

　自みずからの思おもいと共ともに、吐はき捨すてるように言いった。
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　その晩ばん、モリサキは夢ゆめを見みた。

　モリサキが熱ねつを出だして、寝ね込こんでいたときの夢ゆめだ。

　ベッドの傍かたわらには長ながい黒くろ髪かみのリサがいて、静しずかに手て回まわし式しきのオルゴールを鳴ならしていた。

「珍めずらしいわね。あなたが熱ねつを出だすなんて」

　モリサキが目めを覚さましたことに気き付づいて、リサが言いう。

「倒たおれるのは、いつもは私わたしの役やく目めなのに」

「すまない……」

　モリサキが言いうと、リサはくすりと笑わらった。

「そう思おもっているなら、一つ約やく束そくしてくれる？」

「……何なにを」

「私わたしがいなくなってからも、ちゃんとしっかり生いきていくって」

　今いまになって、思おもう。

　リサはこのとき既すでに、自じ分ぶんの死しを覚かく悟ごしていたのだ。

　いや──

　覚かく悟ごができていなかったのは、或あるいは、モリサキだけだったのかもしれない。

「リサ……次つぎの任にん務むは、すぐに終おわるよ。帰かえってきたら、一いっ緒しょに僕ぼくの国くにに行いこう。そうしたら、君きみの病びょう気きもきっと」

「そういうことじゃないの」

　モリサキの言こと葉ばをさえぎる、優やさしい声こえ。

「人ひとは誰だれでも、いつか必かならずいなくなるのよ」

　リサはオルゴールを机つくえの上うえに置おいた。

　錠じょう剤ざいが大たい量りょうに入はいった、紙かみ袋ぶくろの横よこに。

「違ちがいは、それが遅おそいか早はやいかだけ」

　そんなこと、聞ききたくなかった。

「そして私わたしは、あなたよりそれがちょっとだけ早はやいの」

　よりにもよって、君きみ自じ身しんの口くちから。

「それは、もう決きまっていることなの」

　モリサキは、どこまでも真しん摯しな瞳ひとみでリサを見みつめる。

「リサ……そんなことはない。君きみはいなくなったりしない。僕ぼくも君きみの前まえからいなくなったりはしない」

　そして、優やさしく、手てを握にぎる。

「……僕ぼくは、君きみの不ふ在ざいに備そなえたりはしないよ。けっして」
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　その頃ころ、アスナもまた、夢ゆめを見みていた。

　あのとき、一度どだけ聴きいた、音おん楽がくの夢ゆめだった。

　高たか台だいで心ここ地ちのよい春はる風かぜを浴あびながら、ラジオを動うごかして──

　耳みみに飛とび込こんできた、音おん楽がく。

　それを聴きいた瞬しゅん間かん、アスナの目めの前まえに、アガルタの大だい地ちが広ひろがっていた。

　記き憶おくと記き憶おくとの結むすびつき。

　ようやく、わかった。

「そっか……私わたしがラジオを聴ききながら見みていた景け色しきは、アガルタだったんだ」

　そうつぶやいたアスナの隣となりには、シュンが座すわっていた。

　あのときと同おなじ、優やさしい笑えみを浮うかべて。

　シュンは立たち上あがり、アスナに手てを伸のばしてきた。

「行いこう、アスナ。さよならを知しるための旅たびだ」

　アスナはシュンの手てを取とって立たち上あがり──




「起おきろ！　アスナ！」




　突とつ然ぜんの声こえに、目めを覚さました。

　状じょう況きょうが理り解かいできない。

　目めの前まえにはモリサキがいて、傍かたわらではミミが鋭するどい眼がん光こうで前ぜん方ぽうを睨にらみ付つけていて、

　前ぜん方ぽう。

　アスナが身みを起おこして見みやった先さきには、異い形ぎょうの怪かい物ぶつがいた。

　ケツァルトルとは違ちがう。

　と、一いっ瞬しゅんでアスナは思おもった。何なにが違ちがうのかと言いわれると、答こたえには困こまる。困こまるのだが、ケツァルトルではない。

　全ぜん身しんは灰はい色いろ。足あしが六本ぽんあって──いや、四本ほんだ。四本ほん足あしで大だい地ちに立たち、二本ほんの腕うでをこちらに向むけて誘さそうように構かまえながら、赤あかく爛らん々らんと光ひかる瞳ひとみのない目めでこちらを見みつめている。

　そんな怪かい物ぶつが、周しゅう囲いを取とり囲かこんでいた。

「逃にげるぞ、アスナ！」

　返へん事じはできなかった。ただモリサキに手てを引ひかれるままに走はしりだし、その肩かたにミミが飛とび乗のる。灰はい色いろの怪かい物ぶつはゆっくりとした動うごきで、しかし確かく実じつにアスナたちを追おってくる。

　草そう原げんを走はしり抜ぬけ、岩いわ場ばを登のぼり、廃はい墟きょの中なかを通とおり抜ぬけ。

　一いっ体たいどれだけの距きょ離りを走はしっただろうか。

　ついに、そのときはやってきた。

「アスナ、走はしれ！」

「……っ」

　モリサキに腕うでを引ひかれ、ただひたすらに走はしってきた。

　もう走はしるという意い識しきすらもなく、ただ前まえに足あしを踏ふみ出だし、転ころばないために次つぎの一歩ぽを踏ふみ出だして、よろよろと走はしってきた。

　だが、ごく普ふ通つうの女おんなの子こと、アルカンジェリで活かつ動どうを続つづけてきた男おとこの間あいだには、体たい力りょくという決けっ定てい的てきな差さがあった。それでもアスナはがんばった。だが──

　アスナを前まえへと引ひこうとするモリサキの後うしろで、アスナが石いしにつまずいた。

　その瞬しゅん間かんを、怪かい物ぶつたちは見み逃のがさなかった。

　飛とびかかってきた怪かい物ぶつの振ふるった手てが、アスナとモリサキの手てを離はなしてしまった。
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　そうなると、後あとはもうなし崩くずしだった。二人ふたりの間あいだには無む数すうの怪かい物ぶつが立たちはだかった。

「アスナっ！」

　モリサキは腰こしの拳けん銃じゅうを抜ぬいて発はっ砲ぽうする。

　だが、怪かい物ぶつにはたいして効こう果かがなかった。被ひ弾だんし、負ふ傷しょうしたように見みえても、すぐに元もと通どおり穴あながふさがってしまうのだ。

「逃にげるんだ！　早はやく！」

　モリサキの声こえを聞ききながら、再ふたたび、アスナは走はしった。
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　モリサキは、すぐに異い変へんに気きが付ついた。

　怪かい物ぶつたちが襲おそってこないのだ。

（いや──）

　と、いうよりも。

　そもそもモリサキなど視し界かいに入はいっていないかのように、怪かい物ぶつたちはアスナを追おいかけていってしまった。

（どういうことだ？　俺おれとアスナの違ちがい──アスナがクラヴィスの欠片かけらを持もっていることと何なにか関かん係けいがあるのか？）

　モリサキは考かんがえるが、考かんがえてどうこうという問もん題だいでもなかった。

　とにかく今いまは──

　手ての中なかの拳けん銃じゅうを意い識しきして、しかしこれが効きかなかったことを思おもい出だす。

（くそ──アルカンジェリの資し料りょうに記き述じゅつはなかったか？　思おもい出だせ──）

　アルカンジェリはアガルタ世せ界かいの存そん在ざいを知しっていたが、アガルタに出で入いりした人にん間げんはその中なかにいない。ケツァルトルに関かんしては「地ち上じょう側がわ」にいる分ぶんの資し料りょうがあったが、「内うち側がわ」の生せい物ぶつに関かんしては詳くわしくない。

（全ぜん身しんが灰はい色いろ、赤あかく爛らん々らんと光ひかる目め、鋭するどい爪つめ──となると）

　思おもい当あたるのは、一つだけ。

（夷い族ぞく──か？）

　地ち上じょうとアガルタ世せ界かいとの交まじわりを嫌きらうという、世せ界かいの仕し組くみの一いち部ぶである一いち族ぞく。その名なを夷い族ぞくといったはずだ。弱じゃく点てんは、水みずと光ひかり。だが──

（それが、なぜ、アスナを──？）

　考かんがえても仕し方かたのないことだった。

　水みずならば、貴き重ちょうではあるが、飲のみ水みずが水すい筒とうに入はいっている。

　どれだけ効こう果かがあるのかはわからないが、武ぶ器きにはなる。

　しかし──

（ち、アスナはどこへ行いった）

　とにかく動うごかないことには始はじまらない。

　モリサキは走はしり始はじめる。

（夷い族ぞくを見みつけるんだ。その先さきに、アスナはいる）

　暗くら闇やみの中なか、モリサキは先さきほど来きた道みちを逆ぎゃくにたどっていく。

　廃はい墟きょを通とおり、岩いわ場ばを下くだって、草そう原げんに戻もど──いや、そこは河原かわらだった。人にん間げんの方ほう向こう感かん覚かくなどそうそうアテにはならない。それを痛つう感かんする。

　だが、そんなことは関かん係けいがなかった。

　とにかく夷い族ぞくだ。赤あかい光ひかりを探さがせ。

　そう考かんがえて、周しゅう囲いを見み回まわし──

（いた──！）

　モリサキはいつものように銃じゅうを手てにしかけ、それが違ちがうのだと思おもい返かえす。

　武ぶ器きは水すい筒とうだった。

　とてつもなく頼たよりなく感かんじるが、今いまはこれを信しんじるしかない。

　夷い族ぞくに向むけて接せっ近きんをしようとして──

　聞きこえてきた声こえ。

「びえええええええ！」

　それは明あきらかに、小しょう学がっ校こう低てい学がく年ねん以い下かの子こどもの発はっするような泣なき声ごえだった。

（なんだ──？）

　そして、すぐに、気き付づく。

　川かわの真まん中なかに、女おんなの子こが一人ひとり、座すわり込こんでいた。

　だからこそ助たすかったのだろう、とモリサキは考かんがえた。夷い族ぞくが相あい手てならば、川かわの真まん中なかは安あん全ぜんだ。彼かれらの弱じゃく点てんは水みずと光ひかりなのだから。

（しかし、なんでこんなところに、子こどもがいる……？）

　アスナを助たすけに行いかなければいけない。

　いけないのだが──

　放ほうっておくわけにも、いかなかった。

　モリサキは小ちいさく舌した打うちしながら、少しょう女じょへと走はしり寄よった。
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　いつの間まにか、アスナは遺い跡せきのような場ば所しょに来きていた。

　それはいいのだが──

　アスナの進すすむ通つう路ろは、行いきどまっていた。

　背はい後ごからは怪かい物ぶつがやってきている。

　どこかから先さきへ進すすめないか必ひっ死しに探さがすのだが、道みちは見みつからず、アスナに追おいついた怪かい物ぶつたちが、ゆっくりと周しゅう囲いを取とり囲かこんでくる。

　もうだめだ、と、アスナは思おもった。

　怪かい物ぶつの手てが、アスナを捕とらえようとして、

「アスナぁっ！」

　上じょう空くうから飛ひ来らいした影かげが、短たん刀とうでその手てを斬きり落おとした。

　その影かげは、シンだった。

「逃にげるぞ！　走はしれ！」

　通つう路ろにひしめく怪かい物ぶつたちの中なかへとシンが切きり込こみ、道みちを開ひらく。

　アスナは状じょう況きょうを吞のみ込こめないまま、とにかくその後あとに続つづきながら、

「あなた……シン？」

　シンはどこか満まん足ぞくげに笑わらった。

「今こん度どは間ま違ちがえなかったな」

　怪かい物ぶつたちをとりあえず引ひき離はなし、階かい段だんを下おりながら、シンが説せつ明めいする。

「ここは夷い族ぞくの巣すだ」

「いぞく？」

「奴やつら、お前まえがけがれた血ちだと言いって食くい殺ころしたがってる。逃にげるぞ！」

「どうしてここがわかったの？　私わたし、あの後あと、シンを追おってアガルタまで、」

「こっちはいい迷めい惑わくだぜ！」

「なによ、私わたしはシンにもう一いち度ど──」

「無む駄だ口ぐち叩たたかずに走はしれ！　奴やつら、追おってくるぞ！」

「走はしってるよ！」

　アスナは怒ど鳴なり返かえしながらも、力ちからを振ふり絞しぼって走はしり続つづける。

「シン、追おってきてる！」

「ああ──奴やつらは光ひかりと水みずに弱よわい。うまく川かわか何なにかにたどり着つければいいんだが」

　そして、

「くそっ！」

　通つう路ろが、唐とう突とつに、そこで途と切ぎれていた。

　先さきにあるのは断だん崖がいのみ。

　アスナは再ふたたび、もう駄だ目めだ、と思おもい、

「──アスナ」

　シンの呼よびかけにも応こたえなかった。

　一いっ瞬しゅんだけは。

「クラヴィスの欠片かけらを持もってるな？」

「──うん」

　うなずくと、シンはにやりと笑わらって、

「無ぶ事じに済すんだら、渡わたしてもらうからな」

　言いうなり──

　シンは、いつかと同おなじように、アスナを抱だきかかえて跳とんだ。

「きゃあっ!?」

　遥はるか下か方ほうには川かわが流ながれていた。

　岩いわと岩いわの隙すき間まをぎりぎりですり抜ぬけながら、二人ふたりは川かわへと落らっ下かする。

　高たかい高たかい水みず柱ばしらが立たつ。
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「アスナ！　おい、アスナ！」

　誰だれかが呼よんでいる。

　全ぜん身しんが気けだるくて、このまま眠ねむってしまいたい気き持もちになる。

　のだが、呼よび声ごえはいつまで経たっても止やまない。

「アスナ！」

　仕し方かたなく、アスナは目めを開ひらく──

　そこには、ひどく心しん配ぱいそうな顔かおをした、モリサキの顔かおがあった。

「……森もり崎さき、先せん生せい？」

「しっかりしろ！」

　そう言いって、モリサキはアスナの身みを起おこした。

　自じ分ぶんがいるのが川かわのほとりで、もう既すでに日ひが昇のぼっていて、全ぜん身しんがびしょぬれだということに、アスナはようやく気きが付ついた。

「チビがいなければ、危あぶないところだったぞ……礼れいを言いっておくんだな」

「……チビ？」

　モリサキが視し線せんで示しめした先さきには、ミミがじっとアスナを見みつめて座すわっていた。

「そいつが案あん内ないしてくれたんだ」

「……その子こは？」

　アスナはモリサキが背せ負おっている少しょう女じょに気きが付ついて、尋たずねる。

「この子こも、あの怪かい物ぶつに追おわれていたんだ。成なり行ゆきで助たすけることになった」

　そう言いって、照てれ隠かくしのためだろうか、モリサキは中なか指ゆびで眼鏡めがねを押おし上あげた。

「とにかく、そこに火ひをおこそう。身体からだを温あたためなさい」

　焚たき火びにあたり、コーヒーカップになみなみとした白湯さゆをもらって、それでようやくアスナの意い識しきははっきりとしてきた。

「それで──クラヴィスを渡わたせと、彼かれはそう言いったのか？」

　アスナは昨さく晩ばんの出で来き事ごとをモリサキに伝つたえた。

　モリサキは深ふかく考かんがえ込こむように口くち元もとに手てをやり、

「君きみやこの子こを襲おそった連れん中ちゅうといい、我われ々われは歓かん迎げいされざる存そん在ざいのようだ」

　言いって、こちらはすっかり元げん気きになり、ミミとじゃれあっている少しょう女じょに目めを向むける。
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「さて、この子こはどうしたものかな」

　すると、少しょう女じょは自じ分ぶんが話わ題だいに上のぼったことがわかったのか、モリサキのもとへ走はしり寄よってきた。言こと葉ばは喋しゃべれないらしく、だあだあ言いいながら遠とおくを指ゆびさす。

「川かわ下しもか……」

　モリサキが言いったときだった。

「ぐ……うぅっ」

　小ちいさな悲ひ鳴めいが聞きこえて、アスナはようやく、シンが岩いわ陰かげに寝ねかされていることに気きが付ついた。

「シン！」

　叫さけびながら駆かけ寄よる。シンは肩かたから胸むねにかけて、ざっくりと肉にくを裂さかれていた。

「……そういえば、こちらがまだだったな」

　モリサキが歩あゆみ寄よってくると、シンは苦く痛つうに顔かおをゆがめながら跳はね起おきて、

「お前まえは！」

　言いって、一いっ気きにモリサキとの間ま合あいを詰つめる。

「アルカンジェリ！」

　モリサキの三歩ぽ手て前まえで立たち止どまり、短たん刀とうを手てに構かまえて、シンは言いう。

「クラヴィスを持もっているはずだ！　それを置おいてアガルタから去され！」

「なぜだ？」

　モリサキが静しずかに尋たずねる。

　シンはかぶりを振ふって、

「理り由ゆうなど知しるか！　それが俺おれの役やく目めだ！」

　叫さけぶなり、一いっ気きに残のこりの三歩ぽを駆かけた。

「クラヴィスを渡わたせ！」

　しかし、その動うごきにはあまりにもキレが欠かけていた。モリサキは短たん刀とうの一いち撃げきを軽かるく避よけると、いつの間まにか手てにしていた銃じゅうでシンの頸けい部ぶを殴なぐりつけた。シンはあっさりと地じ面めんに倒たおれ伏ふす。

「シン！」

　シンに駆かけ寄よって、アスナはモリサキを睨にらみ付つけた。

　しかしモリサキはそれを気きにした風ふうもなく、

「あの子この指さした方ほう向こうに行いってみよう。集しゅう落らくがあるのかもしれない」

　アスナは、しかしこれだけは譲ゆずれないと思おもい、言いい放はなつ。

「この人ひとも、連つれていきます」

「……好すきにしなさい」

　モリサキはカバンから包ほう帯たいと消しょう毒どく薬やくを取とり出だして、アスナに投なげて渡わたした。

　アスナはシンの傷きずの消しょう毒どくをし、包ほう帯たいをしっかりと巻まきながら、

（そういえば、シュンくんの腕うでにも、スカーフを巻まいたっけ……）

　そんなことを、思おもった。
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　シンの乗のってきた馬うまが、役やくに立たった。

　馬うまは、よほど飼かい主ぬしに忠ちゅう実じつなのか、気きを失うしなって倒たおれていたシンのそばにいたのだとモリサキは語かたった。馬うまが賢かしこい動どう物ぶつであるということはアスナも知しっていたが、それほどまでとは思おもっていなかったので、少すこしびっくりした。

　その馬うまの背せに、気きを失うしなったままのシンと少しょう女じょを乗のせて、モリサキとアスナは川かわ下しもへ向むかって歩あるいていった。

　およそ数すう時じ間かんを歩あるき、そろそろ疲ひ労ろうが色いろ濃こくなってきたところで、眼がん下かに、川かわと壁かべに囲かこまれた集しゅう落らくが広ひろがっているのが見みえた。

　それは、アガルタに来きてから今いままでに見みてきた廃はい墟きょとは、明あきらかに異ことなっていた。

　立たち並ならぶ木もく造ぞうの家いえ々いえからは、炊すい事じのものだろうか、あるいは暖だんを取とるためのものであろうか、あちらこちらから煙けむりがあがっていたし、風かぜを利り用ようして何なにかをしているらしい巨きょ大だいな風ふう車しゃが稼か働どうしている様よう子すが見みて取とれた。外がい壁へきの手て前まえには田た畑はたが広ひろがり、そこに暮くらしている人ひと々びとの息いき遣づかいをはっきりと感かんじ取とることができる。

「人ひとがいる……」

　アスナのつぶやきに、モリサキもうなずいた。

「初はじめての生いきた村むらだな。用よう心じんして行いこう」

　馬うまを引ひいた二人ふたりが集しゅう落らくに近ちか寄よっていくと、田た畑はたで働はたらいていた人ひとたちがそれに目めをとめて、慌あわてて集しゅう落らくの中なかへと引ひっ込こんでいった。慌あわただしく何なにかが動うごく気け配はいがあって、どうやら平へい穏おん無ぶ事じにはいかないだろう、と思おもわれた。

　すぐに集しゅう落らくの奥おくから、馬うまに乗のった屈くっ強きょうな男おとこたちが三人にん、こちらに向むかって走はしってきた。揃そろいの白しろいマントを羽は織おっているところを見みるに、自じ警けい団だんか何なにか、組そ織しきに属ぞくしている人にん間げんなのだろう。それか、村むらの偉えらい人ひとなのかもしれない。

　男おとこたちが来くると、村むら人びとたちは誰だれもが道みちを空あけた。

「皆みな、下さがりなさい！」

　そして、男おとこたちの声こえに従したがって、村むらの人ひと々びとが外がい壁へきの奥おくへと引ひっ込こんでいく。

　と、モリサキの助たすけた少しょう女じょが馬うまから飛とび降おりて、男おとこたちに向むかって嬉うれしそうに走はしっていった。

　それを見みて男おとこたちが何なにかぼそぼそと会かい話わを交かわしたが、アスナには聞きこえなかった。

　代かわりに、

「止とまれ！」

　一いっ喝かつされて、アスナたちはその場ばで立たち止どまる。

　代だい表ひょう格かくらしい男おとこが、ゆっくりとアスナたちのもとへやってくる。

　モリサキがアスナと馬うまをかばって、一歩ぽ前まえに出でた。

　男おとこは、威い厳げんのある声こえで言いった。

「村むらの子こを届とどけてくれたこと、礼れいを申もうし上あげる。だが、そなたたちは地ち上じょう人びとである。アモロートの村むらは、地ち上じょう人びとを受うけ入いれることはできぬ。どうかお帰かえり願ねがいたい」

　モリサキはどうやら言こと葉ばに迷まよっていたようだったが、アスナはこれだけは何なんとかしなければならないと思おもい、勇ゆう気きを出だして声こえをあげた。馬うまの上うえに横よこになったシンを示しめし、

「せめてこの人ひとだけでも、診みていただけませんか!?　怪け我が人にんなんです、熱ねつがあって」

　すると、男おとこたちが小ちいさな声こえで、

「……カナンの村むらの者ものだぞ」

「なぜアガルタ人びとが地ち上じょう人びとと」

　ぼそぼそと喋しゃべるのが耳みみに届とどいた。

　それから代だい表ひょうの男おとこが剣けんを抜ぬいて、

「ならん！　去され！」

　と叫さけんだ。

　──そんな、待まってください！

　アスナは言いいかけたが、モリサキがかぶりを振ふって、立たち去さろうとした。

　そこへ、

「待まってくれ」

　声こえをかけてきたのは、一人ひとりの老ろう人じんだった。

　長ながいひげをたくわえた白はく髪はつの老ろう人じんは、少しょう女じょを優やさしく抱だき上あげて、

「マナ、よく戻もどった」

　それから男おとこたちの横よこに並ならび、アスナたちに向むけて言いう。

「村むらの非ひ礼れいを許ゆるして欲ほしい。孫まごを救すくってくれた礼れいを、させてはもらえんか」

「しかし！」

　叫さけんだ男おとこに、老ろう人じんは穏おだやかに言いう。

「一いち夜や限かぎりじゃ。わしの顔かおを立たててはくれんか？」

「……」

　男おとこは渋しぶ々しぶといった様よう子すではあったが、剣けんを鞘さやへと納おさめた。

　そして、そのまま立たち去さっていく。

「こっちじゃ、村むらの中なかを通とおるには、そなたたちは目め立だちすぎる」

　そうして、アスナたち一いっ行こうは老ろう人じんの家いえへと案あん内ないされた。

　広ひろ々びろとした家いえにたどり着つくと、老ろう人じんはまずシンの怪け我がの手て当あてに取とりかかった。老ろう人じんの家いえにはさまざまな薬くすりの原げん料りょう──だと思おもわれるものがあった。それらをすりつぶしたり、混まぜ合あわせたりしてできた液えき体たいを、老ろう人じんはシンの傷きず口ぐちに丁てい寧ねいに塗ぬりつけた。

「じきに熱ねつは下さがるだろう。動うごけるようになるには今いましばらくかかるだろうが、死しにはしない。あまり心しん配ぱいなさるな」

　いまだ苦くるしそうに胸むねを上じょう下げさせているシンを見みながら、アスナは安あん堵どの息いきを吐はいた。

「よかった……お爺じいさんのおかげです」

　心こころから、そう思おもった。

　このお爺じいさんがいなければ、この村むらに入いれてもらうことすらできなかった。そのうえ、丁てい寧ねいに傷きずの手て当あてまでしてもらえたのだ。礼れいはいくら言いっても足たりない気きがした。

「夷い族ぞくにやられた傷きずじゃな？」

「……おそらくは」

「光ひかりと水みずを嫌きらう呪のろわれた種しゅ族ぞくじゃが、世せ界かいを今いまある姿すがたに保たもとうとする仕し組くみの一つでもある。だから奴やつらは『ものの交まじわり』を憎にくむのだ」

「ものの交まじわり……では、あの子こは」

　モリサキが言いうと、老ろう人じんはうなずいた。

「マナの父ちち親おやは地ち上じょう人びとじゃ。そういうことも、稀まれには起おきる」

「……試ためしたのか？」

　モリサキが鋭するどい眼がん光こうで老ろう人じんを見みつめていた。

　老ろう人じんはゆっくりと、再ふたたびうなずいた。

「無む論ろん、わしは望のぞまなかったが」

「？　どういうことです？」

　アスナには状じょう況きょうが吞のみ込こめない。アスナとて頭あたまの回かい転てんは速はやいほうであったが、モリサキのそれは経けい験けんや体たい験けんに裏うら打うちされていた。洞どう察さつ力りょくが鋭するどい、と言いってもいいだろう。

　モリサキは中なか指ゆびで眼鏡めがねを押おし上あげ、

「昨日きのう、俺おれは遺い跡せきのような場ば所しょであの子こを保ほ護ごすることになった。考かんがえてもみろ。俺おれたちはここに来くるまで何なん時じ間かん歩あるいた？　あんな子こどもが一人ひとりで迷まよい込こむような場ば所しょじゃない」

　そこまで言いわれれば、アスナでも察さっしはついた。

　重おもい気き持もちになりながら、

「……それじゃあ」

「ああ。夷い族ぞくの現あらわれる土と地ちにわざと置おいてきて、無ぶ事じに戻もどってくるかどうか試ためしたのだろう。世せ界かいに認みとめられる存そん在ざいなのかどうか、テストするために」

　老ろう人じんは肯こう定ていも否ひ定ていもしなかった。ただ、

「ついてきなさい」

　そう言いって、部へ屋やを出でていく。

　木もく造ぞう建けん築ちくの老ろう人じんの家いえは非ひ常じょうに広ひろく、あちこちに民みん族ぞく的てきな布ぬのの織おり物ものや何なにかが飾かざってあるのが印いん象しょう的てきだった。アガルタ文ぶん化か、と言いってもいいのかもしれない。

「地ち上じょう人びとの来らい訪ほうは、我われ々われにとってよい兆きざしではない」

　アスナとモリサキの前まえを歩あるきながら、老ろう人じんは続つづける。

「かつて、地ち上じょうの王おうや皇こう帝ていたちは、数すう百ひゃく年ねんにわたり、アガルタから富とみや技わざを奪うばい続つづけてきた。王おうたちが地ち上じょうを支し配はいするためには、アガルタの知ち識しきや財ざい宝ほうが必ひつ要ようだったからじゃ。その代かわりに彼かれらが持もち込こんだのは、数かず知しれぬ争あらそいだった。地ち上じょうのどこよりも壮そう麗れいだった都と市しは全すべて滅ほろびた。我われらは次し第だいに減へり、今いまやいくつかの村むらが残のこるのみ。だから我われ々われはクラヴィスによって扉とびらを閉とじ、地ち上じょうからは入はいれぬように鍵かぎをかけたのじゃ」

　老ろう人じんは思し慮りょ深ぶかげにモリサキを見みて、

「御ご仁じんを書しょ庫こに案あん内ないしよう」

　それからアスナを見みやった。

「お嬢じょうさんはそちらで、夕ゆう食しょくの準じゅん備びを手て伝つだってもらえるかな」

「……はい」

　正しょう直じき、自じ分ぶんももう少すこし老ろう人じんの話はなしを聞きいていたかったけれど、それは気き持もちのいい話はなしではないと思おもわれた。だとすれば、そんなものを聞きいているよりも、料りょう理りでもして気き分ぶん転てん換かんをしたほうがいいのかもしれない。

　そんなことを思おもいながら示しめされた部へ屋やに入はいると、先さきほどのマナという少しょう女じょが豆まめの筋すじを取とっているところだった。いつの間まにこの屋や敷しきにやってきていたのか、その傍かたわらにいたミミが肩かたに飛とび乗のってくる。

「だぁ！」

　マナはアスナのもとに駆かけ寄よってくると、その手てを引ひいてテーブルへと向むかった。

　料りょう理りは、基き本ほん的てきには、地ち上じょうのものに似に通かよっていた。

　最さい初しょに行おこなった作さ業ぎょうは、何なにかの肉にくと野や菜さいを刻きざんだものを餃ぎょう子ざの皮かわのようなものに包つつむことであったし、その次つぎに頼たのまれたのはオオネと呼よばれる──大だい根こんによく似にた野や菜さいを切きることだった。そのどちらも、アスナにとっては手て慣なれた作さ業ぎょうであった。

「こら、ちょっと、ミミ」

　アスナが剝むいているオオネの皮かわに興きょう味みをもったのか、ミミがじゃれついてきた。それを軽かるくたしなめると、いつの間まに部へ屋やに戻もどってきていたのか、老ろう人じんが快かい活かつに笑わらった。

「ヤドリコが地ち上じょう人びとに、これほど懐なつくのを見みたのは初はじめてじゃ」

「ヤドリコ？　猫ねこのことですか？」

　アスナが聞きくと、老ろう人じんは自じ分ぶんも野や菜さいの皮かわを剝むき始はじめながら、

「神かみの子この宿やどった動どう物ぶつのことじゃ。人ひとと共ともに育そだち、役やく目めを果はたした後のちはケツァルトルの一いち部ぶとなり、いつまでも生いき続つづける」

「神かみ様さま……」

　そんなことがあるわけがない。

　アスナはそう思おもった。

　だってミミは、アスナが子こどもの頃ころから一いっ緒しょに育そだってきた、猫ねこなのだ。間ま違ちがわれるとすれば、耳みみが少すこし尖とがっているためにキツネや何なにかと思おもわれる程てい度どで、神かみ様さまだなんてことがあるわけがない。

「よかったね、ミミ。そんな立りっ派ぱな動どう物ぶつと間ま違ちがえてもらえて」

　ミミは、にゃおん、と応こたえた。

「さて」

　老ろう人じんは鍋なべを火ひにかけてから、マナを抱だき上あげた。

「料りょう理りができるまでの間あいだに、マナをお風ふ呂ろに入いれてやってくれんか」

　アスナの顔かおが、驚おどろきと喜よろこびがごちゃまぜになったものに変かわる。

「お風ふ呂ろ!?」
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　不ふ思し議ぎなことだが、アガルタのお風ふ呂ろは日に本ほん式しきのお風ふ呂ろとそっくりだった。石いしでできた浴よく槽そうに湯ゆを張はったもので、香こう草そうらしきものを浮うかべてある他ほかはアスナが普ふ段だん入はいっている風ふ呂ろと大たい差さないと言いってよかった。

「ふううう」

　肩かたまでお湯ゆに浸つかって深ふかく深ふかく息いきを吐はき出だすと、アガルタにやってきてからの長ながい旅たび路じでたまっていた疲つかれが抜ぬけていくような気きがする。

「お風ふ呂ろってすごいねえ」

　アスナが言いうと、マナがきょとんとした顔かおをした。

「命いのちの洗せん濯たく、っていう気きがする」

　なんて言いっても、マナにはまだわからないか。

　アスナはそう思おもう。

　世せ界かいには湯ゆ船ぶねに浸つかる習しゅう慣かんのない国くにもあると聞きく。そんな国くにに生うまれなくて本ほん当とうによかった、とアスナは思おもう。お風ふ呂ろは身体からだと心こころを同どう時じに癒いやしてくれる。

　ともあれ、

「それじゃ、マナ、洗あらってあげないとね」

　シャンプーやリンスまでは望のぞめなかったが、アガルタ式しきのせっけんのようなものを使つかって、マナと自じ分ぶんの髪かみの毛けと身体からだを洗あらった。

　充じゅう分ぶんに温あたたまってから、老ろう人じんの用よう意いしてくれたアガルタ様よう式しきの服ふくへと着き替がえた。チベットあたりの（多た分ぶん、アスナの記き憶おくが間ま違ちがっていなければ、だ）民みん族ぞく服ふくに似にた、ゆったりとした感かんじの、簡かん素そな布ぬのの服ふくだった。今いままでは川かわの水みずなどで洗あらうしかなかった洋よう服ふくを、ようやく洗せん剤ざいで洗あらうことができたので、服ふくは全すべて乾かん燥そう待まちなのであった。

　と、アスナの着き替がえを待まちきれなかったのか、マナがろくに身体からだも拭ふかないまま、脱だつ衣い所じょから飛とび出だしていった。

「こら、マナ、待まちなさい！」

　マナを追おって居い間まを通つう過かしようとして、アスナはモリサキとぶつかりそうになった。

「あ、先せん生せい」

　アスナは上じょう機き嫌げんに、くるりと回まわって見みせた。

「どうですか？　この服ふく、お爺じいさんに借かりたんです」

　アスナだって女おんなの子こである。ここしばらくですっかり「普ふ通つう」になってしまった薄うす汚よごれた自じ分ぶんではなく、綺き麗れいになって、新あたらしい服ふくを着きた自じ分ぶんを褒ほめてもらいたかった。

　だが、モリサキはしばらく、物もの珍めずらしいものを見みるような目めでアスナの全ぜん身しんを眺ながめて、

「似に合あってはいないな」

　とだけ言いい残のこして、立たち去さっていった。

「……もう、何なによ、それ」
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　アスナが風ふ呂ろから出でて一ひと息いきつく頃ころには、夕ゆう食しょくの支し度たくができていた。

　並ならべられた椀わんや皿さらの数かず々かずを見みて、感かん動どうしないわけにはいかなかった。何なにしろここしばらくの間あいだ、食しょく事じといえば焚たき火びを囲かこんで木この葉はを皿さらとして使つかうぐらいが精せい一いっ杯ぱいのものしかできなかったのだ。「まともな料りょう理り」はそれだけでごちそうだとしか思おもえなかった。

「いただきます！」

　アスナは言いって、肉にく団だん子ごのようなものを口くちに放ほうり込こみ、茶ちゃ碗わんからご飯はんをかきこんだ。

　美味おいしかった。

　この世よにこれ以い上じょうに美味おいしいものなんかないとまで思おもった。

　思おもわず、目めの端はしから涙なみだがこぼれた。

「……泣なかずに食たべなさい」

「だって、美味おいしくて」

　どれもこれも、本ほん当とうに、本ほん当とうに美味おいしかった。
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　そんなアスナをよそに、モリサキは落おち着ついた様よう子すで食たべ物ものを飲のみ下くだしてから、

「ご老ろう人じん」

　と言いった。食しょく事じの音おとだけが続つづいていた室しつ内ないに、一いっ瞬しゅん、沈ちん黙もくが降おり立たった。

「……」

「私わたしの、先さきほどの質しつ問もんには答こたえてはいただけないだろうか」

　先さきほどの質しつ問もん？

　アスナが思おもっていると、老ろう人じんは答こたえた。

「アガルタでは、死し者しゃの復ふっ活かつは禁きんじられておる」

　死し者しゃの復ふっ活かつ。

　そうだ、そういえば、忘わすれかけていたけれど──私わたしたちは、そのためにこんなに辛つらい旅たびを続つづけてきたのだ。それを忘わすれかけるなんて、なんて間ま抜ぬけなことだろうと思おもう。

　モリサキは鋭するどく、

「禁きんじられているということは、できるということですね」

　なるほど。たしかにそうだ、とアスナは思おもう。できないことならば、はじめから禁きん止しする理り由ゆうなんかない。できるからこそ、禁きんじられるのだ。

　死し者しゃの復ふっ活かつを。

　──シュンくんを、生いき返かえらせることが、できるのだろうか？

　アスナは期き待たいと不ふ安あんを胸むねに、老ろう人じんの次つぎの言こと葉ばを待まった。

　老ろう人じんは茶ちゃを湯ゆ飲のみに注そそぎながら、

「生せいも死しも、もっと大おおきなものの流ながれの一いち部ぶに過すぎない。流ながれをさえぎるようなことは人にん間げんには許ゆるされておらん。それは誰だれの幸こう福ふくも呼よびはしない」

　モリサキはしかし、そんなことで引ひき下さがりはしなかった。

　ここまで来きてモリサキはようやく、十年ねん間かんの努ど力りょくが結けつ実じつする瞬しゅん間かんの、その尻しっ尾ぽを捕とらえようとしていたのだから。

「何なにに許ゆるしを請こうというのです！　その程てい度どの文もん言ごん至し言げんなど、地ち上じょうにも溢あふれている！　私わたしが知しりたいのは、失うしなった人にん間げんにどこでどうやって再さい会かいできるのか。それだけです！」

　老ろう人じんはしばし目めを閉とじた。

　アスナにとっても重おもい重おもい沈ちん黙もくの間まがあった。

　やがて老ろう人じんは顔かおをあげて、

「死し者しゃを悼いたむのは正ただしいことだが、死し者しゃと己おのれを憐あわれみ続つづけるのは間ま違ちがっている。自じ身しんの迷めい妄もうに御ご仁じんは、年とし端はも行いかぬ少しょう女じょを巻まき込こんでいる」

「アスナがここにいるのはアスナの意い志しだ！」

「あ、あの、私わたし──」

「ただ何なにかを仰あおぎ見みるだけ！　あなたたちはそうやって、二千年ねんもの間あいだ、穴あな蔵ぐらに閉とじこもってきた！　だから滅ほろびるんだ！」

「……」

　老ろう人じんは、しばし黙もっ考こうしていたようだったが、

「お嬢じょうさんや」

　唐とう突とつに、アスナに向むかって言いった。

「すまないが、少しょう年ねんの様よう子すを見みてきてくれないだろうか」

　席せきを外はずせと言げん外がいに言いわれていることぐらい、アスナにもわかった。

　自じ分ぶんも話はなしを聞ききたいという気き持もちもある。

　だが、それはワガママなのだろう。

「行いってきなさい」

　モリサキにも言いわれて、アスナは立たち上あがる。

　言いわれたとおりに、シンの寝ねている部へ屋やへと向むかい──その扉とびらの前まえで立たち止どまって、ポケットにしまってあったコンパクトを見みつめ、前まえ髪がみを整ととのえなおした。

　どうしてそんなことをしたのかは、自じ分ぶんでもよくわからなかった。

　扉とびらをそっと開あけて、中なかに入はいる。

　シンは眠ねむっていたが、アスナが部へ屋やに入はいっていくとすぐに目めを覚さまして、

「その格かっ好こう」

　と言いった。

　どきりとする。

　自じ分ぶんがいつもと違ちがう服ふくを着きていることに、すぐに気きが付ついてくれた。それが少すこしだけ嬉うれしかった。モリサキは似に合あわないと言いったけれど、それは単たんにアガルタの服ふくを見み慣なれていないせいだろう。シンはなんと言いうだろう──

「似に合あってないな」

　期き待たいしていた分ぶん、腹はらが立たった。

「何なによ！　その言いい方かた！」

　頬ほおをふくらませて怒ど鳴なりつけると、シンはおかしそうに笑えみを浮うかべた。

　それから、す、と真面目まじめな表ひょう情じょうになって、シンは言いう。

「なぜ助たすけた？」

「え……？」

「なぜ、俺おれを助たすけた？」

　どうして、助たすけたか？

　そんなの、怪け我がしてる人ひとが目めの前まえにいたら助たすけるのが当あたり前まえだし──

「シンだって、私わたしを助たすけてくれたじゃない」

　アスナが言いうと、シンはいきなり激はげしい声こえで、

「俺おれは兄あにの尻しりぬぐいをさせられているだけだ！」

「シュンくんの……」

　シンはシュンが地ち上じょうに持もっていったクラヴィスを取とり戻もどしてくるのが役やく目めだと言いっていた。おそらくはそのことを言いっているのだろう。

　シンは、無む理り矢や理りに身体からだを起おこそうとする──のだが、まるで見みえない力ちからでベッドに押おさえ込こまれているかのごとく、身体からだが持もち上あがらない。

「シン！」

　さすがに心しん配ぱいになって、アスナはシンの身体からだを支ささえようとした。のだが、シンに振ふり払はらわれてしまう。しかしシンもそのまま起おきあがることはできず、

「っ！」

　小ちいさく悲ひ鳴めいをあげて、ベッドに倒たおれ込こんだ。

「まだ無む理りしちゃ駄だ目めだよ」

「お前まえたちは、ここにいちゃいけないんだ」

　シンの前まえ髪がみが乱みだれ、その瞳ひとみを隠かくしていた。

　だから、そのときシンがどんな表ひょう情じょうをしていたのか、アスナにはわからない。

「俺おれも、夷い族ぞくにお前まえを殺ころさせてから、クラヴィスを奪うばうべきだった。──いや、そもそも、地ち上じょうでアルカンジェリ共とも々ども殺ころすべきだった！」

　アスナには何なにも言いえない。

　何なにがショックなのか、よくわからなかったけれど──

　シンがそんなことを言いうのが、ものすごく嫌いやだった。

「……出でて行いってくれ」

「シン……」

「出でてけ！」

　シンが叫さけび──

　アスナはおとなしく退たい室しつした。

　気き持もちが落おち込こんでいて、暗くらいもやもやが胸むねの奥おくに渦うずを巻まいているようだった。

　居い間まへと戻もどると、それを待まっていたのか、モリサキが話はなしかけてきた。

「明日あしたは早はやく出しゅっ発ぱつする。早はやめに寝ねておきなさい」

　それだけを言いい残のこして、モリサキはあてがわれた寝しん室しつへと消きえていった。

「……」

　気き分ぶんがざらついて、誰だれかと話はなしをしたくて、老ろう人じんの部へ屋やに向むかった。

　老ろう人じんは、夕ゆう食しょくの片かた付づけをしている最さい中ちゅうだった。

　その背せ中なかをこちらに見みせたまま、

「すまないね」

　と言いった。

「地ち上じょう人びとを長ながくかくまうわけにはいかないのだ」
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　アスナがベッドに入はいって、眠ねむれないままでいると、ミミがちょこちょこと部へ屋やに入はいってきた。夜よるの灯あかりを受うけてか、その瞳ひとみが緑みどり色いろに輝かがやいていた。

　静しずかにアスナの頬ほおを流ながれる涙なみだを、ミミが優やさしくなめとった。
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　シンはベッドに横よこたわったまま、一人ひとり、自じ由ゆうに動うごくほうの腕うでで顔かおを隠かくしながら──

　一ひと筋すじ、涙なみだを流ながした。

　つぶやく。

「兄にいさん……」
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　老ろう人じんは一人ひとり、暖だん炉ろの前まえで、パイプを吹ふかしていた。

　ノックの音おとが、きっちり三回かいあった。

　続つづけて、声こえ。

「ご老ろう人じん。夜や分ぶんに申もうしわけありませんが」

　老ろう人じんは、その来らい訪ほうを予よ期きしていたかのごとく、

「入はいりなされ」

　と応こたえた。モリサキは、扉とびらを開あけて室しつ内ないに入はいった。

「何なんの用ようじゃね」

「確かく認にんしておきたいことが、二点てんほど」

　モリサキは先さきを続つづけようとしたが、

「まあ、そこにかけなされ」

　老ろう人じんに促うながされて、椅い子すに腰こしを下おろす。

「茶ちゃでも飲のむかね？」

「結けっ構こうです」

　モリサキは失しつ礼れいにならないように意い識しきした口く調ちょうで老ろう人じんの申もうし出でを断ことわり、

「先さきほど、夷い族ぞくはものの交まじわりを嫌きらうという話はなしを伺うかがいました」

　と切きり出だした。

　それだけで、老ろう人じんはモリサキの言いおうとすることを察さっしたようだったけれど、結けっ局きょくは何なにも言いわず、モリサキは先さきを続つづけた。

「あの少しょう女じょは、アガルタ人びとと地ち上じょう人びとの間あいだに生うまれたからこそ、襲おそわれたのだと」

「……お主ぬしの聞ききたいことはわかるが」

　老ろう人じんはパイプの火ひを落おとすと、立たち上あがった。

「それを知しっても、誰だれも幸こう福ふくにはならん」

「……」

　モリサキはしばし黙もっ考こうしていたが、やがてうなずいた。

「そうかもしれませんね」

　そして、胸むな元もとからタバコを取とり出だし──

「──ああ、吸すっても？」

「構かまわんよ」

　モリサキはタバコに火ひをつける。

　ゆっくりとそれを吸すい、紫し煙えんをくゆらせながら、

「先さきほどからひっかかっていた点てんが、もう一つあるんです」

「……何なんじゃね」

「夕ゆう食しょくのときの話はなしです。ご老ろう人じん、あなたは死し者しゃの復ふっ活かつに対たいして、誰だれの幸こう福ふくも呼よばないと言いった。あのときは頭あたまに血ちが上のぼっていて気きが付つかなかった。ですが、冷れい静せいになって考かんがえればそこに違い和わ感かんがあることに気き付づかざるを得えないのです」

　モリサキは、そして、言いった。

「禁きん忌きを破やぶった人にん間げんがいるんですね？　私わたしは、その人にん間げんと会あいたい」
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　夜よが明あけた。

　アスナとモリサキは、老ろう人じんに連つれられて、村むらの船ふな着つき場ばにやってきていた。

「これに乗のっていくといい」

　老ろう人じんはそう言いって、カヌーのような舟ふねを提てい供きょうしてくれた。

　アスナが黙だまって老ろう人じんに抱だきつくと、老ろう人じんはその背せをぽんぽんと叩たたいた。

「まるで娘むすめが戻もどってきたような時じ間かんだったよ」

　それはアスナだって同おなじだ。

　アスナは祖そ父ふ母ぼを知しらない。だけれども、祖そ父ふがいればこんな感かんじなのではないかと感かんじていたから、この別わかれがとても辛つらかった。

　いや、ともすればそれは、そうではなかったのかもしれない。

　単たんに、アガルタにやってきてからずっと触ふれることのできなかった──モリサキを除のぞいては──人ひとの温ぬくもりに触ふれることができたこと。それが大おおきかったのかもしれない。

　だから、その温ぬくもりから離はなれるのが辛つらかったのかもしれない。

　今いまのアスナには、自じ分ぶんの心こころが本ほん当とうはどちらなのか、判はん別べつはつかなかったけれど。

「お爺じいさん……マナも、元げん気きで」

　アスナはそう言いって、老ろう人じんの次つぎにマナを抱だきしめた。

　老ろう人じんはその様よう子すを慈いつくしみの目めで見みつめ、それからモリサキに向むかって言いう。

「まずは一いっ昼ちゅう夜やほどで、御ご仁じんの望のぞむ人じん物ぶつの住すんでいる村むらにつく。それからさらに一いっ昼ちゅう夜やほどで舟ふねは湖みずうみに達たっするだろう。そこから御ご仁じんらの目め指ざす地ちは近ちかい」

「何なにもかも感かん謝しゃいたします」

　昨さく夜や、夕ゆう食しょくの後あと、この二人ふたりの間あいだにいかなる会かい話わがあったのだろうか。

　アスナは少すこしだけそれを疑ぎ問もんに思おもい、

「アスナ」

　モリサキに呼よばれて、舟ふねに乗のり込こんだ。

　まだ別わかれを惜おしむ時じ間かんは欲ほしかったけれど、それを求もとめていてはいつまで経たっても出しゅっ発ぱつできない気きもした。そう思おもうとモリサキの非ひ情じょうとも言いえる態たい度どにも納なっ得とくがいった。もしかしたら、モリサキ自じ身しん、寂さびしさを感かんじているのかもしれないと思おもった。

　アスナは振ふり返かえり、

「ミミ、おいで」

　マナの頭あたまの上うえに乗のったミミに言いうのだが──

　ミミはにゃおんと鳴なくだけで、マナの頭あたまの上うえから動うごかなかった。

　アスナが焦しょう燥そうにも似にた思おもいでミミを見みつめていると、

「その子こは自じ分ぶんの役やく目めを果はたしたのかもしれんな」

　と、老ろう人じんが言いった。

「え……」

　老ろう人じんは昨日きのうから変かわらない穏おだやかな口く調ちょうで、

「ヤドリコの行おこないを人ひとが決きめることはできんのだよ」

　……ヤドリコ。

　ミミはそんな立りっ派ぱなものじゃない。はずだ。

　ただの猫ねこなのだ。なのに──

「そんな……ずっと一いっ緒しょだったじゃない！　ミミ！」

　アスナの悲ひ痛つうな叫さけびにも、ミミは動うごこうとしない。
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　そして、今こん度どもその未み練れんを断たち切きったのはモリサキだった。

「……アスナ。どうやら、受うけ入いれるしかない。ご老ろう人じん、どうか、頼たのみます」

　舟ふねはゆっくりと動うごき出だす。

　アスナの思おもいなど無む関かん係けいに。

「ミミ！」

　今いまからでも。

　今いまからでも舟ふねに飛とび乗のってくれば間まに合あうのに。

　そう思おもって呼よびかける。

「ミミ！」

　しかし、ミミはやはり、じっとこちらを見みつめるだけだった。

「先せん生せい、待まって！　だって！」

　ミミの姿すがたが遠とおくなっていく。

　遠とおく──なって、いく。

「……マナ！　ミミをお願ねがい！　ミミ！　マナの言いうことをちゃんと聞きくんだよ！」

　そして──

「さよなら……」

　アスナの最さい後ごのつぶやきは、同おなじ舟ふねに乗のるモリサキにさえ聞きこえたかどうか。
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　それからの船ふな旅たびは順じゅん調ちょうだった。

　モリサキが静しずかに舟ふねをこぎ続つづけ、アスナたちは川かわ辺べにいくつかの村むらを見み、廃はい墟きょを見み、荒あれ地ちや草そう原げんを見みながら、川かわを下くだっていった。川かわの水みずは澄すんでいて、たくさんの魚さかなが泳およいでいるのを見みることができた。

「先せん生せい」

　その船ふな旅たびが数すう時じ間かんも続つづいた頃ころ、アスナは静しずかに呼よびかけた。

「……」

　モリサキは応こたえず、静しずかに舟ふねをこぎ続つづけていたが──

「授じゅ業ぎょうでしてくださった話はなし、覚おぼえていますか？　イザナギとイザナミの神しん話わ」

「──ああ」

　どうやらその会かい話わが気きになったのか、モリサキは舟ふねをこぐ手てを止とめて、舟ふねの縁ふちに腰こしを下おろし、懐ふところからタバコを取とり出だして火ひをつけた。

「私わたし、最さい後ごが気きになって、図と書しょ室しつで続つづきを読よんだんです」

　静しずかに、静しずかに、紫し煙えんが空くう気きへと溶とけていく。

「イザナギが地ちの底そこで見みたのは、腐くさって恐おそろしい形ぎょう相そうになってしまった妻つまでした。……それでも死しんだ人ひとを生いき返かえらせるのは、正ただしいこと……なんですか？」

　モリサキは質しつ問もんには答こたえなかった。

　あるいはモリサキ自じ身しんそれをはかりかねているのかもしれない。アスナはそう思おもう。

　モリサキはタバコをくゆらせながら、

「旅たびの終おわりは近ちかい。生せい死しの門もんで何なにを求もとめるかは、アスナ、自じ分ぶんで決きめなさい」

　自じ分ぶんで、決きめる。

　何なにを求もとめるか。

　それはシュンの蘇そ生せいであったのかもしれないし、父ちちの蘇そ生せいであったのかもしれない。だけれども、そのどちらでもない気きもした。

　だとすれば、そもそも自じ分ぶんは何なんのために旅たびをしているのだろうか。

　そんなことさえ、自じ分ぶんにはわからないのだ。
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　長ながい夜よるが来きて、それが過すぎ、朝あさになった。




　モリサキは小ちいさな船ふな着つき場ばを発はっ見けんすると、そこに舟ふねを停とめた。

「先せん生せい」

「なんだ？」

「聞ききそびれていましたけれど──先せん生せいの望のぞむ人じん物ぶつって、誰だれなんですか？」

　モリサキは舟ふねをもやいながら、

「この村むらに、実じっ際さいに人ひとを生いき返かえらせたことのある人じん物ぶつがいるらしい。文ぶん献けんを読よんできたし、老ろう人じんからも話はなしは聞きいたが、経けい験けん者しゃの話はなしを聞きくのが一いち番ばん参さん考こうになるからな」

　そう言いって、川かわ辺べから村むらへと向むかった。

　それはアモロートと比くらべればとても小ちいさな村むらだった。

　老ろう人じんから貰もらった外がい套とうを羽は織おり、アスナとモリサキは村むらに入はいっていった。

「申もうし訳わけない、我われ々われは『死し者しゃの復ふっ活かつ』についての研けん究きゅうをしている者ものなのだが」

　出で会あった村むら人びとにまずそう声こえをかけると、村むら人びとは途と端たんに表ひょう情じょうを曇くもらせた。

「すまないが、私わたしは何なにも知しらな──」

「いるんだろう？　この村むらに。死し者しゃを蘇そ生せいさせた者ものが」

　モリサキは強つよ気きに言いい放はなつ。

　そして、それはどうやら成せい功こうしたらしい──村むら人びとはうつむき、

「俺おれが喋しゃべったとは言いわないでくれよ」

　モリサキはうなずく。

「あの森もりの入いり口ぐちにある小こ屋やに住すんでいる女おんなに聞きくといい。それ以い上じょうは……」

「いや、充じゅう分ぶんだ。ありがとう」

　モリサキは村むら人びとにそう伝つたえると、さっさとその森もりの方ほう角がくへ歩あるき始はじめる。

「あの、先せん生せい」

「……なんだ？」

　アスナはこのとき、茫ぼう漠ばくとした不ふ安あんを抱かかえていたのだが──

　振ふり返かえったモリサキに、何なにを伝つたえればいいのかわからなかった。

「いえ……なんでもありません」

「行いくぞ」

　件くだんの家いえの場ば所しょは、すぐにわかった。

　他ほかの家いえ々いえは、木きでできた壁かべに囲かこまれて、外がい敵てきから身みを守まもるようにして建たっている。ただその家いえ一いっ軒けんだけが、仲なか間まはずれのように壁かべの外そとに建たっていたのだった。

「ふむ……どうにも訳わけありのようだな。いや、死し者しゃの蘇そ生せいという禁きん忌きを犯おかしたことが村むら人びとに知しれ渡わたっている以い上じょう、当あたり前まえのことなのかもしれないが」

「……」

　アスナは、その家いえを訪おとずれることに、やはり恐きょう怖ふのような感かん情じょうを抱いだいていた。

　それでもモリサキは躊ちゅう躇ちょしなかった。

　近ちかづいていくと、家いえの様よう子すがわかってくる。あばら屋やと言いったほうがいいような、本ほん当とうに人ひとが住すんでいるのか疑うたがいたくなるような家いえであった。

　扉とびらを三度どノックする。

「すまない、誰だれかいるだろうか」

　モリサキが言いうと、しばしの間まがあった後のちに、

「……なんでしょう？」

　警けい戒かい心しんを剝むき出だしにしたような、女おんなの声こえが返かえってきた。

「──あの」

　言いいかけたアスナを、モリサキが右みぎ手てで遮さえぎった。

「余よ計けいなことは言いわなくていい。黙だまっていてくれ」

「……はい」

　アスナは少すこしだけ不ふ満まんだったけれど、それでいいのだろうとすぐに思おもった。モリサキのほうが話はなしがうまいだろうと判はん断だんしたからだ。

「我われ々われは『死し者しゃの復ふっ活かつ』について研けん究きゅうをしている者ものだ。この家いえに住すむ人にん間げんが『死し者しゃの復ふっ活かつ』を実じっ際さいに行おこなったことがあると聞きいてやってきた。話はなしを聞きかせてはもらえないだろうか」

「……」

　返へん事じがくるまでに、数すう秒びょうの間まがあった。

「すみませんが、ここには死し者しゃの蘇そ生せいを行おこなったことのある者ものはいません」

　モリサキは、どん、と扉とびらを叩たたき、

「その事じ実じつはアモロートの村むらにまで知しれ渡わたっている！」

　声こえを荒あらげて言いってから──小ちいさくかぶりを振ふった。

「すまない。正しょう直じきに話はなそう」

　努つとめて声こえを平へい静せいに保たもちながら、続つづける。

「死し者しゃの復ふっ活かつについて研けん究きゅうをしている、などというのは噓うそだ。私わたしは自じ分ぶんの妻つまを生いき返かえらせたいと願ねがい、そのために情じょう報ほうを集あつめている」

「──」

　扉とびらの内うち側がわから、息いきを吞のむような気け配はいが伝つたわってきた。

「すまないが、話はなしを聞きかせてはもらえないだろうか」

　扉とびらが、きしむ音おとを立たてながらゆっくりと開ひらき、中なかから顔かおを覗のぞかせたのは、ひどく不ふ健けん康こうそうな白しろい肌はだの、二に十じゅう代だいほどの女じょ性せいだった。
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　家いえの中なかは、外がい見けん同どう様ように、ひどく荒あれ果はてていた。

　正しょう直じきに言いえば少すこし怖こわかったし、気き持もちも悪わるかったけれど、アスナはそれが表おもてに出でないように平へい静せいを装よそおった。女じょ性せいは腐くさりかけた木きの床ゆかに座ざ布ぶ団とんを敷しいて二人ふたりを座すわらせると、それと向むき合あって座すわった。モリサキはそれに対たいし、

「私わたしの名なは森もり崎さき竜りゅう司じといいます」

　と、名な乗のった。

「十年ねん前まえに失うしなった妻つまを生いき返かえらせるために、地ち上じょうからやってきました」

　モリサキが噓うそをつかなかったのはなぜなのか──アスナは、おそらく、この女じょ性せいに対たいする真しん摯しな気き持もちの表あらわれなのだろうと考かんがえた。

「地ち上じょう人びと……ですか」

「はい」

「先さきほどもお話はなししたとおり、ここには、死し者しゃを蘇そ生せいした人にん間げんはおりません」

　女じょ性せいは言いって、モリサキが何なにかを言いいかけたところで、先さきを続つづけた。

「ここにいるのは、恋こい人びとによって蘇そ生せいされた人にん間げんです」

　モリサキが、はっと息いきを吞のんだ。

　アスナは、一いっ瞬しゅんその意い味みを捉とらえかねる。

「死し者しゃの蘇そ生せいには、代だい償しょうが必ひつ要ようだということは、ご存ぞん知じでしょうか」

「……代だい償しょう？」

　女じょ性せいはうなずき、

「申もうし遅おくれました、私わたしの名なは、ナミといいます。恋こい人びとの名なは、イヴ。私わたしが死しんだのは、今いまからもう五年ねんも前まえになります」

　死し者しゃ自じ身しんから言こと葉ばを聞きくというのも、奇き妙みょうなものだとモリサキは思おもった。およそ地ち上じょうにいては経けい験けんのできないことではある。

「それで、その代だい償しょうというのは」

　モリサキが切きり出だすと、女じょ性せいは少すこしうつむいて、

「まず、死しを司つかさどる神かみは、無む償しょうで人ひと々びとを救すくう者ものではありません。そんなことをすれば、人ひと々びとは死しという概がい念ねんから解かい放ほうされ、大おおいなる生せい命めいの流ながれの妨さまたげとなるでしょう」

「ふむ」

　それは──

　そうなのだろう、とアスナは思おもった。

　死しのない世せ界かいなどというものがあったとしたら、世せ界かいは人にん間げんであふれてしまう。

　──実じっ際さいにはモリサキとナミはもう少すこし難なん解かいな話はなしをしているのだが、小しょう学がく六年ねん生せいのアスナにとってはその程てい度どの理り解かいが限げん界かいであった。

「そこで、死しというものから逃のがれるためには、大おおきな代だい償しょうが必ひつ要ようとなります。かつて──」

　ナミは一いち度ど言こと葉ばを切きって、

「かつて、地ち上じょうとアガルタがクラヴィスによって遮さえぎられる以い前ぜんには、地ち上じょうから多おおくの人にん間げんがやってきました」

「アガルタの知ち識しきと財ざい宝ほうを求もとめて」

　ナミの言こと葉ばを、モリサキが引ひき継つぐ。

「それについては、アモロートの老ろう人じんから伺うかがっています」

　早はやく本ほん題だいに入はいれとばかりに話はなしを急せかしているモリサキに対たいし、ナミはしかし、これも語かたっておかなければならないと考かんがえたのだろうか、ゆっくりと続つづけた。

「地ち上じょう人びとがアガルタに求もとめた大おおきな力ちからの一つに、不ふ老ろう不ふ死しがあります。それもまた、大おおきな代だい償しょうが必ひつ要ようだったからこそ、得えることのできた人にん間げんはいませんでした──数かず少すくない例れい外がいを除のぞいて」

「例れい外がい──不ふ老ろう不ふ死しを得えた人にん間げんがいるのか？」

　モリサキが驚おどろきの声こえをあげる──ナミはうなずいて、

「地ち上じょうに、そういった伝でん説せつはありませんか？　死しんだはずの偉い人じんが実じつは生いきていた、というような──」

　アスナは考かんがえる。

　ぱっと思おもい浮うかんだのは源みなもとの義よし経つね伝でん説せつで、次つぎに卑ひ弥み呼こもそうだったかもしれない、と思おもった。アスナにはそれぐらいしか思おもいつかなかったのだが、モリサキはうなずいて、

「確たしかに、いくつもの事じ例れいがあるな。日にっ本ぽん──私わたしの住すむ国くにだけでも事じ例れいには事こと欠かかないし、世せ界かいに目めを向むければそれこそ無む数すうに存そん在ざいしている」

「それらの全すべてが、本ほん当とうに不ふ老ろう不ふ死しを得えた人にん間げんなのかどうかは、証しょう明めいできません。しかし莫ばく大だいな代だい償しょうを払はらって実じっ際さいに不ふ老ろう不ふ死しを得えた人にん間げんは、いるのです」

　モリサキは多た少しょうイライラしたように、

「先さきほどから『代だい償しょう』という言こと葉ばが多おおく用もちいられているが、あなたは一いち度どもその内ない容ようについて口くちにしていない。一いっ体たい何なにを払はらわされるというのです」

「それは時ときと場ば合あい、人ひとによって異ことなります」

　ナミは言いって、どこか悲かなしそうな顔かおをした。

「私わたしたちは無む論ろん、不ふ老ろう不ふ死しを求もとめたわけではありません。けれども、死し者しゃの蘇そ生せいのために、あの人ひとは代だい償しょうを支し払はらったのです」

　モリサキは、一いっ瞬しゅんだけためらったようだった。

　しかし──結けっ局きょくは、尋たずねることにする。

「それが、ここにイヴさんがいないことに繫つながるわけですね？」

　ナミは、ゆっくりとうなずいた。

「代だい償しょうは、命いのちでした。あの人ひとは、私わたしを生いき返かえらせるために、自じ分ぶんの命いのちを投なげ出だしたんです」

　アスナは思おもう。

　それは、なんという残ざん酷こくなことなのだろう。連れん想そうしたのは、Ｏ・ヘンリーの「賢けん者じゃの贈おくり物もの」だった。もちろん、それが温あたたかい物もの語がたりであったのに対たいし、こちらは悲かなしすぎるほどに悲かなしく、むごいことではあったのだけれど。

「そんなもの、意い味みがないのに。あの人ひとのいない世せ界かいに生いきることに、何なんの意い味みがあるのでしょう──私わたしは、ただ」




「あの人ひとに、生いきていて欲ほしかっただけなのに」




[image: ]




　モリサキとアスナは、舟ふねに戻もどってきていた。

　あれから、二人ふたりとも黙だまったきりだったが──

　ぽつりと、アスナが漏もらした。

「人ひとを生いき返かえらせるということは、正ただしいことなんでしょうか」

「……」

　モリサキは答こたえない。

　アスナは、小ちいさく続つづける。

「その本ほん人にんが、望のぞんでいるかどうか、わからないのに」

「……それこそ」

　舟ふねをこぎ出だしながら、モリサキは言いった。

「生いき返かえらせてみないと、わからないことだ」
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　シンは、家いえの中なかに響ひびく泣なき声ごえに目めを覚さました。

　もう、身みを起おこすことができるようになっていた。身体からだには少すこしだるさが残のこっていたが、シンはベッドから起おき出だして、その泣なき声ごえのほうへと向むかっていった。

　老ろう人じんに見み守まもられて、マナが泣ないていた。

　その手ての中なかには、もう動うごかなくなったミミが丸まるまっていた。

　──死しんだのか。とシンは思おもう。

　アスナが知しったら、きっと悲かなしむだろう。

　老ろう人じんは穏おだやかに、優やさしく言いう。

「この世よでの役やく割わりを終おえ、次つぎの世せ界かいへ行いくときが来きたのだ。たくさん泣ないておやり。──あのお嬢じょうさんのためにも」

　マナが泣なきやむまで待まってから、老ろう人じんはマナとシンを連つれて、村むらの外そとにある草そう原げんへと連つれていった。どこまでも続つづく広ひろ々びろとした草そう原げんに、老ろう人じんが指さし示しめしたところにだけ岩いわの台だい座ざがあった。マナはそこへ走はしっていくと、ミミの遺い体たいを優やさしく横よこたえた。
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「じきにやってくるじゃろう」

　老ろう人じんが言いって、しばしの時ときが経たち──

　シンは、驚おどろきの声こえをあげた。

「あれは……ケツァルトル！」

　草そう原げんの彼方かなたからケツァルトルがゆっくりと歩あゆんできた。肌はだ色いろをした、人ひと形がたの──しかし人ひとよりも数すう倍ばいは大おおきな身体からだをしていた。その身体からだにはケツァルトル独どく特とくの不ふ思し議ぎな模も様ようが描えがかれていた。

「なんて古ふるい……」

　驚おどろきにつぶやくシンのことなど気きにも留とめず、ケツァルトルは台だい座ざのもとにたどり着つくと、ミミの遺い体たいを抱だき上あげ──

　その口くちの中なかへと放ほうり込こんだ。

　老ろう人じんはおごそかな口く調ちょうで言いう。

「ああやって、命いのちはもっと大おおきなものの一いち部ぶになるのだ」

「……アスナにも、そう思おもえるのでしょうか。大たい切せつな存そん在ざいが死しんでしまったのに」

　そのときシンが口くちにした言こと葉ばは、

　常つねなるアガルタ人びとならば、けっして口くちにはしないものであった。

「ご老ろう人じん、アガルタ世せ界かいは現げん世せでの命いのちの儚はかなさ、意い味みの乏とぼしさを知しりすぎている。だからこそ滅ほろびゆくのではないのですか？」

　シンが言いうと、老ろう人じんは少すこしだけ驚おどろいたように目めを見み張はり──

　すぐにゆったりとした笑えみを取とり戻もどして、

「そなたの未み熟じゅくさは、あの地ち上じょう人びとの男おとこによく似にている」

　と言いった。

　──俺おれが、アルカンジェリに？

　そう思おもうけれども、シン自じ身しんにだって、自じ分ぶんの言こと葉ばが純じゅん粋すいにアガルタで生せい活かつしてきたものならば発はっしないことだということぐらいはわかっていた。

　自じ分ぶんは、あの地ち上じょう人びとたちに影えい響きょうされているのだ。

「……っ！」

　シンは言こと葉ばを失うしない──

　そのときだった。

「あれは……！」

　村むらの入いり口ぐちでモリサキとアスナを迎むかえた三名めいの貫かん頭とう衣いの男おとこたちが、馬うまに乗のって走はしっていくのが見みえた。その様よう子すを見みつめていたシンは、すぐに気きが付つく。

　その腰こしにぶら下さがっている、物ぶっ騒そうなシロモノに。

「長なが筒づつを下さげている！」

　シンが言いうと、老ろう人じんはやれやれといった風ふうにかぶりを振ふって、

「彼かれらは殺ころしてでも地ち上じょう人びとを止とめるつもりか」

　そして、シンを見みる。

「そなたの負おうた役やく目めと同おなじじゃな」

　その通とおりだった。

　殺ころしてでもいいから地ち上じょう人びとを止とめなければならない。

　アガルタ世せ界かいの奥おくへ入はいってこられることを。

「……っ！」

　シンは走はしった。老ろう人じんの家いえに駆かけ戻もどると、馬うま小ご屋やの中なかですぐに自じ分ぶんの馬うまを発はっ見けんすることができた。飛とび乗のって、走はしり出だそうとしたところで、

「どうする気きじゃ！」

　老ろう人じんに声こえをかけられた。

　地ち上じょう人びとを止とめるのは自じ分ぶんの「お役やく目め」だから、自じ分ぶんがする。

　──そんなこと、考かんがえてもいなかった。

　自じ分ぶんが何なにをしたいのか、どうすればいいのか、どうするべきなのか。

　何なにもわからなかった。

　ただ、シンはかぶりを振ふった。

「わかりません！　……しかし！」

　かけ声ごえと共ともに、馬うまを走はしらせる。

　──アスナを放ほうっておくわけにはいかなかった。

　助たすけなければ。

　ただ、ただ、それだけを思おもい。

　振ふり返かえり、老ろう人じんに向むかって、シンは叫さけんだ。

「ご恩おんは必かならず返かえします！」

　シンが気き合あいと共ともに馬うまの手た綱づなを繰くると、馬うまは草くさを蹴け散ちらし、全ぜん速そく力りょくで走はしり始はじめた。
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　川かわはやがて細ほそくなっていき、岩いわ場ばで湖みずうみとなって終おわっていた。

　舟ふねは岩いわ場ばに乗のり捨すて、モリサキとアスナはその岩いわの斜しゃ面めんを登のぼっているところだった。

「この尾お根ねの向むこうだ」

　モリサキがアスナを振ふり返かえって言いった。

　もうすぐなんだ、とアスナは思おもう。

　この旅たびが、もうすぐ終おわる。

　この苦くるしい旅たびが、もうすぐ終おわる。

　なのに、なんで、こんなに「嬉うれしくない」のだろう──？

「夷い族ぞくが出でる前まえに急いそごう」

　モリサキが言いったとき──

　アスナがそれに気き付づいたのは、偶ぐう然ぜんだった。

「……」

「どうした？」

　聞きいてくるモリサキの声こえに一いっ瞬しゅんだけかき消けされたけれど、今いま、確たしかに──

「何なにか、聞きこえませんか？」

　モリサキは周しゅう囲いを見み回まわす。

　あたりには風かぜが吹ふき抜ぬける音おとぐらいしか聞きこえない。

　──いや。

　聞きき慣なれない、しかし、聞きけばすぐにわかる、

　馬うまの足あし音おとが近ちかづいてきていた。

　それは、意い外がいなほど近ちかくからの音おとだった。

　起き伏ふくの激はげしい岩いわ場ばだったために、接せっ近きんに気き付づくのが遅おくれたのだった──とはいえ、仮かりに早はやく気きが付ついていたとしても、何なにか手てを打うてたわけでもないのかもしれない。

　アモロートの村むらでモリサキとアスナを迎むかえたあの男おとこたちが、馬うまに乗のって姿すがたを現あらわした。

　穏おん便びんな用よう事じでないことぐらいは、見みてわかった。長ちょう銃じゅうで武ぶ装そうしている。モリサキはとにかく先さきへ進すすまなければと考かんがえて、

「アスナ、走はしれ！」

　促うながして、自じ分ぶんも走はしり始はじめた。

　急いそぎ、モリサキとアスナは斜しゃ面めんを登のぼる。

　そこへ、男おとこの一人ひとりが馬うまに乗のったまま、腰こしから長ちょう銃じゅうを抜ぬいて発はっ砲ぽうした。

　運うん良よく──と言いったほうがいいのだろう。銃じゅう弾だんは地じ面めんに当あたって石いしを弾はじいただけだった。あるいは、それは威い嚇かく射しゃ撃げきだったのかもしれないが。

　アスナはモリサキに手てを引ひかれて、手て頃ごろな岩いわの陰かげに隠かくれる。

　どうすればいいのだろう。

　さっぱりわからないアスナの前まえで、モリサキが懐ふところから拳けん銃じゅうを取とり出だした。

「隠かくれていなさい。すぐに済すむ」

　言いうなり、こちらからも発はっ砲ぽうする。

　弾だん丸がんの応おう酬しゅうがあった。

　互たがいの弾だん丸がんは、ぎりぎりのところで命めい中ちゅうしない。

「先せん生せい！」

　人ひとを殺ころしたりしたら駄だ目めだ。

　そんなことを言いおうとしたのがわかったのか、モリサキが短みじかく、

「奴やつらもこちらを殺ころすつもりだ！」

　と言いって、次つぎの弾たまを撃うとうとしたときだった。

　突とつ如じょ飛ひ来らいした短たん刀とうが、モリサキの銃じゅうを跳はね飛とばした。

　それは、まるきり予よ想そう外がいの方ほう向こうからの一いち撃げきだった。モリサキは避よけられなかったけれど、怪け我がもなかった。銃じゅうだけを正せい確かくに狙ねらった、見み事ごとな投とう擲てきだった。

「何なに!?」

　モリサキが叫さけび、アスナもまた、驚おどろきと共ともに見みやる──

「はっ！」

　──そこに走はしってきたのは、馬うまに乗のった、シンであった。

　シンは走はしる馬うまの勢いきおいを殺ころさぬままに飛とび降おりて着ちゃく地ち、モリサキの銃じゅうを跳はね飛とばした短たん刀とうを拾ひろい上あげ、それを構かまえて、

　モリサキとアスナをかばうように立たって、アモロートの兵へいと向むかい合あった。

「シン！」

「余よ計けいなことを！」

　アスナとモリサキがそれぞれ叫さけび──

　シンは、力ちから強づよい声こえでそれに応こたえる。

「誰だれも殺ころすな！　アガルタの憎にくしみを増ますだけだ！」

　シンは、自じ分ぶんたちを助たすけようとしてくれている？

　地ち上じょう人びとは殺ころしておくべきだった、とあのとき言いっていたのに。

　そのことが、とても、とても嬉うれしかった。

　向むかい合あうアモロートの兵へいたちが、馬うまから下おりた。

「カナンの村むらの者ものだな。なぜ地ち上じょう人びとをかばう」

「この二人ふたりはあなたたちの村むらの娘むすめを助たすけた！　恩おん義ぎがあるはずだ！」

「地ち上じょう人びとを野の放ばなしにすることは、滅ほろびの呼よび水みずとなろう。将しょう来らいに禍か根こんは残のこせぬ！」

　叫さけび、長ちょう銃じゅうを構かまえた男おとこに──

　シンは正しょう面めんから走はしりこんだ。

　銃じゅう撃げきを横よこへのステップで回かい避ひ、一いっ気きに間ま合あいを詰つめて、その銃じゅうを短たん刀とうで弾はじき飛とばす。男おとこは蹴けりでシンとの間ま合あいをわずかに離はなすと、自みずからも抜ばっ刀とうし、シンめがけて力ちから強づよい一いち撃げきを加くわえる。シンは短たん刀とうでそれを受うけ止とめ、軌き道どうを逸そらして回かい避ひする。

　一合ごう、二合ごう、三合ごう、

　男おとこの剣けんは重おもく、シンの短たん刀とうは軽かるい。

　ぶつかり合あう二人ふたりは互ご角かくに見みえて、徐じょ々じょにシンが押おされていく。

「シン！」

　叫さけびかけたアスナを、右みぎ手てでモリサキが制せいした。

　シンが叫さけぶ。

「借かりは返かえす！　行いけっ！」

　叫さけびながらの一いち撃げきが、今こん度どは男おとこの剣けんを押おし返かえした。重おもさでは負まけているが、速はやさではシンに分ぶがある。スピードを乗のせた攻こう撃げきは強きょう烈れつだった。けして負まけ戦いくさと決きまったわけではない──

　とにかく、今いまはシンの言いうことを聞きこう。そう思おもうアスナの手てを引ひいて、モリサキが男おとこの笑えみを見みせ、岩いわ場ばを登のぼり始はじめる。

　四合ごう、五合ごう、六合ごう、

　シンの短たん刀とうと男おとこの剣けんがぶつかり合あう。

　互たがいに一いっ歩ぽたりとも退ひかない。

　その横よこを、控ひかえていた別べつの男おとこが通とおり過すぎようとする──シンは男おとこの剣けんを短たん刀とうで受うけ止とめながら、その勢いきおいを利り用ようして跳ちょう躍やく、通つう過かしようとした男おとこの前まえに立たちはだかる。剣けんを抜ぬいて応おう戦せんしようとしてくる男おとこの顎あごに、シンの放はなった回まわし蹴げりが命めい中ちゅうした。男おとこが倒たおれ、シンは身みを翻ひるがえし、先さきほどの男おとことの戦せん闘とうに戻もどる。

　男おとこが、にやりと笑わらう。

「手て強ごわい」

「私わたしにやらせてください」

　控ひかえていたもう一人ひとりの男おとこが、馬うまから下おりて、剣けんを引ひき抜ぬく。

　シンは乱みだれてきた息いきを整ととのえ直なおしながら、その男おとこへの間ま合あいを詰つめる。
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　モリサキとアスナは、その闘たたかいを背はい後ごに、尾お根ねを登のぼり終おえた。

　橙だいだい色いろに染そまる空そらの下した、肩かたで息いきをするアスナの前まえで、モリサキが言いった。

「この世よの果はて、フィニス・テラだ」

　そこに広ひろがっていた光こう景けいは──

　遥はるか地ち平へい線せんまで続つづく、巨きょ大だいな、巨きょ大だいな、巨きょ大だいな、縦たて穴あなだった。

　モリサキはその縁ふちに下おりていく。

「急いそごう。彼かれの行こう為いを無む駄だにするな」

　アスナはモリサキについて下おりていくが──

　そこは正まさに断だん崖がい、真ま下したを見み下おろしても底そこが見みえず、どこまでもどこまでも岩がん壁ぺきが続つづくだけの絶ぜっ壁ぺきだった。

　絶ぜつ望ぼうがそこにあった。

　こんなの絶ぜっ対たいに下おりられない。アスナはそう思おもうのだが、モリサキは荷に物もつを下おろし、なんてことのない口く調ちょうで、

「身みを軽かるくしなさい。崖がけを下おりるぞ」

　と言いった。

　アスナは恐おそる恐おそる穴あなの中なかを覗のぞき込こむが──

　ロッククライミングのプロでも下おりられないのではないか。

　そんな風ふうに思おもったのは遥はるか後のちにこの穴あなのことを思おもい出だしたときのことで、このときのアスナが感かんじていたのは、ただただ純じゅん粋すいな、生せい命めいの根こん源げん的てきな感かん情じょう──恐きょう怖ふであった。

　足あしがすくんで立たっていられず、アスナはその場ばにへたりこむ。

「……無む理りです。どこか別べつの場ば所しょから、」

　アスナは言いいかけたが、モリサキはにべもなく、

「そんな暇ひまはない。日ひが落おちれば夷い族ぞくが出でる。行いこう」

「っ」

　モリサキが岩がん壁ぺきに手てをかけて、慎しん重ちょうに下おり始はじめる。

　アスナは急いそいで荷に物もつを下おろした。

「先せん生せい！」

　モリサキは岩がん壁ぺきを下おりていく。

　アスナもそれに続つづこうとし──

　穴あなの底そこから吹ふいてきた風かぜに吹ふき飛とばされそうになって、

「アスナ！」

　モリサキによって、ぎりぎりのところで助たすけられた。

　二人ふたりは、岸がん壁ぺきの上うえに戻もどってきた。

　アスナは全ぜん身しんに力ちからが入はいらず、地じ面めんに膝ひざをつきながら、

　こぼれ落おちる涙なみだを、我が慢まんできなかった。

　自じ分ぶんがこれほどまでに無む力りょくだと感かんじるのは、生うまれて初はじめてだったかもしれない。

　なんて情なさけないんだ、と思おもった。

　ここまで旅たびを続つづけてきたのに、そのゴールを目もく前ぜんにして、ゴールテープを切きることができない。それが悔くやしくて、でも無む理りなものは無む理りで、何なにもできなかった。

「アスナ」

　モリサキが呼よびかけ、

「……」

　ぼろぼろと涙なみだを流ながしながら、アスナは顔かおを上あげる。

　モリサキが、優やさしい声こえで言いう。

「よく聞ききなさい。君きみは狭はざ間まの海うみを越こえ、旅たびをして、世せ界かいのこれほど深ふかくまで来きた。この崖がけも必かならず越こえることができる。君きみは何なんのためにアガルタに来きたんだ」

　そのまなざしも、また、優やさしい。

　──まるで、娘むすめを見みつめる父ちちのように。

　しかし、アスナは、かぶりを振ふった。

　無む理りもない。

　大だいの大人おとなでも躊ちゅう躇ちょするような──というよりも、その賢けん明めいさをもって回かい避ひするような崖がけであった。わずか十一歳さいの少しょう女じょに挑いどめるような絶ぜっ壁ぺきではなかった。

「──私わたし、無む理りです。できません」

　それは、アスナがこの旅たびで初はじめて口くちにした、あきらめの言こと葉ばだった。
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　シンと男おとこの闘たたかいは続つづいている。

　しかし──

　シンと男おとこの間あいだには、二つの決けっ定てい的てきな差さがあった。

　いや、あるいは一つというべきか。

　何なにを言いうにもシンはまだ十一歳さいで、アモロートの男おとこはその三倍ばいは生いきてきた。

　体たい力りょく的てきにも、経けい験けん的てきにも、シンのほうが劣おとっていたのは確たしかだったのだ。

　シンの動うごきがわずかに鈍にぶった瞬しゅん間かんを、男おとこは見み逃のがさなかった。

　横よこ薙なぎの拳こぶしがシンの頬ほおを捉とらえ、シンは吹ふき飛とばされて、短たん刀とうを取とり落おとす。

　シンは地じ面めんを転ころがって、ぼろ切きれのように横よこたわる。

「もう止やめておけ。アガルタに居い場ば所しょを失うしなうぞ」

　剣けんを向むけてきた男おとこの言こと葉ばに。

　シンは、それでも、立たち上あがる。

「居い場ば所しょなど──」

　そして、シンは、拳こぶしを繰くり出だした。

「もとより、ない！」

　男おとこがその拳こぶしを受うけ止とめる。

　そして、男おとこはもう剣けんを振ふるわなかった。

　殴なぐり返かえしてきた拳こぶしを、シンはぎりぎりで避よけ、逆ぎゃくに二発はつ目め、三発ぱつ目め、四発はつ目めの拳こぶしを放はなつ。男おとこがそれをさばき、いなし、受うけ止とめる。
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「わかった」

　泣なき崩くずれるアスナの前まえで、モリサキは言いった。

「私わたし一人ひとりで行いく。クラヴィスを貸かしなさい。代かわりに君きみは、これを持もっていくんだ」

　モリサキに渡わたされたそれは、

　拳けん銃じゅうだった。

「川かわをさかのぼり、老ろう人じんのもとへ戻もどりなさい。夜よるが来きたら水みずに入はいり、夷い族ぞくを避さけることだ」

　そして、モリサキは言いった。

　これだけは伝つたえておかなければならないと思おもった。




「アスナ、私わたしは、君きみに生いきて欲ほしいと思おもっている」




「勝かっ手てかもしれないが、できればそれを、覚おぼえていてくれ」

　そして、モリサキは、微笑ほほえんだ。
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　モリサキのそんな優やさしい顔かおを、アスナは初はじめて目めにした気きがした。

　何なにか言いわなければ。

　そう思おもうのだが、何なにも言いうことはできなかった。

「あ……」

　モリサキはもう何なにも言いわない。

　アスナに背せを向むけると、無む言ごんのまま、フィニス・テラの大おお穴あなへと向むかい合あう。
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　頬ほおに一いち撃げきを食くらい、体たい勢せいを崩くずしたところを蹴けり飛とばされて、シンは地じ面めんに転ころがった。

　今こん度どこそ立たち上あがる力ちからも残のこっておらず、男おとこが首くび筋すじに当あててきた刃やいばにも、あらがうことすらできなかった。

　──自じ分ぶんは、殺ころされるのかもしれない。

　シンが思おもった、

　そのとき、だった。

「──」

　クラヴィスの息いき差ざしを、シンは聞きいた。

　たしかに、クラヴィスの在あり処かを「感かんじる」ことができたのだ。

　今いままでのシンにはできなかった、越こえることのできなかった壁かべであった。

　それが、今いま、あっさりとできてしまった。

　そして、男おとこたちもクラヴィスの息いき差ざしを感かんじたのは同どう様ようだったらしい。

「クラヴィスはフィニス・テラの下したに消きえた。もう追おえぬ。戦たたかいは無む意い味みだ」

　そう言いって、男おとこは剣けんを納おさめた。

「だが、地ち上じょう人びとはどのみち生いきて崖がけを下おりることはかなうまい」

　そして、シンに背せを向むけて、

「小こ僧ぞう」

　馬うまへと乗のりながら、

「アガルタにも地ち上じょうにもつかぬお前まえが、この先さき、安やすらげる場ば所しょはどこにもないだろう」

　ゆっくりと去さっていく。

「永えい遠えんに流る浪ろうする生いき方かたをお前まえは選えらんだのだ。それを悔くい続つづけるがいい」

　男おとこたちがいなくなって、

　しばしの間まがあって、

　ようやく、シンは、ぐらりと立たち上あがった。

　自みずからの愛あい馬ばのもとへと、歩あゆみ寄よる。

「すまなかったな。ここまで、無む理りに走はしらせすぎた。立たてるか？」

　馬うまは静しずかに、シンの言こと葉ばに応こたえて立たち上あがる。

　さて。

「これから、どこへ行いこうか──」







[image: 十一話　日没]




　日ひが沈しずんでいく。

　モリサキが残のこしていった銃じゅうを足あし下もとに置おいたまま、アスナはただ座すわり込こんでいた。

　無む力りょく感かんが身体からだを支し配はいしていて、何なにも考かんがえることはできなかった。

　風かぜが吹ふき抜ぬける音おとだけが静しずかにあたりを彩いろどり、やがて、日ひが沈しずんだ。

　忘わすれていたわけではなかった。

　忘わすれていたわけではなかったのだが──

　ようやく気きが付ついた。

　地じ面めんから、夷い族ぞくが顔かおを出だし始はじめていた。

　アスナは悲ひ鳴めいをあげて、銃じゅうを拾ひろって、走はしり出だした。

　日ひはまだ完かん全ぜんに沈しずんだわけではなく、走はしれば光ひかりの下したに出でることはできた。

　そして、尾お根ねを下くだって、湖みずうみへ向むかう。

　とにかく水みずのあるところに行いかなければ。

　その一いっ心しんで、走はしる。

　川かわへとたどり着つき、泥どろに足あしを取とられて転ころびそうになり、顔かおを上あげて──

　周しゅう囲いを見み回まわして、ぞっとした。

　夷い族ぞくに囲かこまれていた。

　どこまでも続つづく赤あかい目め、目め、目め。

　アスナはただがむしゃらに、川かわ上かみに向むかって走はしり始はじめる。

　前まえへ、前まえへ。

　夷い族ぞくの群むれがそれに合あわせて、川かわ辺べを走はしり続つづける。

　前まえへ、前まえへ。

　アスナの息いきが切きれて立たち止どまると、夷い族ぞくたちもまた立たち止どまる。

　川かわ上かみへ。

　歩あるいて、歩あるいて、歩あるいて──




　──アスナ。




　頭あたまの中なかに、シュンの声こえが蘇よみがえった。




　──祝しゅく福ふくをあげる。




　その夜よる、アスナは母ははに尋たずねたのだ。

「お母かあさん、祝しゅく福ふくって、何なに？」

　母ははは怪け訝げんそうな顔かおをして、

「祝しゅく福ふく？」

　と尋たずね返かえしてきた。

　アスナは、口くちづけのことは隠かくしたまま、

「……祝しゅく福ふくをあげるって」

「誰だれかに言いわれたの？」

　額ひたいへの口くちづけが祝しゅく福ふくを意い味みしていることぐらい、アスナの母ははは知しっていたのかもしれない。だから、その誰だれかがアスナの額ひたいに口くちづけたことぐらい、アスナの母ははは見み抜ぬいていたのかもしれない。

　アスナ自じ身しんはそんなことは思おもいもよらず、

「……うん」

　こくり、うなずく。

　それを聞きいて、母ははは瞳ひとみを細ほそめて微笑ほほえんだ。

「アスナが生うまれてきてくれてよかった、ってことよ。私わたしもそう思おもうわ」




　アスナの中なかに、無む数すうの想おもいが蘇よみがえる。

　母ははとの思おもい出で。

　学がっ校こうでの思おもい出で。

　シュンとの思おもい出で。

　モリサキとの思おもい出で。

　そして、シンとの思おもい出で。




「アスナ」




　シュンの声こえが、聞きこえた気きがした。




「君きみは、どうしてアガルタに来きたの？」




　どうしてアガルタに来きたのか。

　ろくに考かんがえもしなかった、その疑ぎ問もんに行いき着ついたとき。

　アスナは、ようやく気きが付ついた。

「──なんだ」

　つぶやいて、地じ面めんにひざまずいた。

　それは単たん純じゅんな、単たん純じゅんな、ごくごく単たん純じゅんな、答こたえだった。




「私わたし、ただ、寂さびしかったんだ……」




　それだけだった。

　そのために、アガルタに、やってきた──




　アスナはそのとき、不ぶ気き味みな息いき遣づかいを耳みみ元もとで感かんじて、我われに返かえった。

　夷い族ぞくだった。

「っ！」

　うかつだった。

　思し考こうに没ぼっ頭とうしていたからかもしれない。

　ただ歩あるくことだけに集しゅう中ちゅうしていたからかもしれない。

　水みずが引ひいているということに。

　川かわから逸それてきてしまっていたということに。

　アスナは、ようやく気きが付ついたのだった。

「いつの間まに！」

　夷い族ぞくたちが近ちか寄よってくる。

　夷い族ぞくたちが近ちか寄よってくる。

　無む数すうの、無む数すうの。

「……っ！」

　アスナは地じ面めんに落おちていた木きの棒ぼうを手てにして、手て近ぢかな夷い族ぞくに殴なぐりかかった。

　棒ぼうはあっさりと折おれて、

　夷い族ぞくはそれを意いに介かいした様よう子すもなく、アスナの首くびをつかんで、持もち上あげた。

　息いきができない。

　うすれゆく意い識しきの中なかで、手てにしていた銃じゅうのことを思おもい出だした。

　撃うった。

　撃うった。撃うった。さらに立たて続つづけに三発ぱつ撃うった。

　弾だん倉そうに入はいっていた弾たまを全すべて撃うち尽つくして、弾たまは一いっ発ぱつも当あたらなかった。

　アスナの手てから力ちからが抜ぬけて、銃じゅうが転ころがり落おちた。

「ケ　レダ」

　夷い族ぞくが不ぶ気き味みな声こえで言いった。

「ケガ　ダ」

　その口くちが、大おおきく開ひらいて、牙きばがむき出だしになった。

　アスナは死しを覚かく悟ごした。
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　あの頃ころ、シンにとって、シュンは「世せ界かいの全すべて」だった。

「兄にいさん？　入はいるよ？」

　二人ふたりの住すんでいる家いえは「先せん生せい」が遺のこしたもので、その二階かいの片かた隅すみにシンたちが「地ち上じょう部べ屋や」と呼よんでいる部へ屋やがあった。「先せん生せい」が地ち上じょうについて研けん究きゅうするために造つくった部へ屋やだった。

　その部へ屋やはシュンのお気きに入いりで、お役やく目めがないとき、シュンは大たい抵ていそこにいた。

「ああ、シン。ちょうど飲のみ物ものが欲ほしかったところなんだ」

「……そう言いってくれるのは嬉うれしいけど」

　シンは淹いれてきたお茶ちゃを、本ほんを読よんでいるシュンに手て渡わたした。

「兄にいさんがそうやって薬くすりを飲のんでるのを見みると、やっぱり心しん配ぱいになるよ」

「ああ──ごめんね、シン」

　シュンの手て元もとには、粉こな薬ぐすりの入はいった袋ふくろが置おかれていた。

「ねえ、シン。地ち上じょうにはね、病びょう気きを治なおすための薬くすりがあるんだってさ」

「……治なおす？」

「うん。僕ぼくが飲のんでいるみたいな薬くすりは、地ち上じょうでは『対たい症しょう療りょう法ほう』って言いって、単たんなる一いち時じしのぎに過すぎない場ば合あいが多おおいんだって」

　そう言いいながら、シュンはお茶ちゃで薬くすりを飲のみ下くだす。

「──ああ、シンが淹いれてくれたお茶ちゃは美味おいしいなあ」

「薬くすりと一いっ緒しょに飲のみながら言いわれても、嬉うれしくないよ」

　でも、悪わるい気きはしなかった。

　少すこしだけ温あたたかい気き持もちに浸ひたっていると、

「ねえ、シン」

　シュンが言いった。

「地ち上じょうに行いけば、僕ぼくの病びょう気きを治なおす薬くすりも、あるのかな──」

「そんなのっ！」

　シンは声こえを荒あらげる。

「今いまの兄にいさんが地ち上じょうになんか行いったら、数すう日じつも保もたないって言いわれてるだろ!?　兄にいさん、頼たのむから──」

　残のこされた時じ間かんくらいは、俺おれと一いっ緒しょにいてくれよ──

　その言こと葉ばは、永えい遠えんに発はっせられないまま、シンの胸むねの中なかにある。
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　シンは、なんとなく、そんなことを思おもい出だしていた。

　馬うまを傍かたわらに、ただ空そらを眺ながめていた。

　そして、先さきほどアモロートの兵へいに言いわれた言こと葉ばを思おもい出だす。

　──アガルタにも地ち上じょうにもつかぬお前まえが、この先さき、安やすらげる場ば所しょはどこにもない。

　そんなもの、シンはとうに失うしなっていた。

　シュンの傍そばだけが、シンにとっての「安やすらげる場ば所しょ」だったのだから。

　──永えい遠えんに流る浪ろうする生いき方かたをお前まえは選えらんだのだ。それを悔くい続つづけるがいい。

「……」

　シンは静しずかに瞳ひとみを閉とじて──

「っ！」

　不ふ意いに、跳とび起おきた。

　以い前ぜんの自じ分ぶんであれば視みえなかったもの。

　いつしか視みえるようになっていたもの──そう、かつてのシュンのように、今いまのシンは、遠とおく離はなれていても彼かの女じょの気け配はいを感かんじ取とることができていた。

「まさか！」

　シンは愛あい馬ばに飛とび乗のった。

　走はしれ。

　思おもったのだ。

　もしも、自じ分ぶんに、今いまでも安やすらげる場ば所しょがあるとすれば。

　それは──




「アスナぁぁぁぁっ！」




　いつかと同おなじ光こう景けいを、アスナは目めにしていた。

　空そら高たかく、跳とんできたシンが、アスナの首くびをつかんでいた夷い族ぞくの腕うでを斬きり捨すてた。

　夷い族ぞくの腕うでから解かい放ほうされ、アスナの身体からだが地じ面めんへとくずおれる。

　げほげほと咳せきをするアスナを守まもりながら、シンはしばらく夷い族ぞくを牽けん制せいしていたが──

　気き付づいた。

「──夜よが明あける」

　シンの、その言こと葉ばを合あい図ずにしたかのように。

　東ひがしの空そらから、日ひの光ひかりが溢あふれ出だしてくる。

　夷い族ぞくたちは光ひかりに当あたると、身体からだの表ひょう面めんを焼やかれるようだった。

　すぐに慌あわてて地じ面めんへと潜もぐって消きえ──

　あとには、シンとアスナだけが残のこされた。

「無ぶ事じでよかったな、アスナ」

　シンは、地じ面めんにへたりこんでいたアスナに手てを伸のばした。

　アスナがその手てをとって立たち上あがる。

「シン、助たすけてくれてありがとう」

　心こころから嬉うれしかった。

　殺ころしておけばよかった、と言いわれたときに苦くるしかった分ぶんの、倍ばいくらい。

　いや、それ以い上じょうに、嬉うれしかった。

「──今いままで、ちゃんとお礼れい言いったこと、なかったよね」

　アスナが言いうと、シンは照てれくさそうに、わずかに視し線せんを逸そらした。

「身体からだが勝かっ手てに動うごくんだ。考かんがえるより先さきに。助たすけようと思おもっていたわけじゃないさ」

「……」

　アスナは、じっと、シンを見みつめた。

「──な、なんだよ」

　うろたえた様よう子すのシンが、少すこし可愛かわいいと思おもった。

「目めの色いろが、ちょっと違ちがうんだね、シュンくんとは」

「ああ。兄にいさんのほうが少すこし背せが高たかかったし、髪かみの色いろも少すこし違ちがう」

　シンの言こと葉ばを聞きいて、アスナが微笑ほほえむ。

「そうだね、よく見みたら、まだ子こどもじゃないの」

「お、お前まえだって子こどもだろ」

　シンの言こと葉ばのあと、アスナは一いっ拍ぱくの間まを置おいて。

「やっぱり、シンは、シュンくんじゃなかったんだ」

　確かく認にんするためでもなく、言いう。

「お前まえ、まだそんなこと──」

　言いいかけたシンが、言こと葉ばを吞のみ込こんだ。

　アスナは泣ないていた。

　頬ほおを伝つたう涙なみだの筋すじを、ぬぐうことすらせず。

「……だって、だって」

　シンは老ろう人じんの言いっていた言こと葉ばを思おもい出だす。

　──命いのちはもっと大おおきなものの一いち部ぶになるのだ。

　──たくさん泣ないておやり。

「……」

　シンは、しばし泣なきじゃくるアスナを見みつめ──

「泣なくな！」

　大おお声ごえで、言いった。

　そして、膝ひざから崩くずれ落おちる。

　その瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落おちていた。

「兄にいさん……」

　それから二人ふたりは、しばらくの間あいだ、声こえをあげて泣なき続つづけた。
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　それは二人ふたりが、シュンの死しを、はじめて受うけ入いれたときだったのかもしれない。
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　モリサキの足あしが、水みずに浸つかった。

　踏ふみしめる──それはもう、岩がん壁ぺきではなかった。

　全ぜん身しんで息いきをしながら、

「着ついた、のか……？」

　そう考かんがえた瞬しゅん間かん、身体からだから力ちからが抜ぬけて、モリサキは地じ面めんにくずおれた。

　もとより、常じょう人じんにはおよそ不ふ可か能のうであろう断だん崖がい降こう下かを果はたしたのだ。体たい力りょくなど残のこっているはずもなかった。水みずの中なかに顔かおまで浸つかって──

　起おきあがる。

「ヴィータクアか……力ちからが、戻もどってきたような感かん覚かくがある」

　周しゅう囲いを見み回まわす。

　巨きょ大だいな水すい晶しょうのようなものがあちこちから突つき出だした、不ふ思し議ぎな空くう間かんだった。

「ケツァルトルの墓はか場ば……」

　そして、歩あるいていく。

　やがてモリサキがたどり着ついたのは、宙ちゅうに浮うかぶ黒くろい球きゅう体たいの前まえだった。

　あの老ろう人じんの家いえの書しょ庫こで読よんだ文ぶん献けんを思おもい出だす。

「これが……生せい死しの門もん」

　黒くろい球きゅう体たいに触ふれる。

　否いな、触ふれようとする。

　すると、腕うでが、すっぽりと黒くろい球きゅう体たいの中なかへ吸すい込こまれた。

「……」

　モリサキはそのまま、全ぜん身しんを黒くろい球きゅう体たいへと潜くぐらせた。

　満まん天てんに星ほしが広ひろがっていた。

　アガルタにはないはずの、星ほし々ぼしのある空そら。

　周しゅう囲い三百六十度ど、どこまでもどこまでも続つづく草そう原げん。

　モリサキはゆっくりと歩あゆみ出だす。

　歩あゆみ出だした先さきには石いしの台だい座ざがあって、モリサキはそこにクラヴィスの欠片かけらを置おいた。

　しばらくは、何なにも起おこらなかった。

　しかし、やがて。

　突とつ如じょとして、クラヴィスが光ひかりを放はなち始はじめた。

　そして、欠片かけらだったクラヴィスが水すい晶しょう状じょうの完かん全ぜんな形かたちへと復ふっ活かつする。

　同どう時じに、空そらに影かげ──

「シャクナ・ヴィマーナ！」

　空そらから現あらわれた船ふねはゆっくりと降こう下かしながら、その姿すがたを異い形ぎょうへと変へん化かさせていった。

　たとえるなら、巨きょ人じん。

　それが、ずしりと地じ面めんに着ちゃく地ちして、

　全ぜん身しんに、無む数すうの「目め」を開ひらいた。

「これが……アガルタの、神かみ」

　モリサキの前まえで、目めがばらばらに瞬またたき、

　その「声こえ」が、モリサキの心こころの中なかに聞きこえてくる。

　モリサキはつぶやく。

「願ねがいを言いえ、と──？」

　モリサキは、両りょうの手てを握にぎりしめ、瞳ひとみを閉とじて、ふう、と息いきを吐はき出だした。

　ようやく、このときがやってきた。

「十年ねん間かん──」

　無む数すうの思おもい出でが胸むねの中なかに去きょ来らいする。

「一いっ時ときたりとも、忘わすれたことはない。かつては君きみの死しを乗のり越こえようともした」

　だが──と、モリサキはかぶりを振ふる。

「駄だ目めなんだ。君きみがいない世せ界かいに、意い味みを見みいだすことができない」

　そして、モリサキは、願ねがう。

　強つよく、強つよく。

「リサ！　僕ぼくのもとに、戻もどってきてくれ！」

　瞬しゅん間かん、クラヴィスがすさまじい光ひかりを放はなち始はじめた。

　同どう時じに「神かみ」の前まえの空くう間かんに、光ひかりの亀き裂れつが入はいる──

　亀き裂れつからいくつもの赤あかい光ひかりの帯おびが放はなたれて、モリサキの前まえに何なにかをかたちづくった。

　それは、やがて、ぼんやりとした人ひと形がたとなり──

　徐じょ々じょに、徐じょ々じょに、形かたちを得えていく。

　そして現あらわれたのは、

　懐なつかしい、懐なつかしい、

　リサの姿すがただった。

「リサ、なのか……？」

　手てで触ふれようとする。

　だがそれは、単たんなる液えき体たい──ヴィータクアが、人ひと形がたをとっているに過すぎなかった。モリサキの手てはリサの姿すがたをすり抜ぬけてしまう。

「なぜ──」

　つぶやいたモリサキの前まえで、再ふたたび無む数すうの目めが瞬またたき、神かみの声こえが頭あたまの中なかに響ひびく。

「魂たましいを入いれる、肉にくの器うつわを、差さし出だせ、と──？」

　モリサキの中なかに、どす黒ぐろい迷まよいが生しょうじた瞬しゅん間かんだった。
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　泣ないていた二人ふたりが、やがて立たち上あがり、互たがいに顔かおを見み合あわせたとき──

　響ひびいた荘そう厳ごんな鐘かねの音おとに、二人ふたりは顔かおを上あげた。

　そこにあったのは、空そらを飛とぶ神かみの船ふねの姿すがた。

「あれは──」

「シャクナ・ヴィマーナ！　生せい死しの門もんへ向むかっている！」

「それって、先せん生せいが」

「アルカンジェリがたどり着ついたのか!?　ヴィマーナは命いのちを運はこび去さる船ふねだぞ!?」

　命いのちを運はこび去さる船ふね？

　そんな、馬ば鹿かな。

　モリサキは、神かみ々がみの乗のる船ふねだと言いっていた。

　なのに──モリサキのいるフィニス・テラへ向むかって、シャクナ・ヴィマーナは下おりていく。二人ふたりが見みつめる前まえで、シャクナ・ヴィマーナは、フィニス・テラの大おお穴あなの向むこうへと消きえていく。

「フィニス・テラ……もっと、ずっと離はなれたと思おもっていたのに。……私わたし、闇やみの中なかでぐるぐる回まわってたんだ……」

　アスナが言いって──

　シンが、それに気きが付ついた。

「ケツァルトル」

　一体たいのケツァルトルが、歩あるいてきていた。

　肌はだ色いろの、大おおきな人ひと形がたをした、ぼろぼろのケツァルトル。

　シンにはわかる。ミミを身体からだの一いち部ぶとした、あのケツァルトルだった。

「アスナ、このケツァルトルは──」

　言いいかけて、その先さきをためらい、別べつのことを口くちにする。

「多た分ぶん、死しにに来きたんだ」

　ケツァルトルが、唄うたい始はじめた。

　綺き麗れいな、この世よのものとは思おもえない、悲かなしみと喜よろこびの混まざったような唄うたを。

「ケツァルトルは死しぬ前まえにああやって、全すべての記き憶おくを唄うたに込こめて残のこすんだ。唄うたは形かたちを変かえてどこまでも伝つたわっていく。空くう気きの振しん動どうの中なかに受うけ継つがれ、俺おれたちの身体からだにも、気き付づかぬうちに混まじり合あう。そうやって世せ界かいのどこかに、永えい久きゅうに記き憶おくされるそうだ」

　唄うた。

　この旅たびの発ほっ端たんにもなった、あのとき聴きいた「唄うた」は──

「……私わたしが、あのとき聴きいたのは」

　おそらく。

　アスナは思おもう。

　あれは、シュンが、このようにして唄うたった唄うたなのではないのか、と。

「シン、私わたし、先せん生せいのところに行いかなくちゃ」

「しかし、あの崖がけは──」

「このケツァルトルが連つれていってくれるって！」

　不ふ思し議ぎなことだった。

　アスナには、そのケツァルトルが言いっていることがわかる気きがしたのだ。

　シンは、それを信しんじる。

　二人ふたりが並ならんで立たつと、ケツァルトルの口くちが大おおきく開ひらいて、二人ふたりを吞のみ込こんだ。

　恐きょう怖ふはなかった。

　胎たい内ない回かい帰きという言こと葉ばをこのときのアスナは知しらなかったが、むしろ母はは親おやの腕うでの中なかに帰かえったような、心ここ地ちのいい安あん堵ど感かんだけがあった。

　そして、二人ふたりを吞のみ込こんだケツァルトルはフィニス・テラの縁ふちに立たち、ゆっくりとその身みを投なげ出だした。

　ケツァルトルは真まっ逆さかさまに落らっ下かして、遥はるか距きょ離りを下くだった後のち、ヴィータクアの滝たきに突つっ込こんだ。滝たきの中なかでケツァルトルの身体からだはヴィータクアに溶とけてゆき、

　アスナとシンは二人ふたり、手てと手てを取とり合あったまま、ヴィータクアの滝たきを落おちていく。
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　そして、やがて滝たき壺つぼへと落らっ下かした二人ふたりは、ヴィータクアの水みずたまり──ケツァルトルの墓はか場ばを抜ぬけて、黒くろい球きゅう体たいの前まえへとやってきた。

　シンと、アスナ。

　二人ふたりは顔かおを見み合あわせて、同どう時じにうなずいた。

　──行いこう。

　黒くろい球きゅう体たいに向むけて歩ほを進すすめていく。

　そして、モリサキと同どう様ように黒くろい球きゅう体たいの中なかへと吸すい込こまれた二人ふたりは、

　星ほし溢あふるる草そう原げんへとたどり着ついた。

「星ほし空ぞら……」

　アスナが言いって、

「これが……星ほし」

　シンが言いって、

「アスナか」

　モリサキが、どこか、あきらめにも似にた息いきを吐はき出だした。

　その前まえに、無む数すうの目めを持もった何なにかが存そん在ざいしていた。

「アスナ……君きみに、この場ばに現あらわれて欲ほしくはなかった」

　その瞳ひとみから、涙なみだがこぼれていたことを、アスナは忘わすれない。

　宙ちゅうに開ひらいていた亀き裂れつが、強きょう烈れつな光ひかりを放はなった。

　その光ひかりはアスナに突つき刺ささり、

　アスナは、糸いとが切きれた人にん形ぎょうのごとく倒たおれ込こむ。
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「アスナ！」

　シンが駆かけ寄よって、その身体からだを支ささえた。

「アスナ……！」

　その身体からだから、ヴィータクアが染しみ出だしてくる。

　払はらっても払はらってもヴィータクアは溢あふれ出だし、やがてアスナの身体からだを完かん全ぜんに包つつみ込こむ。

「死し者しゃの魂たましいをアスナの身体からだに……！」

　シンは、怒いかりに自じ分ぶんの毛けが逆さか立だつのを感かんじた。

「アルカンジェリ！　お前まえが『選えらんだ』のか！」

　モリサキは答こたえない。

　ただ、ゆっくりと、二人ふたりに向むかって歩あるいてくる。

「アスナ！　心こころを明あけ渡わたすな！　戻もどれなくなるぞ！」

　ヴィータクアが光ひかりを放はなっている。

「アスナ！　アスナ！」

　叫さけぶシンの腕うでの中なか、アスナがゆっくりと身みを起おこした。

　そして、

「寒さむいわ……」

　そう言いって、自みずからの身体からだを抱だきしめる。

　そして、

「どこにいるの？」

　続つづける。

「あなた」

　モリサキは、息いきを吞のんだ。

「リサ！」

　そしてモリサキが駆かけ出だしたとき、シャクナ・ヴィマーナの目めが再ふたたび動うごいて、モリサキの頭あたまが後こう方ほうへと弾はじかれた。

　その右みぎ目めは完かん全ぜんに潰つぶれ、左ひだり目めからも血ちが溢あふれ出だしていた。

　モリサキの手てからオルゴールが転ころげ落おち、もつれた足あしがそれを踏ふみ砕くだいてしまう。

　モリサキは背はい後ごのシャクナ・ヴィマーナを見み上あげながら、言いう。

「アスナだけでは足たりないというのか……！」

　代だい償しょうとして。

　その言こと葉ばに「アスナ」が反はん応のうした。

「あなた……？」

「アスナ！」

　シンの言こと葉ばが聞きこえた様よう子すはなかった。

　アスナは、静しずかに続つづける。

　いつものアスナとは違ちがう、しっとりとした落おち着ついた声こえで。

「あなた、そこにいるの？」

「アスナ、しっかりしろ！」

　シンの呼よびかけに、アスナは応こたえない。

　シンはアスナを地じ面めんに横よこたえると、モリサキめがけて駆かけ出だし、

　モリサキはゆっくりと、アスナ──リサに向むかって歩あるいていく。

「アルカンジェリ！　アスナを戻もどせ！」

　そこまで言いって、シンは気き付づく。

「お前まえ、目めを──」

「もう遅おそい。代だい償しょうは払はらってしまった」

　シンの横よこを通とおり過すぎ、モリサキは歩あるいていく。

「リサ……僕ぼくはここにいるよ」

　赤あかく染そまった、ぼんやりとした視し界かいの中なか、

　そこに、懐なつかしい、懐なつかしい、リサの姿すがたがあった。

　リサはその細ほそい腕うでを伸のばし、モリサキの頬ほおに触ふれる。

「あなた……どうしたの？　少すこし歳としを取とったみたい」

　モリサキは、溢あふれ出でる涙なみだをこらえることができなかった。

　その細ほそい手てを、自みずからのごつごつとした両りょうの手てで包つつむ。

「すまない──リサ」

　二人ふたりの背はい後ごで、シンが、つぶやくように言いう。

「だめだ……アスナ」

　そして、周しゅう囲いを見み回まわし、

　発はっ見けんする。

　クラヴィスが、強きょう烈れつな光ひかりを放はなっていた。

「……あれか！」

　シンが駆かけ寄よって、

　あの短たん刀とうで、

　兄にいさんの短たん刀とうで、

　クラヴィスを斬きりつけた。

　あっけなく刃やいばは跳はね返かえされ、見みえない力ちからでシンの身体からだの方ほうが吹ふき飛とばされる。

　しかし──

　シンは再ふたたびクラヴィスに挑いどみかかる。

　刃やいばを突つき立たてる。

　突つき立たてる。

　突つき立たてる。

　見みえない壁かべがその全すべてをことごとく弾はじき返かえす。

　それでも、それでも。

「アスナ！　アスナ！」

　リサが、不ふ意いにシンのほうを見みやった。

「あなた……私わたし、知しってるわ。どうしてかしら、胸むねが……」

　その両りょうの肩かたに手てを乗のせて、モリサキは優やさしく微笑ほほえんだ。

「リサ、君きみはここにいて」

　そして、ポケットからナイフを取とり出だしながら振ふり返かえる。

「すぐに戻もどるよ」

　シンに向むかって。

「アスナ！」

　シンはクラヴィスに刃はを突つき立たてる。

　突つき立たて続つづける。

「アスナ！　アスナぁ！」

　ついには刃はの先さきが欠かけて、

　それでもなお、兄あにのくれた短たん刀とうを振ふり下おろし続つづけるシンの、

　首くび筋すじに、刃やいばが当あてられた。

「もう止やめてくれ。リサには罪つみはない」

　シンは、全ぜん身しんで息いきをしながらモリサキを振ふりほどき、




「生いきている者ものが大だい事じだぁっ！」




　叫さけんで、クラヴィスに短たん刀とうを突つき立たてた。

　強きょう烈れつな光ひかりが放はなたれた。
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　そのとき、アスナは、誰だれかに呼よばれた気きがして振ふり向むいた。

　どこか落おち着ついた部へ屋やの中なか、テーブルの向むかいにはシュンが座すわっていて、にこやかに笑えみを浮うかべていた。

「シンが、呼よんでる……」

　つぶやいた瞬しゅん間かん、ミミがアスナの肩かたに飛とび乗のって、首くびの周まわりをぐるりと一周しゅうし、テーブルへと飛とび移うつった。そして、シュンの前まえに、ちょこんと座すわる。

　シュンは、穏おだやかに言いった。

「──行いくんだね、アスナ」

　アスナは、うなずく。

「──うん。さよなら」
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　シンの振ふり下おろした短たん刀とうが、ついに、クラヴィスを叩たたき割わった。

「！」

　モリサキが弾はじかれたようにリサを振ふり返かえる。

　リサは、ふらりとふらついて、

「──リサ！」

　駆かけ寄よったモリサキがそれを受うけ止とめた。

「リサ！」

　モリサキの膝ひざの上うえに倒たおれたリサが、手てを伸のばし、モリサキの頬ほおに触ふれる。

「ごめんなさい、あなた」

　謝あやまることなんか──

「守まもって、あげられなくて」

　ないというのに──

　リサの身体からだから、ヴィータクアが溢あふれ出だす。

「リサ！　行いくな！　リサ！」

　ヴィータクアは、容よう赦しゃなく、リサの全ぜん身しんを覆おおい尽つくしていく。

「愛あいしている！　愛あいしている！　──愛あいしていた！」

　リサは、困こまったように笑わらった。

　そして、最さい後ごに、

「しあわせよ」

　そう言いい残のこして、瞳ひとみを閉とじる。

　瞬しゅん間かん、ヴィータクアが弾はじけて、

　あとには、アスナの身体からだだけが残のこった。




　泣なき崩くずれるモリサキの背はい後ごで、シャクナ・ヴィマーナは再ふたたび船ふねの形かたちに姿すがたをかえた。

　シンは深ふかく息いきを吐はく。

　全ぜん身しんが脱だつ力りょくし、地じ面めんに膝ひざをついて、前まえ髪がみをかきあげた。

「……殺ころせ」

　モリサキは言いった。

「殺ころしてくれ」

　涙なみだ混まじりの声こえで。

　──しかし、シンはかぶりを振ふった。

「兄にいさんの声こえが聞きこえたんだ」

　それは、ここが「生せい死しの門もん」の中なかだったからなのだろうか。

「喪そう失しつを抱かかえて、なお生いきろ、と」

　空そらは、いつの間まにか、青あおく澄すんでいた。

　その雲くも間まを、シャクナ・ヴィマーナが飛とんでいく。

「それが、人ひとに与あたえられた呪のろいだ」

　モリサキの涙なみだを頬ほおに受うけて、アスナが、ゆっくりと目めを覚さます。

「でも、きっと」

　シンの言こと葉ばを背はい後ごに、アスナはそっとモリサキを抱だきしめる。

「それは、祝しゅく福ふくでもある」

　その様よう子すを見みつめながら、シンは告つげる。

「アスナ……俺おれと出で逢あってくれて、ありがとう」
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　三人にんは「狭はざ間まの海うみ」の前まえへと戻もどってきていた。

　ヴィータクアの泉いずみの前まえで、モリサキとシンとアスナは向むかい合あう。

「アルカンジェリ、お前まえはどうするんだ？」

　シンに言いわれたモリサキが、静しずかにかぶりを振ふった。

「その呼よび名なはやめてもらおう。私わたしはアルカンジェリを裏うら切ぎった身みだ──もはや地ち上じょうに帰かえれる場ば所しょなどない」

「先せん生せい、それじゃあ」

　言いいかけたアスナに、モリサキはうなずいた。

「私わたしはアガルタに残のこる。私わたしはまだあきらめたわけではない。この世せ界かいのどこかにならば、また他ほかにリサを蘇よみがえらせる方ほう法ほうが見みつかるかもしれない。それを探さがす旅たびに出でる」

　そこには確かっ固こたる意い志しが感かんじられ、アスナにもシンにも何なにも言いうことができなかった。モリサキは、また次つぎに何なにかの代だい償しょうを要よう求きゅうされたとしても、それを払はらうつもりでいるのだろう。──あるいはそれは、シンの言いっていた「人にん間げんに与あたえられた呪のろいであり祝しゅく福ふくでもあるもの」に対たいする、挑ちょう戦せんなのかもしれなかった。

「シンはどうするの？」

　アスナが尋たずねると、

「俺おれは……」

　シンは、少すこし先さきをためらったようだった。

「カナンの村むらに戻もどるわけにはいかない──アモロートとの関かん係けいが悪わるくなるからな」

「それじゃあ」

　アスナは言いいかけて──止やめる。

　地ち上じょうの大たい気きはアガルタ人びとにとっては毒どくなのだ。

　だから、シンを地ち上じょうに誘さそったりするわけにはいかない。

　シンはうなずいて、

「アルカ──モリサキに同どう行こうしようと思おもう。人ひとを生いき返かえらせることが正ただしいことなのかどうかはわからないが、その答こたえも旅たびの途と中ちゅうで見みつかるかもしれない」

「……そう、だね」

　アスナはそして、ヴィータクアの泉いずみに向むかい合あった。

「それじゃあ──」

　さよならは、違ちがう気きがした。

「また、ね」

　それを聞きいて、シンが微笑ほほえんだ。

「いつかまた逢あおう、アスナ」

「──行いこう」

　モリサキがそう言いって、シンを促うながした。

　去さりゆく二人ふたりを見み送おくりながら、自みずからもヴィータクアの泉いずみへと飛とび込こんで──




　アスナは、地ち上じょう世せ界かいへと戻もどっていった。
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　それから、およそ半はん年としが経たった。
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「アスナー、卒そつ業ぎょう式しき、遅おくれるわよー」

「はーい」

　今日きょうは、溝みぞノの淵ふち小しょう学がっ校こうの卒そつ業ぎょう式しきだった。

　まだ馴な染じみのない、中ちゅう学がっ校こうのブレザーを着きたアスナが、玄げん関かんに向むかって走はしっていく。

「それじゃあ、行いってきます」

「また後あとでね」

　母ははの声こえに、うん、とうなずいて、アスナは石いし垣がきの坂さか道みちを下くだり始はじめる。







　あのときは大たい変へんだった。

　何なにしろ一ヶか月げつ以い上じょうもアガルタに滞たい在ざいしていたアスナには、当とう然ぜんながら捜そう索さく願ねがいが出だされていた。同どう時じにモリサキも行方ゆくえ不ふ明めいになったのは不ふ幸こうだったというべきか、狭せまい町まちの中なかで「あの二人ふたりは駆かけ落おちしたのだ」という噂うわさが立たったのは、必ひつ然ぜんではあった。

　家いえに帰かえったアスナを、母ははは叱しからなかった。

　ただただ「よかった」と泣なく母ははに、アスナは申もうし訳わけない気き持もちでいっぱいになった。

　モリサキについて、警けい察さつから尋たずねられたけれど、知しらないの一いっ点てん張ばりで通とおした。

　自じ分ぶんがどこに行いっていたかについては、正しょう直じきに話はなしても受うけ入いれられるはずもなく、アスナは何なにも語かたらなかった。




　それからアスナはアガルタのことをときどき思おもい返かえしていたけれど──

　今いまは、もしかしたらあれは夢ゆめだったのかもしれない、と思おもうようになっていた。




　それが、時ときの流ながれ、あるいは

　成せい長ちょうというものなのかも、しれない。







「あ、アスナちゃん、おはよう」

「おはよう、ユウちゃん」

　たまたま出でくわしたユウに、アスナは笑え顔がおで挨あい拶さつをする。それから、ごく何なに気げない、まるで天てん気きの話わ題だいでもするかのように口くちにする。

「いよいよ卒そつ業ぎょうだね」

「うん……私わたし、泣ないちゃわないか、不ふ安あんだな」

「大だい丈じょう夫ぶだよ、私わたしもきっと泣ないちゃうし」

　二人ふたりはころころと笑わらう。







　空そらは青あおく、風かぜは冷つめたく、空くう気きは美うつくしく澄すんで、早そう春しゅんの匂においを運はこんでいた。

　小しょう学がっ校こうを卒そつ業ぎょうして、中ちゅう学がく生せいになる。

　それは思し春しゅん期きにさしかかろうとしている子こどもたちにとって、大おおきな節ふし目めの一つだ。

　溝みぞノの淵ふち中ちゅう学がっ校こうは各かく学がく年ねんに三クラスしかないけれども、先せん生せいはもっと大おお勢ぜいいる。今いままでのように、一人ひとりの先せん生せいに全すべての授じゅ業ぎょうを教おそわるのではなく、科か目もくごとに違ちがう先せん生せいが授じゅ業ぎょうをするのだ。今いままで以い上じょうに勉べん強きょうは難むずかしくなるのに違ちがいない。

　それが少すこし不ふ安あんでもあり、楽たのしみでもある。




　アスナたちは、他た愛あいもない昔むかし話ばなしに花はなを咲さかせながら、桜さくらの舞まい散ちる道みちを歩あるいていく。

　この道みちを、溝みぞノの淵ふち小しょう学がっ校こうの通つう学がく路ろとして使つかうのは、これが最さい後ごになる。

　そのことに、いささかの感かん慨がいを抱いだく──とは言いっても、中ちゅう学がっ校こうにあがってからもこの道みちは通つう学がく路ろとして使つかうのではあるのだけれど。

　馴な染じみの坂さか道みちを下おりて、名なばかりの商しょう店てん街がいを歩あるき、あの踏ふみ切きりの前まえにたどり着つく。

　汽き車しゃはあれから、ほんの少すこし本ほん数すうが増ふえた。前まえは開ひらいているのが当とう然ぜんのようだった踏ふみ切きりだけれど、朝あさのこの時じ間かんは、けっこう頻ひん繁ぱんに閉しまっていることがある。

　溝みぞノの淵ふちは「閉とじた町まち」だったけれども、それも変かわっていくのかもしれない。こうやって汽き車しゃの本ほん数すうが増ふえれば、通つう勤きんや通つう学がくにそれを使つかうこともできる。やがてアスナが高こう校こうに通かよう頃ころには、もしかしたら溝みぞノの淵ふちの外そとにある高こう校こうに通かようことができるかもしれない。

　汽き車しゃが目めの前まえを通とおり過すぎていく。

　アスナは、ふと、汽き車しゃの来きた方ほう向こうを見みやった。

　見み上あげれば、小お渕ぶちの山やま。

　──そういえば、あの高たか台だいには、もうここしばらく行いってないな。

　アスナはそんなことを思おもい、

　次つぎの瞬しゅん間かん、息いきを吞のんだ。




　高たか台だいの上うえで、青あおい光ひかりがきらめいたような気きがしたのだ。

（……もしかして）

　もしかするのかもしれない。

　アスナは思おもい、そして心こころに決きめる。

　今日きょうの卒そつ業ぎょう式しきが終おわったら、小お渕ぶちの高たか台だいに久ひさしぶりに行いってみよう。




　もしかしたら、そこで──
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